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だから僕は、Ｈができない。２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　秘密指令！







「新しい情報って、あの、よく聞き取れなかったんですが」

　メルロー人生保障所属の四級死神パオイ・マルベックは、ガスコンロで豚ぶた肉にくのキムチ炒いためを作りながら携けい帯たい電でん話わに聞き返した。左手はフライパンの柄えを握にぎり、右手は菜さい箸ばしを持っているので、肩かたと頬ほおで携帯電話を器用に挟はさんで話している。

　ただジュージューと炒める音は消しようがなく、どうにも相手の声が聞き取りにくいらしい。

　そもそもガスコンロからして、ホームセンターで叩たたき売うりされていそうな代しろ物ものだ。火力調節もおおざっぱにしか出来ず、フライパンを台からかなり離はなして炒めている。

「え、ああ、はい……すいません、ちょっと手が離せない用事をしているもので。え、ええ、分かってますとも、本業のことは」

　お安いフライパンにお安い豚バラ肉がくっつくのを、マルベックは手て際ぎわよく回かい避ひしていく。

「はい、桃もも園ぞの学園に確実にいると……はいはい、他の組織も……なるほど、分かりました。少々強ごう引いんでも重点的に動いてみます」

　瞳ひとみに真しん剣けんな色が浮うかぶ。百円ショップで買ったお皿に、出来上がったキムチ炒めを盛りつけた。ふぅと一息吐はいてコンロの火を切って、右手でキムチ炒めの皿を持った。

「それで主任は……本当ですか。主任がわざわざ来るんですか。あ、はい……はい、了りよう解かいです。このパオイ・マルベック、メルロー幹部連帯直属の名にかけて、事前調査をしてみせます」

　キリッと引ひき締しまった顔で、マルベックは冷蔵庫のドアを開けた。慣れた手付きで、二本の缶かんビールを左手一つで握る。

「任せて下さい。すでに目星は付けていますから。はい、はい、それでは」

　右足でバタンと冷蔵庫の扉とびらを閉める。その動きの余波で、九十あるマルベックの胸が柔やわらかく波打った。必要以上に大人の色いろ香かを感じさせる、豊満なボディの持ち主だ。

「あの主任と話すと長いし説教くさいし。エリートってのはこれだから面めん倒どうなわけ。そもそも、こんな短期間で見つかるわけないじゃない。無茶ばっかり言いやがって、もう！」

　ツーツーと通話が切れた音を聞きながらマルベックは、一メートル四方の小さな机──ちゃぶ台にキムチ炒めとビールを置き、どかっとあぐらをかいて座すわり込こんだ。

「あ、それ分かりますよぉ。先生も教頭さんが遅ち刻こくするなとか、居い眠ねむりするなとかうるさくてぇ」

　マルベックの対面に、ちょこんと小こ柄がらな女性──乱らん橋ばしが座っていた。三み十そ路じ手前なのに眼め鏡がねっ子な小学生にしか見えない容姿だが、これでもれっきとした教師だ。

「乱、それはどー好意的に考えても、あんたが悪いんだけど」

「あはは、やっぱりそーですよねぇ」

　悪びれることもなく乱橋先生が笑う。

「ま、いいわ。さっさと飲みましょ。給料日前で無む一いち文もんで居酒屋行けないから、家呑のみだけどね」

「いえいえ～。マルさんのお料理、ビールにぴったりそうですよぉ。それに明あ日したはいよいよ給料日ですからぁ」

「ええ、そうね。明日はぱーっと飲みますか」

「もちろんですよぉ、マルさん！」

　よく見ればビールではなくお安い発はつ泡ぽう酒しゆだったりするが、二人とも気にせずにプシュッと缶を開けて乾かん杯ぱいをすると、ゴクゴク勢いよく飲み干していく。

「ぷっはぁぁぁ。でもでも、マルさんは大変ですね。死神さんの本業以外にも、色々とお仕事がありそうで」

　死神、人と死神契けい約やくを結むすび、その死と同時に放出される霊れい力りよくの塊かたまり──ライフジュエルを集める存在だ。よりよい人生ほどライフジュエルの純度は高いとされ、死神達は死神界から人間界にやって来て契約を結んだ人間の人生を、日々サポートしている。

　と言っても、告白のお手伝いとか、人生相談とか、デートコースの案内だとか、早売り情報等々、普ふ通つうは本当にサポートレベルなのだが。

「まぁ、私の本業はどっちかっつーと……って、それで乱にお願いがあるんだけど」

「なんですか？」

「上司に目星付けてるって大おお見み得え切っちゃったのよ。だからお願いっ、桃園学園のモテるとか奇き妙みような連中を教えてくれないかしら。そう、とても特とく徴ちよう的な生徒をね」








　一章　密やかな査定項目







「やめろっ、やめてくれ───────！」

　夕食も終わってデザートのスイカが置かれた食しよく卓たくに、加か賀が良りよう介すけの叫さけび声が響ひびき渡わたった。

「お願いだ、お願いだから、その話だけは、あの忌いまわしい記き憶おくだけは思い出させないでくれぇっ」

　ガンガンと何度も食卓に頭を打ち付けて、良介が懇こん願がんする。

「うるさいわねぇ。マゾか何かに目覚めたの？」

「んなわけあるかぁっ。聞きたくないんだよっ。誰だれにだって聞くだけでトラウマスイッチが入るヤツがいるだろ！」

　良介の抗こう議ぎに、リサラは何度か目をパチパチと瞬しばたたかせた。

「ま、まぁ、それはそうかも知れないけど……」

「だろっ、だろだろ、だろっ。だから俺おれは、その話を続けて欲ほしくないんだよ。分かるだろ、分かってくれよ」

「却きやつ下か」

「即そく答とうかよ！」

「あのね、特異者を早く見つけないと困るのは、私も良介も同じじゃないの？」

「そりゃそうだけど、いやでも、こればっかりは聞きたくない、会いに行きたくない。無理。俺のプライドがズタズタになるから無理なんです」

　良介が立ち上がる。

「な、何よ？」

　正面に座っているリサラが気け圧おされながら見上げてくる。その顔を、一度じっと見つめてから良介は、

「この通り！」

　叫びながら勢いよく土ど下げ座ざした。もっとも、食卓の下になるのでよく見えるわけないのだが……。

「りょ、良介くんっ」

　大おお倉くら美み菜なが食卓の下をのぞき込んだものの、どうしていいか分からずにオロオロとしてしまっている。

「あのねぇ、土下座まですることないでしょ」

　食卓の上から、げんなりとしたリサラの声が聞こえてくる。

「でもでもっ！」

　額を床ゆかに押おしつける。

「あのねぇ、食卓の下で何かされても、私には見えないのよ。無む駄だな行こう為いだから、早く顔をあげてよね」

　はぁ～とリサラのため息が聞こえる。

「あのあの良介くん、男の子があまり土下座とかは良くないよ」

　食卓の下をのぞき込んだまま、美菜が両手を顔の前で合わせた。そう言われると良介自身、今の自分が凄すごく格好悪く思えてくる。

「まぁ、それもそうだよな」

　照てれ隠かくしにポリポリと頭を掻かいて、良介は土下座を解除して少しだけ頭を上げ、食卓の下で今度は正座に座り直す。そして、ハァァァと深いため息を吐ついた。

「どうかしたの？」

「リサラ、お前ってヤツは何も分かってないな。がっかりだ、残念だよ」

「いったい何を言ってるのよ？」

「黒いストッキングには白だろっ」

「はい？」

「黒いストッキングに包まれたシャープな脚あし、魅み惑わくの黒光りな光こう沢たく、その魅み力りよくをより際きわ立だたせるためには、白なんだよっ。それも小さなリボンがちょんとある程度の純真簡素な白いパンティなんだよっ。それが黒の大人っぽさと相まって、グッと来るんだよ！」

　そう、良介の視線の先にはリサラのパンティが見えていた。それが良介には許せないのだ。黒地にピンクの花があしらってあるパンティなんて、黒ストッキングの魅力を半減させてしまう！

「その上だ、制服のスカートがめくれて見えるのは、白じゃなきゃダメだろぉっ。パンチラの黄金則は白なんだよぉぉぉっ！」

　悔くやしさのあまり涙なみだ目めになって良介は床に再び頭を落とした。さらにドンドンと床を叩いて、心の中で暴れる悔しさを吐き出す。

「もしくはキャラパンツだよっ。熊くまさんとかネズミーなのなら、許すっ。リサラがそんなの穿はいてたら、ギャップがステキだろっ。そうだよっ、赤い毛をそんなお子様パンツが包んでるって思うとゾクゾクって来るしっ、現に来てるし！」

　目を閉じれば、リサラのスカートがめくれてお尻しりに可愛いキャラクターがいる図が思い浮うかぶ。うん、それは中々のギャップで良い感じだ。

「と言うわけで、着き替がえを要求する」

　涙を拭ふき取って、良介は顔を上げた。

「あれ？」

　内うち股また気味にリサラの膝ひざが閉じられていた。当然、その奥おくの魅惑のゾーンは拝見できない。

「ええと、なんで見せてくれないの？」

「私は痴ち女じよか何かか！」

　間かん髪はつ入れず突つっ込こみが返って来た。

「ったく、このまま踏ふんでやろうかしら！」

　膝をしっかりと閉じたまま、リサラがスリッパを履はいたまま右足を軽く上げる。

「待て、リサラ」

「本気で踏む気はないってのっ。それより早くそこから出てきてよね」

「そうじゃないんだ」

　食卓の下から這はい出して、良介は腕うでを組んだ。

「何よ難しい顔して」

「リサラ、お前はやっぱり分かってない。スリッパ履いたままで踏んだら、単なる暴力じゃないか」

「だから、実際には踏んだりしてないじゃない。冗じよう談だんよ、冗談」

「違ちがう、違うんだよ、リサラ」

　腕をほどき、良介は正面からリサラの両りよう肩かたを掴つかんだ。

「なに、よ……」

　ビクッと肩を震ふるわせて、リサラが眉まゆをしかめて良介を見つめる。

「いいか、よく聞け。スリッパに人のフェチ心がこもっているか？　いや、ない。たとえば、ブーツとかハイヒールとかなら、一いつ生しよう懸けん命めい作ったフェチ心がこもってる。持ち主も手入れしていて、そこに人のぬくもりがある」

「いったい何を言ってるのよ？」

「分からないか？　人を足あし蹴げにする、踏むにも最低限の礼れい儀ぎってものがあるって言ってるんだ。いいか、ちゃんとスリッパは脱ぬげ。足の裏を使え。体温を足の裏から相手に伝えるんだ。その時、人を踏む暴力は俺にとってご褒ほう美びに変わるんだ！」

　リサラが目を細める。だが良介はそんなことお構いなしに、

「それに、夏のこの気候にストッキング穿いてて、ちょっと蒸むれてるとかすんごいイイじゃないか！」

「良介……」

　低い声が聞こえる。

「なんだっ、異論は認めないぞ」

「一つだけ言っておくわね」

　凄く冷たい視線を投げつける。

「なんでしょう？」

「私の足は蒸れたりしてない。水虫もない」

　リサラが良介の胸に手をそっと置く。

「ちょ、ちょっと待てっ、そもそも水虫なんて言ってないだろっ。お願い、やめて、俺の生きる力をっ吸い取らないでっ」

「たまに思うのよね。どーして良介は、自分の魂たましいに私の《折れた剣けんグラム》が刺ささっていることを忘れられるのかってね。暴走したら、そこから私が貴あ方なたのエッチな心を、霊れい力りよくを吸い取ってスピリットマネーに変えるって、分かりきってるでしょうに」

　死神は霊力をスピリットマネーに変えてエネルギーにしている。通常は、死神契約を結んだ人間が死ぬ時に放出する霊力の塊──ライフジュエル──を回収してエネルギーとしている。また、契約した人間が常に放出する僅わずかな霊力をかき集めて、人間界に居続けるための術式《存ボドウ在ライス》を使い続けている。その代わり、死神は人間の人生をサポートしているのだ。

　が、リサラの場合はちょっと違った。

「お前が《存ボドウ在ライス》を使うための霊力は、数日前に吸い取らせてやっただろ！」

　そう、リサラは良介の魂に突き刺した《グラム》から、もっとも強い霊力を持つ生きる力を吸い取り、《存ボドウ在ライス》を使っているのだ。

「その割には、すぐに復活するのは誰よっ。普ふ通つうは生きる力を吸い取ったら、暫しばらくは復活しないのに、良介の生きる力、ええ、そのスケベ心はすぐに復活してるじゃないのっ。どんだけイレギュラーなスケベなのよっ、良介は！」

「いやぁ、なんかエッチなもの見てると、こうフツフツと魂が黙だまってられないって感じになるんだよなぁ」

「はぁ、スケベ心を吸い取られたら、興味もなくなるはずなのに……」

「フッ」と得意げに笑い返す良介に、リサラがニヤリと唇くちびるを歪ゆがめた。

「そんなわけで、吸い取るわね。どうせ貴方のことだから、すぐに復活してくるんでしょ。なら問題ないわね」

「え、ちょ、ちょっと待ってっ、すぐっても暫く虚むなしさが続いてっ」

　ドクンと魂が疼うずく。吸われていく。良介の中にある生きる目的が、《グラム》を通してリサラに吸われていくのだ。
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「ふぅ、相変わらずスケベに暴走した時は、霊力が凡ぼん人じんとは思えない量になってるんだから、不思議なヤツよね」

　満足と頷うなずいて、リサラが良介から手を離はなした。良介は暫くそこに立ち尽つくした後に、ノロノロと椅い子すに戻もどって座すわる。そして、

「ハァァァァァァ」

　深い深いため息を吐ついた。

「なんかもう、どうでもいいや……話を続けてくれよ、美菜」

　美菜の話は、良介にとってトラウマを掘ほり起おこす内容だとは分かっている。分かっているが、そこに執しゆう着ちやくするのも面めん倒どうだった。

（それに、どーして俺はあんなことをトラウマにしてたんだろうなぁ……はぁ～あ～）

　食卓に腕を投げ出して、ノベーと頭を転がす。

「リサラ、本当に平気なんですか、良介くん」

「平気よ平気。毎度のことだし、いつも復活してるでしょ？」

　美菜の心配をリサラが笑い飛ばす。

「それに良介の魂がスケベで暴走した時の霊力は、中々のものよ。そりゃ、特異者みたいに一人で千人万人規模の霊力を持ってるのとは違うけどね」

「特異者って英えい雄ゆうとか凄すごい人達じゃないですか。そんな人達と良介くんを比べちゃ可か哀わい想そうです……。だからリサラだって、抜ぬけ駆がけまでして一生懸命捜さがしてるんですし」

「まーね。特異者ってのは、それだけ希け有うな存在よ。だからこそ、私がレストールの家を継つぐのに相ふ応さわしい手て柄がらになるわ」

　リサラが拳こぶしを握にぎりしめる。

「だから急いで見つけないといけないの。私のような一級死神しか特異者とは専属契けい約やくを結べないけど、メルロー人生保障が死神を学校に派は遣けんしてるのよ。あの死神は下級だけど、メルローにだって一級は何人かいるもの。油断は出来ないわ」

「下級の死神って、マルベック先生ですね……」

「そうよ。そもそも、この街に特異者がいるって情報も、メルローから流れてきたものだしね」

「分かりました」

　美菜が頷き、会話を再開する。

「生徒の中で凄くモテる人は昨日までで全員、回ってしまいました」

　何でも特異者は良介達の通う桃園学園にいる可能性が高いらしい。そして特異者には、モテる人間が多いのだとか。良介には関係なさ過ぎる話で、正直欠あ伸くびしか出ない。

「でも、モテるとは違う方向ですけど、特とく殊しゆな人達ならまだ何人かいます。それもその、かなり……えっと、かなり凄い人達が」

　チラリと美菜が良介を見る、良介は、相も変わらず頭をノベーと食卓の上に置いているだけだ。美菜はその姿を見て小さく頷くと、意を決したように話し出した。

「あの、桃園八はつ奇き衆しゆうって人達がいるんです。何を隠かくそう、良介くんもその一人です」

「良介がっ!?」

　リサラは驚おどろきの声を上げると、まじまじと良介の顔を見つめてきた。

「なんだよ」

　良介が不ふ機き嫌げんな視線を投げかけると、リサラはツンと顎あごを上げて良介から顔を背そむけた。

「でも美菜、八はつ騎きってちょっと強そうな名前だけど、良介は知っての通り腕っ節ぷしはからっきりなんだけど」

「あの、たぶん漢字が違います。騎馬の騎じゃなくて、き……奇き妙みようの奇です」

「え……ええと、それってつまり学園にいる八人の奇人変人ってこと？」

　キョトンとしながらリサラが聞き返す。

「はい、そうなります。その、文化祭の最後にいつも決めているみたいで」

「なるほどね。良介が嫌いやがるわけよね」

「まぁ、どーでもいいんだけど、俺おれが抵てい抗こうしたのはそこじゃないぞ。そもそも、俺はエロ介と呼ばれて八人の奇人に選ばれようが、そんなことはどうでもいい。だってスケベだし」

「開き直らないでよ……」

　リサラが顔に手を当てて、ため息を吐く。

「それなら何が思い出したくない記き憶おくなのよ。普通の人間には、全校生徒公認のエロ介ってだけで二度と立ち直れないショックなんだけど」

「あの、良介くんの名前は一年生の一学期の時点でもう校内に轟とどろいていましたから。一年生のルーキーが選ばれるのって、凄く珍めずらしいみたいですよ」

「へぇ、俺スゴイな」

「褒ほめられてないわよ、絶対に褒められてないから……」

　リサラが、うんざりとうなだれた。

「ま、まぁいいわ。奇人変人って言っても良介みたいのでしょ。なら、あまり期待出来ないんじゃないかしら。知っての通り良介は特異者どころか、そこらの一いつ般ぱん人よりも霊力がかなり低い凡人だし」

「あ、あははは、でもその、良介くんとは違った方向の人ばかりですから」

　苦笑しながら美菜が説明を始める。

「八人中二人は卒業してしまったので、今は八奇衆ではなく六奇衆ですけど、良介くんの他にリサラもよく知っている玉たま野の先せん輩ぱいも選ばれています」

「あの馬ば鹿かね。確かに奇人で変態だったけど、霊力的には使い物にならなかったわよ」

「えっと、《清せい楚そなる野や獣じゆう》の異い名みようを取る茶さ道どう部の五い十が嵐らし部長は凄いですよ。中学の女子合気道大会のチャンピオンで凄い綺き麗れいな人なんですけど極度の男性嫌ぎらいで、大たい抵ていの男子生徒は変な目で見ようとしただけで、殺気を送られて気絶しそうになるとか。何しろ体験入部した良介くんが、五分で逃にげ出したくらいですから」

　良介の脳のう裏りに記憶が甦よみがえる。本能が警告を鳴らしまくる中、それでも綺麗だと思って必死に、ついでに和服ってそそるなぁとの思いで必死に耐たえていたのだが、とうとう逃げ出してしまった。あれほどの殺意、感じたことがない。

「それは凄いわね。相当腕うでが立つの？」

「ええ、チンピラさん五人にナンパされていて困っていた後こう輩はいを救うために、全員病院送りにしたって伝説が……」

「す、凄いわね」

　リサラの顔が引きつる。

「それから、《六十九番》って呼ばれている杉すぎ浦うら先輩は、どんなテストでも必ず六十九点を取る人です」

「なによそれ、そんなこと出来るってことは、本当はもっと良い成績を取れるんじゃ」

「なんでも六十九って数字が好きだとか……」

　二人して首を捻ひねるのを見て、良介は口を挟はさんだ。

「分からないかなお前ら。英語で六十九って言ってみろよ」

　その瞬しゆん間かん、美菜がカァッと顔を赤くさせたが、リサラは素す直なおに英訳して、

「ええと、シックスナイ……良介ぇぇっ！」

　同じく真っ赤な顔になったのだった。

「こ、こほん、ええと次行きますね、次。エロ介は、良介くんで、ピンクボクサーは玉野先輩だから……ああ、《プリティモンスター》さんが──」

「──！」

　どーでもいいはずなのに、魂が一いつ瞬しゆん疼うずいた。凄く嫌な記憶だった。

「良介くん？」

「いや、なんというか……うん、なんでもない、平気だ」

　疼くが、それに拘こだわるのも面倒な気がした。

「平気みたいだし、説明を続けてよ」

「はい。女子プロレス同好会の鬼おに崎ざき会長で、文化祭ミスコンの三位の先輩です。自分で同好会を立ち上げて、メンバーも十人集めた凄く行動力のある可愛らしい人なんですけど」

「へぇ、リーダーとしての素質もあるのね。それは、うん、中々期待が持てそうね」

　満足そうにリサラは頷くが、美菜は微び妙みような笑みを浮うかべる。

「どうしたのよ」

「まだ続きがあって」

　そう、それこそが良介のトラウマだ。

「続き？」

「女子プロレス同好会って十人いるのに、部活に昇しよう格かくしていないの変だと思いませんか？」

「確かにおかしいわね。何か事情があるわけね、危険だとか」

「その、女性が一人だけなんです」

　その言葉にリサラが押おし黙った。ゆっくりと思考を巡めぐらせる。

「ああ、会長のファンクラブみたいなものになってるのね」

「同好会に顧こ問もんがいるんですけど、顧問は八奇衆の一人で《イモータル》の異名を取っている、乱らん橋ばし先生なんです。ほら、あの人って、先生なのにどうみても小学生なんで……不老不死って意味で、イモータルって呼ばれてるんです」

　乱橋先生、三み十そ路じ手前の担任教師（女性）だ。

「一つ確認していいかしら」

　リサラが、こめかみに指を当てながら美菜に聞く。

「女子、プロレスよね」

「はい」

「で、女性は顧問だけって、他は……男性だって言うわけ？」

「残念ながら、そうなります」

「でもミスコン三位でしょ！」

　良介の脳裏にはっきりと浮かんできた。あの時の屈くつ辱じよくの光景が、だ。

「その文化祭のミスコン、別に水着コンテストじゃないんですけど、鬼崎先輩は水着姿で登場したんです。良介くんは、活発なボーイッシュ系の女の子で凄く可か愛わいい！　って言ってました……」

「え、もしかして」

　リサラが良介の顔を見た。

　良介の目に涙なみだが滲にじんでいた。どうでもいいと決めているのに、涙が滲んじゃってた。

「投票したのね、その男子に……」

　リサラの指し摘てきに、こくんと良介は頷いた。美菜がそんな良介を庇かばうように、

「一年生の男子がほとんど悩のう殺さつされちゃって……鬼崎先輩に投票したみたいです」

　そう付け加える。

　あのピッチピチで健康的な水着姿が脳裏に浮かぶ。少しロリコンが入った美しさ。こういうのも有りかなぁと、あの時の良介は確かに思っていた。思っていたのだ。

　そして何より哀かなしいのは、それを思い出しているだけで、なんかちょっと幸せなのだ。魂たましいが、少し元気づけられてしまうのだ。

　そう、その正体は男なのに！

　それほど、可愛かったのだ……。

「えぐっ、ぐすっ、ぐすっ」

　良介は涙がこぼれるのを、どうしても止められなかった……。

「なるほどね、それがトラウマってわけね。さすがに、ちょっと同情するわ」

　リサラが肩かたをすくめて苦笑した。言葉こそ慰なぐさめだが、どう聞いても呆あきれた響きを感じ取ってしまうのは、良介の僻ひがみ根こん性じようゆえだろうか。

「でもそうね、今の話からすると、鬼崎先輩、五十嵐先輩辺りからまず当たってみましょうか」

「杉浦先輩と乱橋先生はいいんですか？」

「乱橋先生はいいわよ、単に幼い体型ってだけだし。杉浦先輩は、そうね……そうよね、本当に変な人っぽくて敬遠したかったけど、当たってみますか」

　リサラが良介に手の平を差し出す。

「なんだよ？」

「名めい簿ぼよ、名簿。生徒の名簿を見れば、クラスとかすぐ分かるじゃない」

「あー名簿なぁ」

「どうしたの？」

「いやぁ、間ま違ちがえて捨てちゃった」

「………………」

　冷たい、とても冷たい目をリサラがした。

「美菜、このエロ介のせいで手間を取らせて悪いんだけど」

「分かりました。友達に聞いてクラスと出席番号を付けてリストにしておきますね」

「美菜、ありがとう。良介と違って、貴あ方なたにはお世話になりっぱなしね」

「おい、俺だってたまに活かつ躍やくするだろっ。キュールと闘たたかった時とか！」

　残っている元気を総動員して抗こう議ぎする。

「この俺の魂に刺さされた《折れた剣けんグラム》を、一気に覚かく醒せいさせてキュールを撃げき退たいしたあの雄ゆう姿しっ。忘れたとは言わせないぞ！」

「何が雄姿よっ。私の裸はだかに興奮して、《グラム》にエッチな心を注そそぎ込こんで覚醒させたんでしょうが。恥はずかしい……」

「仕方ないだろ。俺の生きる力はエッチな心なんだからさ。そもそも、こんな俺の魂の奥底に《グラム》を突つき刺したお前が悪い！」

　どんと良介は胸を叩たたいた。そんな姿にリサラが、深々とため息を吐つく。

「《グラム》も《グラム》よね。エッチな心を注ぎ込まれて覚醒するなんて、はぁ～、そりゃ霊れい力りよくには変わりないけど、恥ずかしい話よね……」

　リサラが顔を良介から背そむけて、うんざりと呟つぶやく。

「あのなっ、お前それはないんじゃないか。俺だって、必死に頑がん張ばったんだぞ！」

　抗議をしても、リサラはつーんと顔を背けたままだ。

「ふふっ、リサラお姉様ってば意地っ張りだから、お礼とか感謝とか伝えるのが、とっても苦手なんですわよね」

　食しよく卓たくから少し離はなれたテレビ前から話に割り込んできたのは、今まさに話題にしていたキュール・ゼリアその人だ。リサラより年下で小こ柄がらな割には、胸は既すでに凌りよう駕がしている。ウェーブの掛かかった柔やわらかそうな髪かみと可愛らしい顔立ちをした女の子で、一見お人形のようだ。だがしかし、その内面は親しん戚せきで姉のように慕したっていたリサラを平気で陥おとしいれたり、死神界の名門レストール家の跡あと継つぎの座を狙ねらったりと、黒いとしかいいようがない。

「キュール、それはどういうことかしら」

　こめかみをピクピクと痙けい攣れんさせながら、リサラがキュールを睨にらんだ。

「あら、そのままの意味ですわ。まあ、付け足すとしたら、お姉様がそうやって不ふ機き嫌げんそうな顔をしている時って、大抵は照てれ隠かくしですわよね」

　キュールがニヤニヤと笑い返す。そんなキュールに、リサラは机の上に置いた拳こぶしを、ギギッと強く握にぎりしめるだけだ。

「図星ってことかな？」

　そっと美菜に話しかけられた良介は、口を開きかけて慌あわてて閉じた。何しろ、いつの間にかリサラがもの凄すごい勢いで睨んでいるのだ。怖こわくて、素直に「図星だろ」なんて言えたものじゃない。

「まったくもう、お姉様はすぐにヒステリーを起こすんですから。ねぇ、カエサル」

　キュールが、隣となりに寝ねそべっているジャーマンシェパード犬を撫なでた。カエサルと名付けられた加賀家の愛犬で、ご近所犬社会に君臨する犬界の英えい雄ゆうだ。おかげで、現在はキュールの持つ《竜りゆう殺しの剣リジル》を魂に打ち込まれて彼女に霊力を供給している。

　もっとも、良介とは器うつわが違うカエサルは、霊力を吸い取られるたびにボロボロになったりしていないのだが……。

「キュール、貴方って子は……今すぐに、死神界に突き返したっていいのよ？」

「あら、そんなことをすれば、お姉様の抜ぬけ駆がけをばらしますわよ」

　リサラとキュールが睨み合う。

　良介はと言えば、すっごく怖くてちまちまとスイカから種を取る作業中だ。カエサルは何ど処こ吹ふく風で、耳の後ろを掻かいている。となれば、この冷戦状態をデタントする期待は美菜に掛かるわけだが、

「あ、もう八時。私は、帰りますね」

　逃にげ出す気満々だった……。

「なら、途と中ちゆうまで送るよ」

　この流れに乗り遅おくれまいと、すかさず良介も立ち上がるが、リサラがその手を取り椅い子すに引き戻もどす。

「な、なんだよ、リサラ」

「良介、確認したいんだけど、貴方もこの私がすぐにヒステリー起こすって思ってるわけ？」

「あら、良介さんだってそう思いますでしょ。散々、迷めい惑わくを掛けられてるんですから」

　リサラとキュールが、ほぼ同時に返答を求めてくる。

　正直言って、良介としてはリサラは……ヒステリーというか、短気だとは思っている。が、しかし、それを素す直なおに言うと絶対に怒おこられる。だって短気だから。

　と言ってだ、キュールの可か愛わいらしいお人形のような顔で、じっと見つめられると無下にも出来ない気がしてくるのだ。だって可か哀わい想そうだ。女の子は大切にしてあげないといけない。たとえその内面が真っ黒な子でも、だ。

　と良介が葛かつ藤とうしていると美菜が、

「慣れた道だし、人通りも多いから私は一人でも平気だよ、良介くん。心配してくれて、ありがとうね」

　帰り支じ度たくを万ばん全ぜん終えて言い、出て行ってしまった。「おやすみなさい」と付け加えて。

　かくして良介は退路を断たれ、針のむしろに放置されたのだった。

　そう、ストレスに胃い袋ぶくろが悲鳴を上げ、真っ青な顔でトイレに駆け込むまで十五分も……。




　　　　※　※　※




「ふぅ～」

　良介は幸福の息を吐きながら、青年漫まん画が雑誌をめくった。今週の巻頭特集は、高校生グラビアアイドル、イリアだ。メルロー人生保障のＣＭで一気に大ブレイクした彼女は、その高校生離ばなれした巨きよ乳にゆうとスタイル、完かん璧ぺきな金きん髪ぱつ、さらに優やさしそうな癒いやしの雰ふん囲い気きで、世の中の男性を虜とりこにしてしまっている。

「ああ～、いいよなイリアちゃんのおっぱいって、こう見ているだけでフツフツと欲よく情じようしてくる……」

　胸と股こ間かんを押おさえる。残念ながらリサラに吸われた直後のため、普ふ段だんのように燃え上がりはしない。それでも、熱いものが自分の中で燃えてきたのは分かる。胸も、そっちも徐じよ々じよに熱くなり始めているのだ。

　イリアは、巨乳好きの良介としては、はっきりいって大好物だ。メルロー人生保障のＣＭを携けい帯たい電話向け動画に変へん換かんしてもらい、持ち歩いてさえいる。

　しかも、この巻頭特集はきわどい水着に、メイド服に、チャイナ服に、その巨乳を手だけで隠す──手ブラがあったりと、ファンにとっては鼻血ものの話題グラビアなのだ。

　性せい欲よくを吸われただけではなく、リサラとキュールの狭はざ間までストレス溜ためまくった良介にとって、まさに癒しだった。

「おっぱい、ああ、この大きくて柔らかそうなおっぱい。ふぅ、やっぱりおっぱいには、夢と希望が詰つまっているよな」

　幸せな言葉が、ついつい口から出てしまうのも、仕方ないというものだった。

　そんな良介に、テレビでいつの間に予約したのか深夜アニメの録画を見ていたキュールが、

「あら、それが本当なら、リサラお姉様には夢も希望もないってことですわね」

　しれっとヒドイことを言い放った。

　その内容に良介は、一いつ瞬しゆんビクッと恐きよう怖ふで体を震ふるわせてから、はぁ～と息を吐いた。リサラは今、風ふ呂ろに入っているのだ。

「あのな、リサラがここにいたら、間違いなくぶち切れてるぞ」

「ふふ、その怯おびえよう、やっぱり良介さんだって、お姉様がヒステリーだって認めてるんじゃないですか」

　振ふり返ったキュールが、小こ馬ば鹿かにした目で良介を見る。

「ヒステリーって、そのあれだ、ああっと、ちょっと怒りっぽい程度だぞ、うん」

「ふうん、この期ごに及およんで、まだフォローするんですのね。大したフェミニストですわね。ああ、それともお姉様にだけかしら？」

「馬鹿言うなよ。俺は、お前のことだって十分大事に思ってるぞ」

「はぁっ!?」

「だってお前、カエサルがいないと人間界に住めないんだろ。その上、手ぶらじゃ死神界に帰れないって聞いてるぞ」

　キュールもまたリサラと同じで、非合法に人間界に来ているのだ。リサラを陥れようとして失敗した結果なので、自じ業ごう自得とも言えるが……。

「そんなこと聞いたら、いくら敵対してたヤツだって、女の子を放り出すわけにいかないじゃないか。ま、だからだ、遠えん慮りよ無く居い候そうろうしてろよ」

「呆あきれたフェミニストですわね」

　キュールが照れ隠しなのか、そのウェーブの掛かった髪を人差し指で軽く巻く。

「そんな顔するなって。キュールはリサラと違って、俺の生きる力を吸い上げたりしないだろ。俺にとっちゃ無害ってわけだ」

「まったく、リサラお姉様と良介さんは、おかしな関係ですわね、ふふ」

　苦笑いを浮うかべるとキュールは立ち上がり、食卓の椅子に座すわった良介の横まで歩いてくる。小柄なキュールが座ったままの良介の横に立った。すると、年の割にはふくよかなバストがちょうど良介の顔の高さにくる。

「分かりましたわ。それなら、遠慮無く居候させていただきますわ。それと、あまり家主の神経を痛めつけないように、今、この瞬しゆん間かんからは、リサラお姉様をからかうのもほどほどにしてあげますわね」

　キュールが喋しやべるが、良介にとって問題はその内容よりもバストを覆おおう服装だった。いかにもお嬢じよう様さま然とした彼女の服装は、フリフリのロングスカートに、キュッとしまったウエストであり、その胸元は……開いていた。

　そう、おっぱい上部、上うえ乳ちちが露あらわなのだ。

　寄せて上げていることもあって、リサラにはない谷間がはっきりと露ろ出しゆつしている。

　それが今、良介の顔の隣にあった。チラッと瞳ひとみを横に動かすだけで目に飛び込んでくる、柔らかそうな果実。思わず口元がにやけてしまう。だが、振り返って堂々と見るのは気が引ける。なんかそこまで本気で見入るのは、恥ずかしい。

　おかげで、視線をチラチラと泳がしながら俯うつむく、そんな挙動不ふ審しんになってしまう良介だ。

「どうかしましたの？」

　怪け訝げんそうな顔で、キュールが前まえ屈かがみになってのぞき込む。

（ち、近いってか、今揺ゆれたよなっ、たゆんって揺れやがったぞ！）

　良介の中で、魂たましいが素直に万歳三唱を始めた。良心という枷かせを突つき破やぶるだけのパワーを失っていたその欲よつ求きゆうが、フツフツから、ゴウゴウと燃え上がり始める。

（イリアちゃんのおっぱいも来るものがあったけど、リアルは、リアルはやっぱり違ちがうよなぁっ。くぅぅぅ、なんかこう温かさも伝わってくるし、香かおりも脳のう髄ずいを直ちよく撃げきするし、なにより、俺おれは今──）

　鼻を広げて、大きく深呼吸をする。

「俺は今、おっぱいに触ふれたばかりの空気を味わっている！」

　ガタッと音が聞こえた。

「え？」

　振り向くと、キュールがバストを腕うでで隠しながら二メートルほど離はなれている。

「ああ、もったいないっ」

「もったいないじゃありませんわっ。うう、さっきリサラお姉様にエッチな心を吸われたばかりなのに、どーしてもうっ、そんなに興奮出来るんですの！」

　顔を赤くして、噛かみつくように睨み付けてくる。

「ふふ、その視線もまた俺を熱くさせるぜ」

　握った拳で親指を立て──サムズアップして、良介は爽さわやかに笑う。

「何ですのその、俺達お互たがいよく頑がん張ばったな的なポーズはっ」

「まあまあ、そう警けい戒かいするなって。俺は確かにスケベだけど、安全なスケベだぜ」

「安全？」

「まだ犯罪起こしたことないし！」

「当たり前ですわっ！」

　間かん髪はつ入れずに突っ込こまれてしまった。

「うう、ここに住むことに一いち抹まつの不安を感じますわ……」

「はっはっは、仕方ないじゃん。あんな間近に生なま乳ちちを、しかも谷間有りで柔やわらかそうなのを見せられたら、そりゃもう萎しなびた魂だっていきり立つってものさ」

「なんか言い方も下品ですし……はぁぁぁ」

　深い深いため息だ。

「これからは、良介さんを興奮させないように気をつけるとしますわ。何しろ、リサラお姉様と違って、キュールのバストは良介さんには凶きよう器きなようですから」

「いや別にリサラのに興奮しないわけじゃないんだが」

「そうですの？　キュールはてっきり大きなバストが好きなんだと思いましたけど。殿との方がたってみんなそんなものでしょ。キュールはそう教わりましたけど」

「それ、ちょっと極きよく端たんだぞ。まぁ、確かに俺は大きいのが好きだけど……小さいのは小さいなりに、楽しみってもんがあるんだよ」

「うーん、おかしいですわね」

　キュールが唇くちびるに人差し指を当てて考え込む。

　何がおかしいのかと、良介が聞こうと思ったその時だ。

「ちょっと来てくれなーいっ。ヘルプなんだけど────う！」

　風ふ呂ろ場ばからリサラの叫さけび声が飛んできた。

「おい、呼んでるぞ」

「うーん、キュールはちょっと考え事してるんでお願いできません？」

　何を考えているかは知らないが、かなり真しん剣けんな様子だ。邪じや魔ましちゃ悪いか、そんな風に良介は思って頷うなずく。

「よろしくお願いしますわね」

　立ち上がり風呂場に向かう良介の背中に、キュールは笑顔を送った──ニヤリとした笑顔を。

「しかし、何の用事だ？」

　良介は脱だつ衣い場の扉とびらを無造作に開ける。

「ちょっと遅おそいじゃ──」

　リサラが固まる。いや、そのコンマ五秒前に良介だって固まっていた。

　脱衣場と風呂場を仕切る扉を半分開けて、リサラが身を乗り出している。左手を扉の端はしにやり、右みぎ腕うでで胸を隠かくしている、もの凄すごく無防備な格好で、だ。

　お世辞にも大きいとはいえない胸が、右腕に押しつぶされて、微かすかなたわみを作っている。

　そして何よりもだ。良介は気が付いてしまった。

　アンダーは見えない。でも、その上が見えるのだ。

　そう、おへそ。

（お、女の子の、へ、へそっ!?）

　グラビアなどでおへそは、当然見たことがある。でも生で見るのは初めてだった。リサラのキュッと締しまったウエストは、無む駄だな脂し肪ぼうはいっさいなく、綺き麗れいな曲線を描えがいて腰こし回まわりに続いていた。

　その中央に、ちょんと慎つつましやかにおへそがあった。

　そのラインを、ほんのりピンク色に火ほ照てった肌はだを、汗あせかお湯か、とにかく水すい滴てきが流れ落ちていく。
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「お、おおおっ、俺が、俺が迂う闊かつだった。こんな、こんな所にもフェティシズムがあったなんてっ。女の子は、女の子はホンマ宝石箱やでぇぇぇぇっ！」

　はち切れんばかりの炎ほのおが魂で燃え上がる。その良介の雄お叫たけびにリサラは口元をヒクヒクと痙けい攣れんさせたかと思うと、

「いつまで見てるつもりよっ」

　叫び声と共に扉をピシャリと閉めてしまう。良介は、ちょっと面食らった後に頭をかいた。

「うーんと、ご褒ほう美びだったのか。吸われた分の霊れい力りよくを俺に補ほ充じゆうする感じな」

「そんなわけあるかっ。そもそも何しに来たのよ！」

　扉の向こうから風呂場特有の反はん響きようした声が響ひびく。

「え、ええと……いや、一応呼ばれてきたんだけど用事は？」

「なんでキュールじゃなくて良介が来るのよ。ったく、とにかく一回そこから出てよ」

「そこって、ああ脱衣場か。分かった」

　廊ろう下かに戻もどる。当然、脱衣場への扉を閉めてだ。

　そうすると、その音を聞いたリサラが風呂場から脱衣場に出た。ゴソゴソと音を立てた後に小さな声で、

「開けていいわよ」

　囁ささやいてきた。

「え、脱衣場に来いってことか？」

「そうよ」

　また小さな声だ。

（なんなんだ？　まさかお風呂で色々しちゃおうってわけないし……）

　未いまだにリサラの意図が分からずに頭をひねりながら、良介は扉を開けた。するとそこには、バスタオルで体を覆ったリサラが、頬ほおを染めて立っていた。

　左手でしっかりと、落ちないようにバスタオルを押さえて、視線は斜ななめ下に投げている。

　長い長い赤い髪かみの毛は、器用に頭上で結い上げていて、リサラが視線を落としていることも相まって、鎖さ骨こつから首もと、そしてうなじへのラインがはっきりと目に取れてしまう。

（うーん、うなじもやっぱりいいもんだよな）

　と感心してしまう良介だったが、結局リサラが何を言いたいのか分からない。

「あのさ、結局なに？」

「わ、分からないのよ」

「分からないって、何が？」

「お風呂……」

「もしかして、やっぱりお風呂でイチャイチャプレイか！」

「違うわよ！」

　そう叫びながら、ようやくリサラが良介を正面から見て、いきなりため息だ。

「はぁ～、貴あ方なたの頭はそっちにしかいかないものね」

「おうよ」

「褒ほめてないっての。ま、いいわ。恥はずかしいんだけど、お風呂の温度設定が分からないのよ」

「は？」

「ちょっと温ぬるいかなって思って、熱くしたんだけど、やり過ぎちゃって」

　喋りながらリサラが風呂場に入って、追い焚だき機能付きのコントロールパネルを指差す。

　そこに表示されている温度設定は、確かに四十八度と我が慢まんして入るレベルを超こえていた。

「直そうと思ってワタワタしてたら、湯船まで熱くなっちゃって……」

　ばつが悪そうにリサラが言う。湯船に手を入れてみると、確かに熱い。これは江え戸どっ子こ並みを誇ほこる良介にも無理な温度だ。

「水入れればいいじゃん」

「でも、そうすると後に入るキュールや良介が困るでしょ。それにまた設定温度になっちゃうんだし……」

「ったく、妙みようなところで気を遣つかいやがって」

　苦笑しつつ良介は、コントロールパネルを操作する。どうやら、時刻設定モードにしてしまい、そこから戻らなかったようだ。

「悪かったわね、変なところで気を遣って」

　リサラの拗すねた声が返って来る。

「別に悪くはないよ。てか、いいことだしな。よし、これでいつもの設定だ」

「ありがと、良介」

「ま、おかげで眼がん福ぷくだし、へその可能性も見いだしたしな」

「……どーして良介は、自分で上げて自分で落とすのかしらね」

　そう、リサラが呆あきれた声を上げた時だった。

「《奪アわンれドしヴ小ア人リ》よ」

　可愛らしい声が、小さく聞こえた。

「キュール？──」

　リサラの疑問の声は、最後まで続かない。その代わり、

「きゃぁぁっ」

　と驚おどろきに変わり更さらに、

「ひあぁっ、ひゃぁぁぁんっ、背中っ、背中撫なでるな、良介ぇぇっ！」

　甘あまい声プラス怒ど鳴なり声にまで変化したのだった。

「え、俺ぇっ？」

「ふあっ、ひあっ、だ、だって……だ、だめぇぇっ」

「いやあの、俺は目の前にいるだろ。両手だって、ほら」

　リサラの目の前で、両手をひらひらと見せつける。

「じゃ、じゃぁこれ、私の背中をツーって撫でてるのは、何、ひあぁんっ、何なのよ─────！」

　もう完全パニック状態だ。それでも左手でずり落ちかけるバスタオルだけは守っている。

「あら、意外に頑がん張ばりますのね。ならもっと……」

　ブツブツと声がまた聞こえる。

「って、何をしてるんだよ、キュール！」

　良介が振ふり返かえると、案の定キュールが廊下から少し顔を出している。

「良介さん、前見て。ご褒美ですわ」

「え？」

　言われて素直に前を見直すと、

「ひぅ、ひゃぁぁぁぁぁんっ、お尻しりまでぇぇっ！」

　混乱したリサラが両手で背中を触さわりまくっている姿が目に飛び込んできた。

　そう両手で、だ。

　ハラリハラリと、リサラの体を覆おおっていたバスタオルが舞まい落ちる。

「きゃぁっ!?」

　慌あわてたリサラがそれを拾おうとして、すってんとバランスを崩くずした。

「って、危ないだろ！」

　慌ててリサラの手を取り、引き起こし──すってん。

「おわぁっ！」

　元来、運動神経だってそう良くはない良介だった。もろともバランスを崩してしまう。

「くそっ！」

　とにかく、リサラを放り出すわけにいかない。咄とつ嗟さに思ったのはそれだった。必死に抱だきかかえるようにして、彼女の頭部が床に落ちないようにする。

「カエサル！」

「オンッ！」

　キュールの声とカエサルの吠ほえ声と共に、ドンッと良介が風ふ呂ろ場ばに背中から倒たおれ込む。が、不思議に後頭部は痛くない。いやむしろ、ちょっとフワフワだ。

「……カエサル、サンキュー」

「オン」

　良介の背中で、カエサルが軽く吠えた。身を挺ていして、良介の背中が落ちるのを支えてくれたらしい。

「で、リサラは……」

　やけに重い体を起こしつつ──何な故ぜか腹筋が悲鳴を上げる──頭を振って目を開ける。

「ええと……」

　状じよう況きようを確認したかった。良介が抱きかかえているリサラは、まだ目を回している。パニック状態が続いているのだろう。が、問題はそのちょっと下だ。

「あら、それでもバストだけは守るなんて、お姉様の羞しゆう恥ち心しんも相当ですわね」

　のぞき込んできたキュールが感心した。そう、リサラはスッポンポンなのだが、しっかりと胸だけは守っている。

　バスタオルで？　いいや違ちがう。タオルは床ゆかに放り出されている。

　術式で？　そんな余よ裕ゆうはなかった。

「手……手ブラ……」

　ツゥッと良介の鼻から血が零こぼれる。

　リサラの白い手が、その平べったい両胸を自分で掴つかんでいたのだ。決して大きいとはいえないリサラの手に、その胸はすっぽりと収まってしまっている。

　ただ、指の間からちょっとだけ色素の違う、ピンク色が顔をのぞかせている。

「で、良介さん。さっきのキュールの時と、今はどっちが嬉うれしいんですの？」

　ひょいっとキュールが再びのぞき込む。

「さっき？」

「キュールのバスト見て叫さけんだじゃないですか。正直言って、キュールとリサラお姉様だと、バストサイズは比ひ較かくにならないはずですけど、どっちが嬉しいんですか？」

「バカかキュールは」

　キュールの顔を見ずに、リサラの手ブラだけに集中して良介は答える。

「このキュールがバカですって？」

「美ってものはな、比較するもんじゃねぇ。うつろう時の中で、今この瞬しゆん間かんに出会えたことを喜び、そして感動すればいいんだ。そう、俺は今、リサラの手ブラに感動しているんだ。この感動は、今この時の感動だ。前の時の感動と比較なんて出来やしないんだ！」

　鼻血を垂らしながら、良介はじっと前を見続ける。

「ええと、よく分からないんですけど……バストサイズは、特に大きくなくてもいいってことですの？」

「誰だれがそんなことを言った。これでリサラのサイズが、せめてＣ、いやＢだったら、俺はもっと嬉しいぞ。俺が言いたいのは、贅ぜい沢たく言わずに目の前のご褒ほう美びに喜ぼうっていう、紳しん士し的かつ謙けん虚きよな精神のことだ」

「ふうん、だ、そうですわよ、お姉様」

「まったく、呆あきれて物が言えないわよ。どこが紳士的で謙虚なんだか」

　なにやら頭上で言葉が飛び交うが、良介の意識はずっと目の前の手ブラだ。

「紳士じゃないか。こうやって見るだけで、了りよう解かいが無ければ触らないんだぞ。触りたいけど。それに謙虚じゃないか。こうやって、些いささか残念なおっぱいでも嬉しいんだぞ。ホント興奮してくる」

「あ、あのねぇ」

　なにやらおっぱいの上から声が降りてくるが、良介は気にしない。

　見ているだけで、ホントに興奮してきてるのだ。真っ赤に燃える魂たましいから、わき上がってくる。溢あふれ出てくるのだ。

「アンッ」

　喘あえぎ声が聞こえる。それもまた、良介を燃え上がらせる薪まきだ。

「な、なによ、モゾモゾと……キュール、貴方また何か」

「え、キュールは何もしてませんわ。《奪アわンれドしヴ小ア人リ》はもう帰らせましたし」

「でも、なんだかお尻というか……その、ちょっと前の方がモゾッって」

　リサラがおそるおそる下をのぞき込んで、固まった。

「お姉様？」

「キャッ、キャァァァァァァァァァァァァァァァ！」

　良介の腕うでの中で暴れ出す。

「離はなして、離しなさいっ、当たってる。当たってるからぁっ、私の、その、あの、あそこにぃ！」

「はぁ、はぁはぁ……はぁはぁ……」

　何かが大きく大きく伸のびてきている。良介の生きる力を吸い込んで、雄お々おしく力強く硬かたく、伸びていく。

「うそぉぉっ、こっちまでっ。キュールっ、ちょっと助けてぇぇっ。ゴツゴツ当たってるからっ」

「うわ、本当ですわ、《折れた剣けんグラム》の柄つかがまた少し出てきてますわ……」

「違うのっ、そっちより下、下の方が危険なのぉっ。わーたーしーのー、純潔がぁぁ！」

「え……うわ、ボルケーノ」

　下をのぞき込んだキュールが、両手で顔を覆った。

「何よそれぇっ」

「ええと、山になった良介さんの股こ間かんに、お姉様の赤い下の毛が被かぶさって……なんかこう、噴ふん火かしてる山的な感じで、それを詩的に表現してみましたの」

「上う手まくないからぁ！」

「いやでも、そう言われましても……」

　キュールが困ったように良介を見る。フンフンと鼻息も荒あらく、血走った目でリサラの手ブラを見つめている。もの凄すごい集中力で、とても注意をそらせそうにない。

「もしかしたら、《グラム》の意識に呑のまれ始めているのかも知れませんし……カエサル、どうすればいいのかしら？」

「オンッ」

　カエサルが一声吠えた。

　と、リサラと良介の結合部分──いや、まだ本当に繋つながってはないが──にカエサルが前足を置いた。

　そして、踏ふむ。

「つっ、ギャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ」

　その断だん末まつ魔まは、まるで怪かい鳥ちようの鳴き声のようだった……。
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「さてと、どういうつもりだったのか教えて貰もらいましょうか、キュール」

　風ふ呂ろ上あがり、食しよく卓たくに着いたリサラが正面に座すわっているキュールを睨にらみ付けた。

「さぁ、何のことですの？」

　キュールはしれっとした顔だ。

「貴あ方なたが《奪アわンれドしヴ小ア人リ》を使って、私の、その私の背中に悪いた戯ずらしたのは知ってるのよ！」

「アハハハ、お姉様って思った以上に背中が弱いんですのね」

「そりゃゾクッて来て……じゃなくてっ。どうしてあんなことをしたのよ。おかげで、そこのエロ介は暴発しかけるし、私は恥はずかしい思いをするし！」

「そうだぞ、キュール。おかげで俺は、俺の逞たくましい息むす子こ様は今なお、苦しんでるんだぞ」

　カエサルに思いっきり踏まれたダメージが大きすぎて、保ほ冷れい剤ざいを股間に当てている良介だ。

「まあ、アレは自じ業ごう自得として」

「おいっ」

「何が目的だったわけ？」

　良介の抗こう議ぎをあっさりスルーするリサラだった……。

「その前に、一ついいですか？」

「何よ、キュール」

「思うんですけど、霊れい力りよくを吸い取れば良かったんじゃありません？」

「バカ言わないでよ。心臓近くに触ふれないと、ちゃんと吸い取れないのよ？　あの状況で両手を胸から離せるものですか」

「……大した大きさでもないくせに」

　ボソリ。

「何か言った、キュール？」

「いいえ、お姉様♡」

「この子は相変わらず……」

　リサラの抗議の視線をキュールはさらりと受け流して、話し始める。

「死神養成学校で習っていた知識と、良介さんが言っていることが違った気がして、それを確かめたかったんですの」

「何が違うってのよ」

「バストサイズですわ。人間界の殿との方がたは、誰も彼もバストサイズが大きい女性を選ぶ傾けい向こうが強いって、お姉様にとっては悪夢のあの知識ですわ」

「あ、悪夢って……」

「なるほど、確かにリサラのバストサイズはなぁ」

　うんうんと良介が腕を組んで頷うなずく。

「そこ、納得しない！」

「いやでも、何だよその知識」

「何だよと言われましても、キュールは教師からそう習っただけですわ。まぁ、お姉様はそれで苦く渋じゆうをなめましたけど」

「苦汁をなめたって？」

　良介の疑問に、リサラはイライラと指で食卓を何度も叩たたく。

「私に、それを答えさせようって言うの？」

「でもお姉様。事実関係を把は握あくしてからの方が、良介さんの答えも真しん剣けんになると思いますけど？」

「キュール、貴方遊んでるんじゃないでしょうね」

「まさか。それともキュールが説明します？」

　その返答を聞いて、リサラがキュールを数秒ほど睨み、肩かたを落とした。

「分かったわよ。確かに今後の特異者捜さがし、それにレストール家のためにもなることだし、ここは人間界でも相当なスケベなはずの良介に聞くわ」

　口くち惜おしそうに、何か嫌いやなことを引きずるような、そんな響ひびきだ。

「死神にも級があることは前に言ったわよね」

「ああ。一級だと特異者と専属の契けい約やくを結べるんだろ」

「そうよ。級があるってことは試験があるわけ。私は、養成学校卒業年の次席だったの」

　次席と言えば、当たり前だが二番目で凄いはずだ。なのにリサラの声は重く淀よどんでいる。

「私は名門レストール家の跡あと継つぎとして、当然首席を期待されていたのよ。お祖じ父いさまも当然私が首席になると考えて、その年の首席には特別報ほう奨しようまで用意してくれていたわ。で、ドボン。おかげで、その後の親族の冷たい目ったらなかったわ」

「お姉様、一時期部屋から出てきませんでしたものね」

「ええ、トラウマよトラウマ、あの試験は」

　吐はき捨すてるように言う。

「ああっと、ちょっと待て。それは分かったけど、その試験とバストサイズになんの関係があるんだ？」

「分からない？」

「何が？」

「バストサイズも級試験の査定に入るのよ」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　──つぅぅぅぅぅ！」

　思わず立ち上がり、股間の痛みに良介がかがみ込む。

「お姉様と首席を争ったライバルは、他の科目は全て満点でしたの」

「ええ、私が首席を取り損そこねたのは……全部、全部この胸のせいなのよ。この、いつまで経たっても成長しない、この胸のね！」

　泣きそうな顔で自分の胸を見つめる。その様子が余りにいたたまれず、

「あのさ、そもそもなんでそんなバカな査定があるんだよ」

　バカを強調しつつ良介は聞いた。リサラのバストが悪いんじゃない、バカな査定が悪いんだと、そんな思いを込めてだ。

　そんな良介の気持ちが伝わったのか、リサラは少し無理をしつつも苦笑を浮うかべた。

「さっきキュールが言ったでしょ。人間界の男性は大きな胸が好き。だから、より多く契約を取るためにも、女性の死神は胸が大きい方が望ましいってわけ」

「ええと、マジで言ってるのか？」

「大マジよ」

　はっきりとリサラが頷く。

「試験だけじゃありませんわよ。色いろ仕じ掛かけの授業もありますわ。ま、お姉様はガチガチで成績悪かったみたいですけど」

「うるさいわね、キュールっ」

「あは。でもでも、それでさっき良介さんが小さいのは小さいのでいいって言ったので、キュール、不思議に思いましたの。だから、それなら良介さんがキュールの胸を見て興奮した直後に、貧乳のお姉様を見せて、どう思うかを試そうと思った、ただそれだけですの。別に、セクハラされたからリサラお姉様にも同じ思いをとか、全然思ってませんわ」

　キュールが可か愛わいく笑いながら説明し、いつの間に用意したのか紅茶を口にする。

「だからって、あんな直接的なことをしないでもいいじゃないのっ。良介にちゃんと聞けばいいだけでしょうが！」

　ドンッと食卓を叩いて、リサラが立ち上がったが、

「アハ、キュールってばせっかちさんなんで。ごめんなさいね、お姉様」

　悪意の欠かけ片らもないお人形のような笑顔に、リサラはブツブツと文句を言いながら座るしかなかった。一度騙だまされているにもかかわらず許しているし、リサラはキュールにどうやら弱いらしい。

「それで良介さん、どうなんですの？」

「どうって言われても、人それぞれだからなぁ。俺おれは確かに大きい方が好きだ。ああ、好きだ。見てるだけで楽しいし、動けば揺ゆれるし、揉もんだら柔やわらかそうだし、挟はさめるし、はみ出る横乳とか下乳とか、まさに夢と希望が詰つまった存在だからな！」

「だ、そうですわよ、お姉様」

「……ケッ、Ａカップで悪かったわね。ええ、ええ、貧乳には生きる価値もないんでしょ、ええ、そうよ。男ってヤツはどいつもこいつも」

　隣となりで、リサラが思いっきりやさぐれていた。

「あれだ、貧乳好きだって世の中にはいっぱいいるぞ、うん。あんなの脂し肪ぼうの塊かたまりとか言うヤツだっているんだから、な、元気だせ。今のはあくまでも俺の意見であってだ！」

「……………………寝ねる」

　ツンッと顔を上げて、良介を一いつ顧こだにせずにリサラが食堂を出て行ってしまった。

「フォロー失敗か……」

「大失敗ですわよ。まったく、フォロー以前の問題ですわ」

　両手の平を上にして、キュールが頭を振ふる。

「まぁでも、死神界での知識が全すべてじゃないってことは、キュールもお姉様も分かりましたわ。そこは良介さんに感謝しますけど……」

　キュールも立ち上がって部屋を出て行き、扉とびらのところで少し振り返る。

「な、なんだよ」

「ホント、バカですわね」

　淡たん々たんと口にすると、そのまま扉を閉めてしまう。

「お、女って分からねぇ」

　思わず呟つぶやいた良介の足に、カエサルがぽんと前足を置いた。そして軽く首を振ると、

「オン……」

　いかにも呆あきれたように鳴き、彼もまた自分の寝ね床どこ──良介のエッチなＤＶＤや本が封ふう印いんされている段ボールの前に、向かったのだった。

「カエサル師し匠しようまでっ、俺にモテ道を教えてくれるはずのカエサル師匠まで、どーして俺をバカって言うんだよぉぉぉっ」

　一人残された良介の叫さけびが、虚むなしく響いたのだった。









　とある独身死神と独身先生の独白その１




　　～マルベック邸にて～









「ぷっはぁぁぁ、ビールもう一本～」

「マルさん～、さっき全部呑のんじゃったって、言ってたじゃないですかぁ」

「あ、そーだったわね。うう、いいわっ、下町のナポレオン三世いいさこを出すから！」

「おお、麦焼じよう酎ちゆうですねぇ」

「ぷっはぁっ、うめぇっ。ああもうっ、上の連中の下らない張り合いなんて、吹ふっ飛とぶ美う味まさだわ！」

「上の連中ってなんですかぁ、マルさん」

「メルロー人生保障やレストール家のことよ。他にも幾いくつか大手はあるけど、ゴクッ、ゴクゴク、ぷはぁぁ、最近ウチが張り合ってるのは、よりによってレストールね」

「え、ええと、はぁ」

「乱、あんた先生やってるのに、なーんも知らないのね。いい、死神界だって人間界と同じで、幾つも勢力があるのよ。人間の国家ってよりは、会社に近い感じのがね。で、これが昔っから、張り合ってきてるわけ」

「はぁ」

「時には戦争だってあったわよ。私達のエネルギー源はライフジュエルだからね、いざ戦争なんてことになれば人間界にも影えい響きようが及およぶし」

「うへぇ、おっかないんですねぇ」

「ま……ゴクゴクッ……最近は、人間界との協定もしっかり出来てるから、戦争なんてことにはなってないけどね。それでも死神の勢力間では、ライフジュエルを巡めぐって人間界でシェア争いに明け暮れてるってわけよ」

「それは大変ですねぇ」

「大変よ、大変なんてもんじゃないわよっ。ウチは後発なあげくに、弱小勢力が肩寄せ合って大きく見せてる勢力なのよっ、ねぇ、ノルマがどれだけキツイか知ってるわけ？」

「そ、それはこの前に聞きましたよぉ」

「ああ、そうだったっけ……ゴクッゴクゴク、クゥッ、ぷはぁ……とにかく、メルローはレストールとかに飲み込まれそうな中小が手を組んだ勢力なのよ。おかげで、お色気ＣＭを流すし、必死よ必死。ライフジュエルの安定供給が、ゴクッ、ぷはぁ、死神界での社会活動の源みなもとなんだから。シェアが取れなくなったら、あっという間にレストールとかデカい所に飲み込まれちゃうわよ、ウチなんて」

「飲み込まれると、どうなるんですかぁ？」

「冷や飯食いよ、冷や飯食い。まして私達、人間界で死神活動してる連中は、安月給になって下したっ端ぱ扱あつかいでコキ使われるでしょーねぇ……ゴクゴク……って、うう、四級なんて中ちゆう途と半はん端ぱな資格のせいで、今でも閑かん職しよくに飛ばされてる上に安月給だったわ……いらんことばっかさせられてるから、スピリットマネーも全然貯たまらないし……ゴクッ、ゴクゴクゴク……乱、呑むわよっ、呑み明かすわよ！」

「合がつ点てん承知ですよぉ、マルさんっ。面おも白しろい生徒さん達の話をしながら、呑み明かしましょ～！」

「じゃ、改めて……かんぱ────い！」

「かんぱ────い！」

　そして、酔よっぱらい女達の給料日前の夜は更ふけていく。

　安月給でも借りられた築三十五年の老アパート、その独り身死神の一室で……。








　二章　のっぴきならない相手







　朝だ。昨晩、性せい欲よくをリサラに吸い取られたが、色々と回復材料を貰もらったおかげで良りよう介すけの股こ間かんはしっかりとテントを張っていた。

「はは、男の朝はやっぱりこうじゃないといけないよな」

　良介は満足満足と頷うなずくと、ベッドから立ち上がった。カーテンを開けると、よく晴れた夏空が広がっている。梅つ雨ゆはもう明けて、そろそろプールの季節だ。そうすれば、女の子達の健康的な水着姿を合法的に観賞出来る。

　そう、スクール水着の女の子をタダで観賞出来るのは、高校生まで。学生の特権なのだ。

「ふぅ、Ｃ組の大おお沢さわに、Ｄ組の麻あさ倉くら、そうそうＡ組の大おお塚つかも今年、一気に膨ふくらんできてるしな。楽しい夏になりそうだ」

　とか、楽しい想像をしたおかげでいつまで経たっても収まらない良介の、アレ、であった。

　結局、学校に行く準備をしても収まってくれず、三分ほど深呼吸を繰くり返してようやく鎮しずめることに成功し、リサラが朝食を用意してくれている食しよく卓たくに向かった。

「……良介、遅おそい」

　入るなり、リサラが少し唇くちびるを尖とがらせる。

「悪い悪い、男には男の事情ってやつがさ」

「はいはい、どーせ巨きよ乳にゆうの夢でも見て、二に度ど寝ねしたんでしょ」

「あの、もしかして夕べのことまだ根に持ってる？」

「別に。良介が貧乳嫌ぎらいでも、別に私には関係ないし。人間界の男共が、全員巨乳好きじゃないって分かっただけで、じゅ───ぶん嬉うれしいわよ」

　ドンッとよそったご飯はん茶ぢや碗わんを良介の前に置く。

「それは、その何よりで」

　どうにもリサラの顔を見られずに、並べられた朝ご飯を見た。良介、リサラ、キュール、三人分の朝食が既すでに用意してある。今朝は和食のようで、塩しお鮭じやけに納豆、そしてご飯に味み噌そ汁しるだ。

「ったく、大して気にしてないわよ。死神界じゃ、このバストサイズについて、もっと色々と言われたからね。しかも人の家いえ柄がらを気にして陰かげ口ぐちばっかり。むしろ、良介みたいに素す直なおだとありがたいくらいよ」

「そ、そうなのか？」

「ええそうよ。それに、バストサイズが小さくても私が一級死神であることは変わりないもの。しっかり特異者を見つけて、契けい約やくを取ってみせるわ」

「だな。俺の好みよりも、特異者の好みが重要なんだしな」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、リサラが良介を睨にらみ、

「ええ、その通りよ」

　苦笑した。

「あん？」

「別に。それよりキュールったら遅いわね。何やってるのかしら、あの子」

　苦笑いしたままリサラが、食堂への入り口を見る。微び妙みように、はぐらかされた感じもしつつ、良介もまた入り口を見た。

「そうだよな。書類を偽ぎ造ぞうして俺の親しん戚せきになった加か賀がリサラさんと違ちがって、学校の準備があるわけじゃないしな」

「仕方ないでしょ。未契約の人間が一番多いのは学生、ってことは桃もも園ぞの学園がこの辺りだと一番特異者がいる可能性が高いんだもの」

「まぁな。十六歳からしか死神契約を結べないもんなぁ」

「そうよ。高校卒業時には大多数がもう結んじゃってるんだから」

「だからと言って、クラスメイトになることないだろ」

「あら、私の霊れい力りよく供給源として、そして特異者捜さがしのパートナーとして、しっかりサポートしてもらうんだから、当然でしょ？」

　リサラが挑ちよう発はつ的に笑う。

「普ふ通つう、死神が人間をサポートするんだぞ……」

「誰だれよ。私の力になるって言ったのは。しかも最大限努力するって」

「…………自分でございます」

　がっくりと項うな垂だれた。そうだった。初めてリサラと出会った、あの雨の日。濡ぬれた子犬のように立ちすくむリサラに良介は、女の子は宝だ、大切にする！　との信念のもと、出来る限りの協力をすると約束してしまったのだ。

「そーいうこと。男だったら、発言に責任を持つように」

「わぁってるよ」

「フフッ、ありがと」

　ニコリとリサラが笑う。花が咲さくように、そう言ってもいい美人さだ。

（まぁうん、この非モテ系の俺が、こんな美人と一いつ緒しよに住んでるってだけで、すげーラッキーか。そうだよな……）

　もっとも手を出せばすぐに性欲を抜ぬかれて、その気も起きなくなる。いわば、絵に描かいた餅もち、手が出せないご馳ち走そうではあるのだが。もっとも良介には、実際に手を出したりする勇気がないとも言うが……。

　とか良介が自じ嘲ちよう気味に思っていると、

「キュールっ！」

　いきなりリサラの叫さけび声が上がった。良介も慌あわててリサラの視線を追い、

「キュールなんだよ、そのコスプレ！」

　同じく叫んでしまった。

「コスプレじゃありませんっ。ふわぁぁ、もう失礼なんですから」

　欠あ伸くびをかみ殺しながらキュールが、カエサルを連れて歩いてくる。

　問題は彼女の服装だった。普ふ段だんのいかにもお嬢じよう様さまっぽいドレスではなく、桃園学園中等部の制服を着ているのだ。高等部、つまりリサラの制服とほぼ同じデザインだが、僅わずかに色が違うその制服は、キュールをやや幼く見せている。誰がどう見ても中学生なのだ。

「どういうつもり？」

　リサラが不信感を隠かくそうともせずに、制服姿のキュールを睨む。

「どうもこうもありませんわ。早熟の天才って例もありますもの、中等部でも特異者を捜すべきでしょう？」

「それは、確かにそうだけど」

「まあ、それに、この家で留る守す番ばんしてても暇ひまなんですもの。日がな一日、録画したアニメを見ているわけにもいきませんし。それに、死神界ならキュールだって学生やってるんですから、もう暇で暇で。だから特異者捜しと人間界の見学をすることにしましたの」

　うんざりとした顔をして、キュールが自分の席についた。

　そして、いただきますをしてようやく朝食が始まった。

　塩鮭は塩加減も焼き加減も程ほどよく、ほかほかのご飯がもりもり進む。

　何しろリサラが来るまでは朝食は面めん倒どうで抜くか、まとめ買いした食パンを食べる程度だったのだ。しかも、手作りの朝食ってだけで凄すごく嬉しいのに、リサラの料理がまた美お味いしいのだ。

　というわけで、朝食はもの凄い勢いで胃い袋ぶくろに落ちて、二人の死神女子を圧あつ倒とうする速さで食べ終わってしまった。

　することが無くなり、良介はお茶をずずっと飲み……ふと気が付いた。

「なあ、キュール。死神界だと学生って言ってたよな？」

　さっきキュールは、確かにそう言った。

「ええ、もちろんですわ。死神界の花形、人間界で活動する死神になるための学校に通ってますの」

「え、だったらまずいんじゃないか。こっちにずっと居たら」

「平気ですわ。休学届けを出しましたから」

「休学？」

　驚おどろく良介に、リサラが続けた。

「キュールは今、一級死神である私の助手として、古い術式の研究に当たってることになってるのよ。特異者を捜してますなんて言えば、他の連中も絶対に特異者捜しに来るわ。そして、まだ経験の浅い私達はお払はらい箱ばこよ。だから嘘うその報告を上げているのよ」

「なるほど、それで取とり繕つくろってるのか」

「そういうこと。当面はこれで問題ないはずよ」

「はぁ、工作費に幾いくら掛かかったと思ってますの？　リサラお姉様のおかげでキュールのへそくりは、すっからかんですわ。あ、だから良介さん、生活費、期待してますわね」

「お前もかよっ」

　リサラも一万円しか持ってきていなかったが、キュールも似たようなものらしい。海外に赴ふ任にんしている両親からの仕送りだけで暮らしていけるか、かなり不安になる良介だった。

「でもキュール、転校手続きの書類とか制服代はどうしたの？」

「当然、塵ちりから作り上げましたわ」

「術式の元手はどうしたのよ、スピリットマネーは」

「もちろん、カエサルから貰もらいましたわ。それで、朝にささっと。おかげで、キュールは眠ねむくて眠くて……ふわぁぁぁ」

　キュールが小さな手で欠伸を覆おおい隠す。

　が、良介にはそんなことはどうでも良かった。

「カエサルゥゥゥゥ！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がり、愛犬にしてモテ師し匠しようのカエサルに抱だきつく。

「オン？」

　カエサルが何事かと首を傾かしげる。

「分かってる、分かってるぞ、お前の苦しさは。生きる力を抜かれて、虚むなしさを感じまくってるんだよな。うう、分かるぞ。何を考えても、何を見ても性せい欲よくが湧わかない、あの苦しさ……男として、青春が終わってしまった感覚。くぅ、すまないカエサル、まさかお前まで巻き込こんじまうとは！」

　良介は、涙なみだを流しながらカエサルを撫なでた。良介でさえ、生きる力を抜かれた後は、そうは性欲は回復しない。まして、犬のカエサルだ。転校手続きに、制服作製、それら全すべてを行う霊力のために、どれだけ吸われてしまったことか。

　ポテンシャルを超こえて、廃はい犬けんになってしまっても当然だった……。

　町内を散歩するだけで、雄おす犬は尻しつ尾ぽを丸め、雌めす犬はすり寄ってくる。そんな様子を平然と眺ながめながら、凛りんと歩くカエサル。カエサルと散歩する時だけは良介も、普段は尻尾を巻いて逃にげ出す怖こわい不良とかに道を譲ゆずらないで歩けたのに……。もう、もうその雄ゆう姿しは見えない。

　敬愛するモテ師匠の、あまりな末路に、良介は涙せざるを得なかったのだ。

「あの、何か勘かん違ちがいしてません？」

　キュールが良介の肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「何がだよっ、お前には、お前には優やさしさとかないのか！」

「ですから、カエサルは別に廃犬になったわけじゃありませんわ」

「え？」

「さらに言えば、まだまだ生きる力はたっぷりと残ってますわよ。ホント、カエサルは犬の中の大英雄ですわね。百万近い霊力量がありましたわ」

　それは確か、美み菜なの霊力量に匹ひつ敵てきする。ちなみに常人で三万程度、良介は一万五千だ。特異者ともなると、一千万は軽く超えるらしい。

「ですから、今回使った術式の霊力量程度では、カエサルはびくともしてませんわよ。特に違い和わ感かんもないはずですわね」

「……良介、強く生きなさい」

　リサラが良介の頭を優しく撫でる。その優しさが、とても痛い。

「あ、そうそう。それで一つ思い出しましたわ。お姉様はどうやりましたの？」

「え、何が？」

「ええと、そうそうココに書いてある服ですけど。どうしても素材が分からなくて、作り出せなかったんです」

　キュールが、学生生活の手引きやパンフレットを取り出した。

「これ……私も作ってないわね。いけない、もう使うんだ」

　二人して何を見ているか気になり、良介も顔を突つっ込こみ……首を傾げた。

「ただのスクール水着じゃないか」

「スクール水着って、なによ良介」

「何って、学校指定の水着のことだけど」

「水着……そう言えば、授業で習ったわね。人間界だと泳ぐための服があるって」

　記き憶おくの戸と棚だなを探しながら、リサラが現実感のない様子で答える。どうやら、本当に『水着』という存在を知らないようだ。

「キュールもか？」

「ええ、キュールも習ったことがあるだけですわ」

「なあ、死神ってのは泳ぐ時は……も、もしかして全員ヌードかっ、ヌーディストビーチ状態なのか！」

　良介の目が一気に輝かがやく。それは、是ぜ非ひ行ってみたい。いや、人間界にだって密ひそかに死神達のプライベートビーチがあるかも知れない。

「エロ介……そんなわけないでしょうっ。《装デイス束ラード》よ、良介も見たでしょ、あの死神姿で泳ぐのよ。あれなら肉体も強化されて、溺おぼれるなんてことは絶対にないしね」

「あ、そう」

　全てに興味を失った目をした良介がそこにはいた……。

「ったく、コイツは。でも、水着は盲もう点てんだったわね。う～ん、写真を見ても、よく分からないものは流さ石すがに生成出来そうにないし」

「リサラお姉様もですか。なら、キュールにもやっぱり無理ですわ」

「まいったわね。生徒手帳には、明あ後さつ日てに水着を使うって書いてあるし……」

「なあ、いくら死神界に水着がないっても、こっちで活動する時に不便じゃないのか、それ。ちゃんと教わっておけよ」

「無茶言わないでよね。特異者の専属でもない限り、そうそう泳ぐことなんてないわよ。それに、特異者で水着の一つも買えない甲か斐い性しよう無しなんているわけないし～」

「本当ですわね。そんな甲斐性無し、あり得ませんわね」

　リサラとキュールが、こんな時だけは仲良く、意味深な視線を良介に投げかけてくる。

「いやでも、あのな、生活費ってものは有限なわけで……」

「分かってるわよ。だから、自分で服も下着も生成しているんじゃない。ま、そんなケースは前代未聞でしょうけど」

「特異者でも何でもない、凡ぼん人じん以下の人に多大な期待は……キュール達自身が、わびしくなりますわね」

　暗い顔をして肩を落とし、二人とも押おし黙だまってしまった。

　重い、果てしもなく重い空気だ。何故か罪悪感を感じて、良介の心が締しめ付つけられるほどに、重い空気だった。しかも、リサラもキュールも、そのままの暗さでお通つ夜やのように、もそもそと食事を続けるのだ。

　だが、あやしい。この二人のあまりに同じ行動は、水着をねだっているとしか考えられない。

（クソ、流されるかよ！）

　重い空気に立ち向かう決意をして、良介はお茶をまた飲み始める。二人も同じく食べ続けるが、何も喋しやべらない。静まりかえった食しよく卓たくに、箸はしが食器に当たる音だけが響ひびいていく。

　キュールがご飯はん粒つぶを落としてしまい、それを拾っては落とし、拾っては落としを繰くり返し始める。リサラは、塩しお鮭じやけを細さい胞ぼう単位まで行くんじゃないかと思えるほどに、細かく細かく割いていく。極きわめつけは時折、力なく箸を落とすのだ。それからのったりと疲つかれ切った動きで箸を拾い上げて、流しへ洗いに行く。

　全ての動作が、粘ねばっこく重い。

「だぁぁぁっ、分かったよっ、分かりました。お前ら二人にスクール水着を買えばいいんだろっ、買えば！」

　耐たえきれなかった。

　二人の女の子を大事にしたいって気持ち以上に、この空気は無理だった。

　心がポキッと折れるのではなく、ジワジワと底なし沼ぬまにはまっていくような恐きよう怖ふだった。

「ふふ、良介ってばやっぱり優しいのね♡」

「キャー、良介さんステキですわ♡」

　あっという間に二人の表情と雰ふん囲い気きが変わる。それまでのナメクジのようなノタノタとした動きから、キビキビとした活発な動きに、浮うかべる表情は晴れやかで調子の良すぎるものに、だっ。

「くそっ、お前らやっぱりグルだったな！」

「まぁまぁ、そう言わないの。しょうがないじゃない、体育の授業で水着ってのを使うわけでしょ。どっちにしろ、用意しなきゃいけなかったんだから」

「そうですわよ、良介さん。女の子は宝物なんでしょう。だったら、役に立てて良かったじゃないですか」

　良介の苦く悩のうも知らずに、脳天気に言ってくれる。

「うう……生活費はもうきつきつなんだぞ、それが何を意味するか分かってるのか？」

「電気が止められる、とか？」

「いいや」

「なら、朝ご飯抜ぬきになるとかですか？」

「違ちがう」

　ゆっくりと良介は息を吸う。そして、落ち着いて、ゆっくりと伝える。

「俺おれの貯金から出さないと、ないんだ」

　言い切って、はぁ～と重いため息を吐つく。

　が、しかし、

「さてキュール、朝ご飯のお片付けをするわよ」

「分かりましたわ、お姉様」

　二人共、聞いちゃいなかった。この深刻さを微み塵じんも感じていない！

「あのなっ、小こ遣づかいがないとな、エ……ＤＶＤも借りれないし、エ……書しよ籍せきも買えないんだぞ！」

「わざわざ言い直さないでもバレバレよ、バレバレ」

　流しと食卓を往復しながら、リサラが苦笑いを浮かべた。

「あれ、そうかな」

「バレてないと思える良介の方が不思議よ。ま、でも、いいわ」

「いいって何が？」

「下へ手たに禁きん欲よくさせて、私達が襲おそわれても困るし」

「襲わねぇっての！」

「でも、ノゾくんじゃありません？」

　最後の茶ちや碗わんを取りに来たキュールが、冷たい目で見てくる。

「いやその……」

　良介が言い淀よどむ。リサラの裸はだかを確信的にノゾキに行ったことがある身としては、違う！　と断言が出来ないのだ。その程度には、自分のエロ心の強さを理解している良介である。

「ま、買ってくれるご褒ほう美びとして、最初に見せてあげるわよ、私達の水着姿」

「へ？」

「ちょっと、お姉様っ！」

　流しにガチャンと乱暴に茶碗を置いて、キュールがリサラに詰つめ寄よる。

「あら、いいじゃない。どーせ、プールで見せることになるんだから」

「学年が違いますわ、学年が！」

「ちゃんと生徒手帳読みなさいよね。プール開きは、中高全学年合同らしいわよ」

　そう桃園学園のプール開きは、一種のお祭りだった。大きなプールの利を思う存分生かして、中高生が一いつ緒しよになって夏の到とう来らいを祝うのだ。主に、女子の水着を祝うのだっ。

「う、うう……本当に、そう書いてありますわ」

　キュールが唸うなる。

「でもでも、なんかこの男のためにプライベートで、あ、あの、肌はだの露ろ出しゆつの多い服を着るってだけで、汚けがされた気がしますわ……」

「観念なさい。買ってくれる人に、この程度のサービスは死神として出来ないとね」

「ぐやじいですわぁぁぁぁ、乙おと女めの柔やわ肌はだをぉぉ」

　心底悔くやしそうにキュールが唇くちびるを噛かむ。

「あらでも、もう一回見せてるじゃない」

「うぐぐぐ、お、お姉様みたいに、しょっちゅう裸見せたりパンツ見せたりしてる痴ち女じよとはキュールは違うんですのっ！」

「だ、誰だれが痴女よ、痴女！」

「何度も良介さんに、肌をさらしているくせに」

「それはっ、全部アクシデントよっ、誰が自分から見せるもんですか！」

「さぁ～、どーだか～」

「そんなわけないでしょっ、ないっ、絶対にあり得ないわよ！」

　顔を大きく横に振ふって、リサラが全力で否定する。

「あら、オーバーアクション、ウフフフ」

「キュールぅぅぅぅ」

　リサラがキュールににじり寄る。

「きゃっ、お姉様が怒おこったわぁ」

　わざとらしく悲鳴を上げて、キュールが逃にげ出す。その後をリサラも追うが、完全に主導権はキュールだ。ケタケタと笑いながら、キュールがリサラをからかう。

　リサラといえば完全に頭に血が上り、いいようにあしらわれている。

　そんな騒そう動どうを見つつ、良介は思う。

　リサラとキュールが、居間でスクール水着姿になる。

　それは、間ま違ちがいなく目の保養だ。その、下手すると……ちょっと前まえ屈かがみになるかも知れないくらい、目の保養だ。

　リサラのスラリとした、一いつ切さいの無む駄だのない、ある意味有益なものもない、整地されたプロポーション。そのスクール水着姿はきっと、躍やく動どう感に溢あふれた水泳選手を思わせるだろう。実際に泳ぐとなれば水泳帽ぼうを被かぶって、あのお風ふ呂ろ場ばで見たうなじも露あらわになる。さらに、水に濡ぬれた肌。嗚あ呼あ、なんてステキで健康的なエロチシズム！

　そしてキュールだ。百五十センチそこそこの身長で、何よりまだ体型そのものに幼さを感じさせている。だが、そのくせ胸は八十を超こえてＣはあると良介は見ていた。

　そんなキュールの肢し体たいをスクール水着が包み込むのだ。窮きゆう屈くつそうに押おさえ付けられて谷間が分かってしまうバスト、まだ引き締まりきってないウエストからヒップのライン。そこを濡れた水がしたたり落ちる。ウェーブの掛かかったくせっ毛は、きっと水泳帽ではまとめきれずに、ほつれてうなじや耳に濡れて張り付くのだろう。

「ああ、幼性の美よ！　ロリ巨きよ乳にゆうバンザイ！」

　それは良介の男としての、荒あらぶる魂たましいの発はつ露ろ。パトスの爆ばく発はつ。原始の本能のほとばしり。

　具体的に言えば、また声に出ちゃいました。

「あ、あれ、二人ともなんで俺を睨にらんでるの？」

　立ち上がろうとしても、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように動けない。

「ええと、その……」

　恐おそる恐る、良介は二人を交こう互ごに見た。

　キュールはいい。彼女はらしくもなく、というか意外にも純情そうに顔を真っ赤にして睨んでいる。怒っているのだろうか、良介のセクハラ発言の恥はずかしさの方が先に立っているのだろう。

（うん、その姿は姿でエロぉい。って、まぁ後で謝あやまらないとな……）

　小さく頷うなずいてから良介は、チラッとリサラの顔を見て、すぐに視線を食卓に戻もどした。

　怖こわいなんてものじゃなかった。だって、笑っているのだ。

　口元だけで。

　目元はつり上がっているなんてものじゃない。完全に斜ななめ上に向かっている。額には青筋、口元は笑っているわりにはひくついている。そして視線は、まるで槍やりのよう。

「あ、あのリサラさん。可か愛わいい顔が台無しですよ？」

「良介、思ったことを素す直なおに言いなさい」

　地じ獄ごくの底から響いたような声が返って来る。

「お姉様、本気で聞いてるんですのっ。どうせ、言葉だけでブタ箱行きのセクハラ犯罪妄もう想そうですのよ！」

「お、思ったことって、その口にしちゃったから、この事態でありまして」

「誰がキュールのことを聞いたのよ。私よ、このリサラ・レストールの感想はどうなのよ。どうせ貴あ方なたのことだから、キュールと私、両方エロ妄想したんでしょ！」

　ぐうの音ねも出ないとはこのことだ。

「さあ、素直に言いなさい。両方を妄想して、私はなんなのよ！」

　リサラとキュール、その両方を……そう言われて、良介の脳みその中に、モヤモヤと妄想がふくれあがっていく。

「お姉様、この男ってばなんだかだらしない顔をしてますわよ」

「あ、あれ、良介？」

　濡れたスクール水着、水泳帽、うなじ、ほつれた髪かみの毛、抱だき合う二人。そして、そのバストは──、
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「驚きよう異いの胸囲格差？」

　思わず素直に答えてしまった良介だ。

　ギリギリと奥歯を噛かみしめる音が聞こえる。そう、リサラの口からだ。

「いや待て、悪気はないんだ。ついさ、つい……その」

　ゆっくりと椅い子すを引き、良介は足の力を溜ためる。

「つい、何かしら？」

　リサラの右みぎ腕うでが、怒いかりに震ふるえながら良介の胸に伸のびてくる。

　それを見ながら良介は、そっと腰こしを浮かす。

「嘘うそを吐つくの忘れました！」

「良介ぇぇぇぇっ！」

　良介が跳はねるように立ち上がり、リサラの腕が胸に突とつ進しんしてくる。

　間かん一いつ髪ぱつの差で良介は、その腕をかいくぐり走り出す。

「こらぁっ、その余ってるスケベ心を吸わせなさい！」

「やなこったっ。昨日吸って、もう満足してるだろうがっ」

　走りながら鞄かばんを確保して、良介は玄げん関かんに走る。当然、リサラもその後を追ってくる。

「そのスケベ心は、枯かれてる方が世の中の女の子のためなのよ！」

「俺の青春はどうなんだよっ」

　靴くつを履はいて玄関から飛び出る。

「どーせ、大した青春じゃないじゃない！」

「ひでぇな、おいっ」

　叫さけびながら良介が、そしてリサラもまた家を飛び出ていった。

　キュールは肩かたをすくめると、二人が居なくなった食堂で椅子に座すわった。もうぬるくなったお茶を一口すする。

「はぁ、美お味いしいわ。日本茶もたまにはいいですわね」

　近くで、カエサルがふわぁぁと大きな欠あ伸くびをする。

「本当に、貴方の飼い主とリサラお姉様は騒そう々ぞうしいというか、落ち着きがないというか……ふぅ、まだ学校が始まるまで余よ裕ゆうがありますのに、ね」

「オンッ」

　全くだと、カエサルが吠ほえる。

「もっとも、あれはあれで楽しんでいるんでしょうけど。まったく、付き合ってられませんわ」

　ズズッとお茶を飲みながらキュールはテレビをつけて、朝のニュースを見始める。

　落ち着いた、とても静かなキュールの朝がようやく始まろうとしていた。




　　　　※　※　※




「良介くん、やっぱりもう学校にいたんだ」

　まだあまり生徒のいない教室に入ってきた美菜が、ちょっと驚おどろいた顔をする。

「色々あってさ」

　良介は、下した敷じきでパタパタと胸むな元もとをあおぐ。家からずっとリサラに追いかけられたのだ、暑くて暑くて堪たまらない。

「いつもの角で待ってたんだけど、全然来ないからどうしたんだろうって思ってたの。そうしたら、中等部の制服を着たキュールちゃんが来て、良介くんとリサラは先に行ったって言うんだもん」

「悪いな。こんな暑い日に待たせちゃって」

「ううん、それは平気だけど……もしかして、私、邪じや魔まなの？」

「あのなぁ、んなわけないだろ」

「ええっ、ないに決まってるわ！」

　腹の底から太い、断定する声をリサラが出す。

「リ、リサラ？」

「この馬ば鹿かはね、この馬鹿は…………」

　うつむき、机の上で握にぎった拳こぶしをわなわなと震わせる。

「リサラ、どうしたんですか？」

「美菜っ！」

　声を掛けられて、リサラがガバッと勢いよく顔を上げ──、

「……いいえ、なんでもないわ」

　一呼吸ほど美菜を、いや、美菜のバストを見てから、力なく呟つぶやいた。Ｆカップと推定される、校内でもトップスリーに入るバストだ。

　Ａカップと推定され、妹のような存在であるキュールに惨ざん敗ぱいしたリサラとしては、美菜はあまりにも恵めぐまれた存在なのだろう。

　ここは一つフォローしてやろうと良介は後ろを向いた。

「あのなリサラ。お前は気にしすぎなんだよ。確かに、おっぱいには夢と希望が詰つまっている。男の浪ロ漫マンだ。でもな、小さいおっぱいだって、それはそれは深い味わいかたってものがあるんだぞ。横になった時に、少しだけたわむおっぱいの美し──」

　良介は、次の言葉を飲み込こんだ。

　うつむいているせいで赤い前まえ髪がみがかかったリサラの顔。その髪の毛の奥おくで、確かにほおずきよりも赤い、真っ赤な瞳ひとみが、殺気のせいで血の色のように輝かがやいている。

「コホン、ごめんなさい」

　素直に謝る。

「リサラは美しいです、綺き麗れいです、校内トップの美少女です」

　そしておもねる。ただそう言いながら、良介はなんとなく腹が立ってきた。何な故ぜリサラは、こうもバストで落ち込むのか。そんな必要ないはずだ。

　だって──、

「いやでも、嘘じゃなくて、そこは事実だぞ。お前はさ、性格は、まぁ色々難点あっけど、間違いなく綺麗じゃん。この、あらゆるグラビアとＤＶＤを見てきた俺おれが、初めて会ったとき綺麗だって思ったんだからさ、自信もてよな」

　うつむき続けるリサラに、そう伝えた。それでもリサラは顔を上げない。

「あのな、いい加減に」

　頭を低くしてリサラの顔をのぞき込む。

「──っ」

　息を呑のむリサラの顔は真っ赤だった。そんな顔されると良介まで恥ずかしくて、そう思って、ふと気が付いた。

　なんだか視線を感じる。それも複数のだ。

「なんだ？」

　いぶかしく思って顔を上げて周囲を見ると、いつの間にか教室には生徒が増えていた。そして連中がそろって、良介を見ている。

　注意を周囲に飛ばせば、普ふ通つうに聞こえてくるひそひそ話。

「やっぱりあの二人……」

「こんな衆目の中でナンパって、さすがエロ介よね」

「情熱的ってより、恥ずかしい告白だったよなぁ」

「まーでも、ふられるに決まってるだろ」

「えーでも、分からないよぉ？」

「うらやましい」

「コロシタイ」

「妬ねたましい」

「ずるい」

「殺す」

　いつの間にか野次馬的なひそひそ話が徐じよ々じよに消え失うせ、憎ぞう悪おの言葉に塗ぬり変わっていた。

「って、大おお平ひらっ。『うらやましい』から『殺す』までは、お前一人じゃねぇか！」

　が、教室後方で大平はニヤリと笑って、右から左に視線を投げた。

　……男共が、揃そろって憎にくしみを溢あふれかえらせた視線で良介を見ている。

「妬んでるのが一人だと思うなよ、モテ野や郎ろう」

　そう呟いて、大平はクスクスと笑った。その笑い声に追つい随ずいして、他の男共も一いつ斉せいに笑う。

「助けてくれ……」

「…………良介」

　リサラが小声で呟いた。

「あん？」

「助けてあげるわね」

「助けるって──」

　ちゃんと聞き返す間もなく、リサラが立ち上がった。

「皆みなさん、変な誤解をさせちゃってごめんなさいね。でも、冷静に考えてみて欲ほしいの。これが私を一いつ生しよう懸けん命めい口く説どいたところで、成功するわけないでしょ？」

　その言葉に、教室中が一いつ瞬しゆん静まりかえり、一斉に頷うなずいた。

「おいっ！」

　思わず突つっ込こんでも、みんな納なつ得とくして頷くのをやめない。

「確かにそりゃそうね、エロ介だもんねぇ」

「そうね、私も無理かもぉ」

「普ふ段だんが普段だとね」

「哀あわれな男よ」

「ざまーみろ」

「でも殺す」

　最後は大平だ。

「あのなっ」

「リサラさんと同じ空気、同じお風ふ呂ろ……くそぉぉ」

　机を叩たたいて悔くやしがっている。うん、放っておこう。

「で、リサラ。これがお前の救出法か？」

「そうよ？」

　座ったリサラがしれっと答える。

「鬼おに……悪あく魔ま……」

「あら、ありがと。いいじゃない、巨きよ乳にゆうしか興味がないんでしょ？」

「お前、絶対に根に持ってる……うう」

「で、美菜。夕べお願いしたものって、もう出来てるの？」

　机に突っ伏ぷした良介なんて歯し牙がにも掛かけず、リサラが美菜に話しかける。

「クラスと出席番号を名めい簿ぼから抜ぬき出しておきました」

　美菜が取り出したメモ用紙には、桃園学園を代表する三人の奇き人じん変人の名前がしっかりと記されている。

「三年のＣ組、Ｄ組、Ｆ組ね。また見事に分かれてるんだ」

「先生も配はい慮りよしたんだと思いますよ」

「その割には、良介の担任があの乱らん橋ばしちゃんじゃない。同じく奇人変人の八奇衆なんでしょ？」

「クラス替がえは三年生の時なんで、さすがに入学直後だと良介くんのことまで分からなかったんじゃないかなぁと」

「なるほどね。まーそれに、良介の本ほん性しようを知っていれば、どの先生だって嫌いやがるだろうけど」

　突っ伏している間に好き放題言われた良介は、リサラを睨にらんだ。

「あのなリサラ。その俺の本性に助けられているのは、どこのどいつだよ」

「ええ、感謝してるわよ。でも」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで振ふり返かえった良介の顔へ、リサラもまたその顔を前のめりに近づける。鼻同士が急接近して、思わず息を呑んでしまう。

「その本性を回復させてるのは、誰だれかしらね」

「えっ！」

　事情を知る美菜が驚きの声を上げてしまい、慌あわてて口を手で塞ふさいだ。そして、小声で聞いてくる。

「あの、回復って、良介くんの生きる力は確か、エ、エッチな心だから、そのあの、やっぱり回復って、よくないと思います。わ、私達まだ高校生ですよっ」

「美菜、何を勘かん違ちがいしてるのよ」

　やめてくれと言わんばかりの、うんざりしたリサラの声だ。

「え？」

「誰が、自分からこのエロ介の本能を満足させるもんですか。そりゃ、夕べもお風呂で夜よ這ばいされかけたけど」

　聞いた瞬しゆん間かん、美菜が机に手をついて身を乗り出してくる。

「良介くんっ、エッチな犯罪はよくないと思います！」

「ご、誤解だぞっ、違ちがうっての。あれは不幸な事故なんだ。てか、リサラも嘘うそつくんじゃねぇよ！」

「あら、私の貞てい操そうの危機だったのは事実じゃない」

　平然と言ってのける。

「本当ですか？」

　もの凄すごく疑っている目だ。

「俺のこの澄すんだ目を見ろよ、嘘なんて欠かけ片らも感じられないだろっ」

「う、ううぅ」

　じっと見つめると美菜が目を泳がせてしまう。

「それにだ。お風呂で素すっ裸ぱだかをのぞくなら、俺は脱だつ衣い場に忍しのび込んでストッキングを脱ぬぐシーンを見るね。こう、足先を伸のばして、ツツーと脱ぐシーン……あれ？」

　リサラも美菜も、いつの間にか良介から一メートルばかし離はなれてしまっていた。そして、そこで良介のことなど忘れたかのように話を再開する。

「でもリサラ、一つ問題があるんです」

「問題ってなに？」

　凄く寂さびしい良介だった。仕方なく窓から夏空を見上げる。

「あ、あの入道雲、なんか裸のおねーちゃんみたいだな……」

　ちょっと涙なみだがにじんでしまいそう。

「実は五い十が嵐らし先せん輩ぱいと鬼おに崎ざき先輩が、学校に来ていないんです」

「来てないって、風か邪ぜでも引いてるの？」

「夕べ、友達にメールで聞いたんですけど、茶さ道どう部の五十嵐先輩は、チンピラさんに絡からまれた同級生を助ける時に病院送りにしてしまったようで、現在停学中だとか」

「………………」

「鬼崎先輩は、東北地方のプロレス団体に参戦中みたいで……」

「ちょっと待って」

　リサラがこめかみに指をあてて、唸うなる。

「鬼崎先輩が女子プロレス同好会の会長だってのは聞いたわ。でも、高校の同好会活動よね」

「そうなんですけど、人気があるみたいで……地方団体からはよく呼ばれているみたいです。何しろ、美少女にしか見えない先輩が、大男達を殴なぐり飛とばすんですから」

「う、うわぁ……強いんだ」

「ええ、総合格かく闘とう技ぎにも呼ばれたって噂うわさもあるくらいで」

「よく学校が許してるわね」

「そのえっと……校長先生に、い、色いろ仕じ掛かけって噂もありますけど」

「さすがは良介がいる学校ね。なんていい加減な……」

　はぁとリサラがため息を吐つき、メモ用紙を再確認した。

「ってことは、このＦ組の杉すぎ浦うら先輩だけがいるのね？」

「ええ。今日、風邪を引いたりしてなければいると思います」

「やれやれ、一番外はずれっぽいのからかぁ。必ずテストで六十九点を取る男でしょ。どー考えても特異者って感じはしないのよねぇ、頭はいいんだろうけど」

「どうします？　次の休み時間に行きます？」

「そうね。もうすぐ朝のホームルームだし──」

　リサラが言い終わる前に、パンポンピロポローンと間の抜けた音が響ひびいた。

『あーてすてす、コホン、てすてす～。死神契けい約やく臨時講師のパオイ・マルベックです。死神契約に関する特別アンケートにご協力下さい。それでは、これから数人の生徒を呼び出しますので、呼ばれた人は生徒指導室に来て下さい』

　マルベックの声がスピーカーから流れ出す。

『三年Ａ組の玉たま野のさん、Ｃ組五十嵐さん、Ｄ組鬼崎さん……あ、この二人はいないのか。コホン、三年Ａ組の玉野さん、Ｆ組の杉浦さん。二年Ａ組の広ひろ瀬せくん、あとＢ組の大おお倉くらさんと加賀……良介くん。最後にＤ組の吉よし田だくん。以上六名は呼び出し後に、生徒指導室まで来て下さい。まず広瀬くん、来て下さい』

　当然と言えば当然だが、言いたいことだけを一方的に通告して放送が終わった。授業とのバッティングはどうするのかなど、何な故ぜか呼ばれた良介は色々と疑問に思うのだが。

「良介くん、何かしたの？」

　美菜が心配そうに良介を見る。

「なんで俺だけなんだよ、美菜も呼ばれてただろ」

　うんざりと返す。

「たく、ここの所リサラに振り回されてたせいで、特になんの騒さわぎも起こしちゃいないんだけど……リサラ？」

　リサラが、顎あごに手をあてて真しん剣けんな顔をしていた。

「ねえ、良介、今の面めん子つをどう思う？」

「呼ばれた連中か？」

「そうよ。私達の狙ねらいと同じメンバー過ぎないかしら」

「狙いっていうと、特異者の候補者のことか」

　言われてみればその通りだった。野球部のエースの吉田に、学年トップの広瀬は、玉野の前に特異者候補としてリサラが調べた生徒だ。

　そして、五十嵐、鬼崎、杉浦。この三人は、まさに夕べ、八奇衆として調べることを決めた特異者候補だった。

　美菜は、奇人変人に列挙されてはいないが、学内巨乳ランキングトップスリーの一人で、成績も優ゆう秀しゆう、気は弱いが顔も可か愛わいく、人気は高い。有名人なのは確かだ。

　最後に玉野は、特異者最有力候補として調べたもののスカだったあげくに、キュールにいい様に操あやつられた哀れなピエロさんだ。

「そうですね、ちょっと偶ぐう然ぜんとは思えません。もしかして、マルベック先生も特異者さんを捜さがしているんじゃ」

　美菜の言葉に、リサラが大きく頷いた。

「特異者の情報は、元々メルローの情報をキュールがキャッチしたものだから、メルローに所属してるマルベック先生が動いても不思議じゃないわ。そもそも、講師として死神が派は遣けんされるのも、確かにおかしいと言えばおかしかったのよ。これは、ちょっと用心する必要が出てきたわね……」

　そこにチャイムが鳴り響く。朝のホームルームが始まる時間だ。

「は～い、皆みなさぁん、座すわって下さい～」

　担任教師である乱橋が教室に入ってきた。そのままちょこちょこと歩いて教きよう壇だんに出しゆつ欠けつ簿ぼを置き、生徒達を見み渡わたす。まだ雑談を続けている生徒もいるが、ニヤリと余よ裕ゆうの笑みを浮うかべると、満を持して口を開いた。

「さて皆さん、今週の土曜日はいよいよプール開きでーす」

　その宣言に雑談はピタリと止まり、一いつ拍ぱく後に歓かん声せいに変わった。男子生徒は女子の水着を想像して、女子生徒は純じゆん粋すいにプールの冷たさを想像して、思いは違っても一体となって喜びを爆ばく発はつさせる。

「今年も生徒会が、色々と趣しゆ向こうを凝こらしたプール開きイベントを用意しているみたいなのでぇ、皆さんワクワクドキドキしながらしっかり水着を用意しておいて下さいねぇ」

「質問です、乱橋ちゃん！」

　大平が、勢いよく手を挙げる。

「なんですかぁ？」

「乱橋ちゃんは、今年も花はな柄がらの子供ワンピースでマニア受けを狙うんですか？」

「違うもんっ、今年はちゃんとした水着を用意してるもん！」

　間かん髪はつ入れず、乱橋が両手で机をバシバシと叩たたき出した。

　そう、去年まで乱橋は麦むぎわら帽ぼう子しに花柄ワンピース、腰こしには浮き輪わという、完全小学生スタイルで通してきていたのだ。本人は違い和わ感かんなかったようでニコニコしていた。

　が、新任教師が本当に小学生と間ま違ちがえて追い出す事件が起き、彼女は自分がずれていることにようやく気が付いたのだ。

「今年はぁ、ちゃんと年相応のセクシーでデンジャラスな水着を買いましたぁ。んふ、ふふふ、ちょぉっと青少年なキミ達には刺し激げきが強すぎるかもぉ」

　ニヤァと笑ってしなを作った、つもり。後頭部に右手を置いて、左手を腰にあて、くねくねと体を揺ゆらすその姿は、コミカルでしかない……。

「乱橋ちゃんって、その……確かに奇き人じん変人ね」

　隣となりに座っているリサラがうんざりとした声を上げた。

「奇人というか、その、ちょっと可か哀わい想そうかも知れません」

　前の席で、美菜がはぁとため息を吐つく。

「可哀想っていうか、残念？　残念な女性で、残女ってやつかしら」

「お前、勝手に言葉作るなよな……」

「というかリサラ、それって漢字を見ると、残念よりも売れ残りの女性って見えちゃいます……」

「うーん、まぁ似たり寄ったり？」

「お前、そーいうこと言ってると自分が売れ残るぞ」

「あら、家いえ柄がら良し、性格良し、清せい楚そ可か憐れんな私が残るわけないじゃない」

　ふわりと髪かみの毛を掻かき上げて、リサラが微ほほ笑えんだ。

　確かに綺き麗れいだ。夏のジメジメとした空気の中でも、リサラだけは湿しつ気けもなく、天使の羽のように軽かろやかに輝かがやいている。

　正直に言って、良介なんかと話をしていていいレベルではない。

　本来なら近づくことすら出来ないレベル差がある。

（幸運と思うべきなのか、俺おれは？）

　間違いなく幸運なはずだ。容よう赦しやなくスケベ心を吸い取らなければ……。

　パンポンピロポローン♪

　間の抜ぬけた音が、再び鳴り響いた。

『二年Ｂ組大倉美菜さん、生徒指導室に来て下さい』

「あ、は、はい」

　呼び出しに、美菜が慌あわてて立ち上がってしまい周囲から笑いを誘さそう。美菜、顔真っ赤だ。

「大倉さん、遠えん慮りよ無く行って下さい～」

　その乱橋の言葉から、意識調査とやらが学校の許可を得ていることが分かる。

「はいっ、今すぐに」

　美菜がワタワタと、時折机に足を引っかけながら教室を出て行った。

「しかし朝のホームルーム終わって、授業の時間だぞ。まさか授業中にも呼び出すのか？」

「そうですよぉ」

　良介の疑問に、耳ざとく乱橋が話に割り込こんできた。

「校長先生が、マルさんに鼻の下を伸のばして決まったんで、授業中でも呼ばれたら行かなきゃだめなんですよぉ」

「ここの校長って……色仕掛けに弱いのかしら」

　リサラのうんざりとした疑問に良介が、やれやれと首を振ふる。

「なによ？」

「男にはな、分かっていても抵てい抗こうしちゃいけない時があるんだよ。女の子が困っている時、焼き肉に誘われた時、スカートがめくれた時、そして女の子に誘ゆう惑わくされた時だ。そんな時には、静かに、そっと自分の心の蓋ふたを開けて本能に従えばいいんだよ」

「良介」

　ゴトンとリサラが頭を机に落とした。

「思っててもいいから、口にするのは二つ目までにしてよ。なんか私が恥はずかしくなってくるから……」

　顔面を机に密着させたまま、リサラが言う。

「う～ん、でも先生も焼き肉とお酒の誘いには抵抗出来ないかなぁ」

「先生は、教師としてちゃんと仕事して下さい」

　なんだか、ちょっと涙なみだ声ごえのリサラだった。




「う～ん、特に何もなかったですよ」

　美菜が椅い子すに座ってリサラの問いに答えた。朝のホームルームが終わって次の数学IIまでの僅わずかな合間に、美菜が生徒指導室から帰ってきたのだ。

「マルベックさんから、死神契約をもう結びたいかとか、どこの死神組織を考えているかとか、幾いくつか質問されただけです」

「霊れい力りよくを計る仕草とかはなかったの？　不自然に手を握にぎられたり、何か道具を持たされたり」

「特になかったですよ。本当に普ふ通つうの質問をされただけで」

　美菜の答えに、リサラがうなる。

「おかしいわ。そんなわけないのに……」

「俺達の考え過ぎだったんじゃないか？」

「私が調査対象にしている相手と、全く同じメンバーなのに？　重なったのは偶然とでも言うわけ？」

　リサラが不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしない。

「そー言われてもなぁ」

　良介が頭をかく、と。

　パンポンピロポローン♪に続いて、『二年Ｂ組加賀良介くん、生徒指導室に来て下さい』と呼び出しが掛かかった。

「俺の番か」

　立ち上がった良介のシャツの裾すそを、リサラが掴つかんだ。

「良介、私も一いつ緒しよに行く」

「いやお前、授業はどうすんだよ」

「良介と違ちがって、私はしっかりと授業について行っているから平気よ、一回くらい」

　立ち上がったリサラが先に歩き出す。

「お前、こっちの学校来たばっかりで、随ずい分ぶんと自信満々じゃないか」

「前回の小テスト、私は八十五点。良介は？」

「うぐ、三十五点です……」

「で、何か言うことはある？」

「いいえありません」

　力なく頷うなずき、良介はリサラと並んで生徒指導室へと向かった。

　生徒指導室は、校舎一階の隅すみっこ、生徒や教師がいる場所からはやや離はなれた場所にある。

「結構、隔かく離りされてる場所なのね」

　リサラが興味深そうに生徒指導室の扉とびらを見る。

「まぁ、ここを使う時は、校則破ってお説教とか、成績への注意とか、嬉うれしくない時が多いからな。先生達も気を遣つかって、一いつ般ぱん教室からは離したんだろ」

「なるほどね」

　軽く頷いて扉に手を掛ける。

「いや、一応そこは俺に開けさせろよ。呼ばれてるのは、俺なんだし」

「それもそうね」

「しかし、いいのかな。呼び出されてもいないのを連れてきて」

「死神契けい約やくに興味有るって言っておけば平気よ」

　軽い口調だ。

「死神のくせに良く言うよ」

「バレてないもの、マルベック先生には。問題なし」

「はいはい」

　諦あきらめの境地で良介は生徒指導室の扉を開け、

「二年Ｂ、加賀良介入りま──」

　驚おどろきの余り言葉を失ってしまった。何度かぱくぱくと口を開閉した後に、ようやく声が出た。それも特大の叫さけび声がだ。

「イッ、イイイイイイイイイ、イリアちゃんっ!?」

「ちょっと、どうしたのよ──て、イリア！」

　リサラが良介の横から顔を出し、同じく叫んだ。

　何故か生徒指導室に居るのだ。メルロー人生保障のＣＭに出演し、いまや全国的なグラビアアイドルとなったイリアが、マルベックを添そえ物もののように隣に立たせて、自分が担当者と言わんばかりの顔で椅子に座っているのだ。

　ＣＭで着ていた黒い革製のビキニを着ていて、その黒によって太陽のような金きん髪ぱつがさらに映はえている。ＣＭから飛び出てきたような錯さつ覚かくを良介は覚えてしまう。

「嘘うそだろ、なんで……ええと、ＣＭタイアップってやつか？」

　と、イリアが微笑んだ。
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「リサラさんは呼んでなかったんですけどぉ、久しぶりに会えて、イリアすっごく感動ですぅ♡」

　可愛らしい声だった。

「あらそう。私は最低の気分よ」

　逆にリサラの声は、もの凄すごくトゲがある。

「えぇ～、イリア寂さびしいなぁ。そんな風に言われるとぉ」

「うるさい、この裏切り者！」

「つれないなぁ。一緒に学んだ仲なのに～」

　その言葉とは裏腹にイリアは微笑み続けている。

「ええと、お二人は知り合いなんですか？」

　事態が飲み込めないのか、マルベックが二人の顔をおどおどと見比べる。

「知り合いも何も、あは、リサラちゃんはイリアがぁ、レストール家の死神養成学校で勉強してた時のお友達なの」

「死神ぃぃぃぃぃっ!?」

　思わずイリアを指差して叫んだ良介を、リサラがジロリと睨にらむ。

「ああもう、さっきからうるさいわねっ」

「いやでも、あのイリアちゃんが死神って……え、死神なの？　マジなの？」

　ここにイリアがいるだけで驚いているのに、死神とまで聞いて、良介の頭は完全にパニックだ。

「死神よ。しかも、メルロー人生保障所属の死神よ！」

　忌いま々いましげにリサラが吐はき捨すてる。

「もう、そんな言い方しないでよぉ。レストール家のご令れい嬢じようの名前が泣いちゃうよ？」

「レストールぅぅぅぅっ!?」

　今度はマルベックが叫んだ。

「加賀リサラさんが、あのリサラ・レストール？　え、じゃぁ死神ってことに？」

　オロオロとリサラとイリアの顔を見比べる。

「気が付かない方がバカだと思うな、イリア」

　微ほほ笑えみながらヒドイことをイリアが言う。

「うう、申し訳ありません」

「マルベックさん、加賀良介くんはリサラさんと一緒に住んでるんだっけ？」

「はい、その通りです。ええと、親しん戚せきだとか」

「マルベックさんってば、本当におバカさん。タダでさえ使えないのに、頭も使えないとクビにしちゃうよ？　死神と人間が親戚なわけないもん。あーあー、使えない部下を持つと疲つかれるなぁ」

　可か愛わいい口調だが、視線は限りなく冷たいし、内容もキツイ。

（も、もしかしてイリアちゃんって性格悪いのか？）

　良介の心の中のいつも微笑んでいる優やさしいイリア像に、ぴしりとヒビが入っちゃう……。

「ま、無能部下のことなんて、いっか」

　ユサユサとバストを揺ゆらして、イリアが立ち上がった。

「イリア、ちょっと変だと思うの。リサラさんはぁ、レストールの出先機関を使うわけでもないしぃ、なんで一般人の家に居い候そうろうなんてしてるのかなぁ」

　ニコニコと笑いながらイリアが近寄ってくる。

「こっちにも色々事情があるのよ。イリアの知ったことじゃないわ」

　リサラが良介を守るように、一歩前に出た。

「寂しいなぁ。卒業試験で、首席と次席を分け合った仲なのにぃ。ふふ、イリアが首席で、リサラさんが次席、だ・け・ど・ね♡」

「うるさいっ。実技、試験ともに同じだったじゃないの！」

　まんまと挑ちよう発はつに乗ったリサラが、イリアに詰つめ寄よる。

「うん、そうだよねぇ。リサラさんは、そのちっさ────いオッパイで負けたんだよね、イリアに。あは、大きなオッパイでイリア良かった♡」

「イッ、イリアァァァァッ！」

「あは、冗じよう談だんだってばぁ。そんなに怒おこったら綺き麗れいな顔が台無しだよ。顔まで怖こわくなったら、オッパイのないリサラさんじゃ、契約なんて取れなくなっちゃうぞ？」

　プチンと、何かが切れた音が聞こえた。

「良介っ」

「は、はい？」

　声に引きずられて、良介はリサラのすぐ後ろに立つ。その胸にリサラの手が伸のびてくる。

「ちょ、ちょっと待てぇっ！」

「フフ、フフフフ、イリア……昔からの決着を、今ここで付けて上げるわよ。お望み通りね！」

　良介の抗こう議ぎなんて聞いちゃいない。リサラは、イリアを刺さすように睨みながら、良介の魂たましいに刺さった《折れた剣けんグラム》から生きる力を吸い取り始める。

「……ふうん、そういうことなんだ。イリア、納なつ得とくいっちゃった。良介くんが、イリアの霊力の供給源なんだね～」

　ニヤニヤとイリアが笑う。

「え……あ、しまったぁっ。ばれてるし！」

　リサラが思わず叫ぶ。

「目の前で見せれば、当たり前だろ！」

「仕方ないじゃないのっ、イリアが全部悪いのよっ。もういいわっ、このままブッ倒たおして記き憶おくを消去すればいいんだから！」

　開き直りとしか思えない言葉を吐き、リサラが更さらに霊力を吸い取る。

「くっ……うう、夕べも吸われて、今日もかよ」

「仕方ないのよ。あのイリア相手なんだから」

　良介から手を離したリサラが、手の平に拳こぶしを打ち付ける。

「覚かく悟ごしなさいよ、イリア」

「あは、それはイリアの台せ詞りふかなぁ。リサラさんがちゃんと準備出来るまで待って上げたんだから、クスクス、少しは楽しませてね♡」

　イリアが、牛と兎うさぎと牛乳瓶びんをあしらったメルロー人生保障の紋もん章しようであるモーモーラビットのネックレスを左手で握にぎる。

「《装デイス束ラード》」

　同時だった。リサラとイリアが死神衣装を身にまとう術式を唱える。二人の周囲を塵じん芥かいが渦うずとなって回り始める。それはすぐに黒光りする革のような破片となり、体を覆おおっていくのだ。

　二人とも、一般の人間が死神で想像する衣装とはかけ離れた衣装だ。

　マントなど羽織らずに、ボディラインがはっきりと分かる薄うすく黒光りする布で体を覆っている。髑どく髏ろなどの装そう飾しよくはなく、頭部に角がある。ただ、リサラの角が左右の側頭部にあるのと違い、イリアのそれは額から一つ生えているだけだった。

「《カルヌーンプラデュール》、目覚めなさい」

　リサラの右手の上で炎ほのおが蛇へびのようにのたうち、一本の鎌かまを形作っていく。一方イリアもまた、手を差し出して叫んでいた。

「《フロッティ》ちゃん、出てきてっ」

　金色の光が集まり、まるで空間を刺し貫つらぬいたかのように黄金の剣が現れる。

「フフ、リサラさんには懐なつかしいはずだよねぇ。レストールの死神養成学校をイリアが首席で卒業した時に、特別に貰もらった宝物だもん。でもでも、リサラさんはどうして《折れた剣グラム》を出さないのぉ？」

　剣を愛いとおしそうに撫なでながら、イリアがリサラを見る。

「いいじゃない、こっちの勝手でしょっ」

「あは、冗談だってばぁ。良介くんの魂に刺さってるんだよね、《グラム》は」

「くっ」

「珍めずらしい術式を使ったんだねぇ。ふふ、よっぽど追い込まれてたのかしら」

「貴あ方なたには関係ないってのよ！」

　リサラが《カルヌーンプラデュール》を振ふり上げて、床ゆかを蹴ける。イリアが、その刃やいばに身をさらすように前に踏ふみ込んだ。一いつ瞬しゆん、リサラの顔に疑念が浮うかぶが、そのまま振り下ろす。

「ホント、リサラさんは詰めが甘あまいんだからぁ」

　その言葉と同時に、《フロッティ》が《カルヌーンプラデュール》の柄つかとぶつかり、そのままイリアが身を沈しずめて、一つの流れのように右みぎ肘ひじをリサラの腹部に叩たたき込こんでいた。

「かはっ」

　堪たまらずリサラが体を屈かがめて息を吐き出す。それでも、なんとか後方に飛んで距きよ離りを保つ。

「はぁはぁっ……」

　荒あらい息だ。ただ良介の見る所、どうにもリサラには余よ裕ゆうがないように見えた。むしろ、イリアに呑のまれてしまっている。

「じゃあぁ、決着を付けちゃおっかなぁ」

　ペロリとイリアが唇くちびるを舐なめた。

「ま、まだまだっ」

　ヨロヨロと立ち上がったリサラが、再び《カルヌーンプラデュール》を構える。

　二人の間にヒリヒリとしたシリアスな空気が流れ出す。その緊きん迫ぱく感かんの中、良介は空気を読まずにリサラの肩かたを握った。

「もうやめろって。女の子同士の戦いって、こうじゃないだろ」

　淡たん々たんと良介は言った。リサラが心配だった。同時に、この戦いに今の良介は虚むなしさしか感じないのだ。どれだけ、死神装しよう束ぞくに圧あつ迫ぱくされたイリアの胸が窮きゆう屈くつそうに揺れても、目の前でリサラのお尻しりがプリプリ揺れても、虚しさしか感じない。

「虚しいだろ」

「良介っ？」

　驚おどろいたリサラが思わず振り返る。その瞬しゆん間かんをイリアが逃のがすわけもなく走りだす。

　が、

「全くだ。エロ介の言う通り、女の子同士がこんな風に闘たたかうなんて、僕ぼくには耐たえられないね。本当に虚しいよ。美の浪ろう費ひだ！」

　言葉と共に生徒指導室に入ってきた男の出現で、イリアは飛び退のいていた。

「誰だれですかぁ？」

「僕かい？　桃園学園で抱だかれたい男ナンバーワン。お金も顔も実力も、全すべてがトップランカー、朝あさヶが谷や一のイケメンガイ、玉野光ひかるさ。イリアくん、キミもすぐに僕の虜とりこってわけさ」

「……マルベックさん、コレが八はつ奇き衆しゆうのピンクボクサー？」

　イリアが《フロッティ》を降ろす。

「ええ、そうです。一応、特異者最さい右う翼よくってことになるんですけど」

　マルベックの表情は、自信なさそうだ。

「コレがですかぁ？」

「フフ、この僕がさ」

　口元に手を当てて、キラリと玉野が笑う。

「あまりに呼び出しが遅おそいんで見に来てみれば、なんだいこれは。まったく、見た所は特異者を巡めぐる喧けん嘩かって感じかな、リサラくんもイリアくんも」

　その言葉を聞いた瞬間、イリアが《フロッティ》を玉野に向ける。と、すさまじい速さで玉野の顔面が蒼そう白はくになった。

「…………ふ、ふふ、冗談はやめてくれないかな」

　声まで震ふるえちゃっている。

「どうして知ってるのかなぁ、玉野さん？」

「いやあの、そ、そこのリサラくんの騒そう動どうに巻き込まれてしまって、し、自然と」

「ふうん、そうなんだぁ。それで契けい約やくをしてないってことは、玉野くんも違ちがうってことなんだね。まぁ、見れば違いそうって分かるけどね」

《フロッティ》を再び下ろしたイリアが苦笑する。

「で、玉野くんはどうしてイリアとリサラさんの決けつ闘とうを邪じや魔ましたの？」

「ふぅ……決まっているじゃないか」

　安あん堵どのため息と共に、玉野がまた余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情を浮かべた。

「女の子が争うべきは、美しさだよ。そう、この夏の陽ひ射ざしの中で、その美を競きそい合うべきなんだよ！」

　玉野がバッと両りよう腕うでを広げる。

「……何を言ってるのか、イリア分かんない」

「ハハハハ、実はね、今度のプール開きで水着コンテストがあるのさ。どうかな二人とも、そこで美を競って決着を付けてみれば！」

　胸を抱だきしめて、玉野が恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「ああ、乙おと女め達が今年の夏、初めて着る水着姿。輝かがやくサンシャイン、キラキラと光る水みな面も、キャッキャウフフとさえずる魅み惑わくの少女ボイス。そして成熟間近にだけ許されたティーンズ達のヴィーナスボディ……その場こそが、その一夏の闘とう技ぎ場こそが、キミ達のようなフルーティかつスウィートな女の子が闘うに相ふ応さわしいとは思わないかい？」

　パチンとウインクを玉野が飛ばす。

　生徒指導室の中は、冷たい、とても冷たい空気だ。イリアもリサラも、マルベックすらも、氷の視線を玉野に投げかけている。

　燃えているのは玉野ただ一人。

　良介はと言えば、出番は終わったとばかりに、ため息を吐つきながら床にのの字をひたすら書いている。

「いいかい。僕はここに宣言しよう。今年のプール開きイベントは、過去最大の盛り上がりを見せるだろうと。そう、ここ桃園学園こそがパトスの花園になるんだよ。美しき花は、愛めでられることで、見られることで更に美しくなるんだ。彼女たちの美を完成させる義務が、僕にはある！　ああ、青春バンザイ！」

　そう吠ほえながら、玉野が熱い涙なみだを流していく。

「ふうん、ちょっと面おも白しろそうかなぁ」

　イリアがリサラを見て、ニヤリと口元を歪ゆがませる。

「面白いも何も、貴方は生徒じゃないでしょうが」

「あは、無い乳だから怖おじ気けづいちゃったのぉ？」

「だ、誰がっ！」

「でも、ただコンテストで優ゆう劣れつを競うだけじゃ面白くないよね。ねぇ、リサラさん、一つ賭かけをしない？」

「賭け？」

　リサラがキョトンとする。そんなリサラに、イリアはニッコリと笑いかけた。

「リサラがイリアに勝ったらぁ、メルローの特異者の情報を流してあげるの」

「なっ……なら、貴方が勝ったら？」

　驚きを飲み込み、リサラが警けい戒かいの眼まな差ざしを投げる。

「うふ♡」

　嬉うれしそうにイリアが笑う。

「《折れた剣けんグラム》を貰もらっちゃうの。あの剣との契約を、イリアが結ぶってのはどう？」

「なっ、何を勝手なことを。そんな条件、飲めるわけないでしょ！」

「あれぇ、リサラさんは闘う前から負ける気なのぉ？」

「そ、そういうわけじゃ……ないけど」

「そーだよねぇ。イリアに負けっぱなしだもんねぇ。ちょぉっと辛つらいこと言っちゃったかなぁ、イリア」

「誰が負けっぱなしよ、誰が！」

「あは、ならいいじゃない。もしかしたら、まぐれで勝てるかも知れないよぉ？」

「くっ……分かった、分かったわよ。受けるわよ。今度こそ、貴方に勝てばいいんでしょ」

「あは、あははは、後こう悔かいしてもイリア、しっらないよぉ」

　早くもイリアは、勝かち誇ほこった笑い声を上げたのだった。




　　　　※　※　※




「しかし、美菜はイリアちゃ……いや、イリアのことを何も言ってなかったよな」

　生徒指導室を出て教室に戻もどる途と中ちゆう、良介は疑問を口にした。ちなみに、イリアちゃんと言いかけてリサラに睨にらまれたので、呼び捨てにしてみました。

「極秘の調査だから記き憶おくを改ざんしたんでしょ」

「なるほどね。どうりで誰も騒さわいでないはずだ」

　そう納なつ得とくして、良介は声のトーンを落とした。

「でだ、リサラ。あの賭け、本気でするのかよ」

「ええ、本気よ」

「でもよ、《グラム》の主人が替かわったら、俺おれはどうなるんだ？」

「あっ」

　小さな呟つぶやき。

「あって、なんだよ……」

「カァッて頭に血が上ってて、その……ごめん、考えが及およばなかったわ。もし、イリアが今の状態を利用したいなら刺ささったままで、イリアに吸われることになる。でも、解除に同意してくれる可能性だってあるし……」

　そこまで言ってリサラは、良介を正面から見た。

「ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げる。

　そんな風にされると、怒おこるに怒れなくなってしまう良介だ。

「ったく。イリアちゃんは、リサラにとってそんなに特別なのか？」

「ええ……そうね」

　はぁとリサラが肩を落とした。

「イリアと私はレストールの死神養成学校で机を並べた仲よ。そして、イリアと私はいつもトップの座を争ってきたの」

「お前が次席で、イリアが首席だっけか」

「そう。負けたのよ、レストールの跡あと継つぎにもかかわらずね。しかもバストサイズで。ええ、もの凄すごい勢いで親族には叩たたかれたわ。お祖じ父いさまが、わざわざ首席になるであろう私のために、報ほう奨しようとして《フロッティ》まで用意してくれたのにね」

「あの剣はお前に渡わたるはずだったってことか」

「そうよ。見るも無む惨ざんにイリアに持って行かれて、さらにアイツがメルローに寝返ったから、レストールの物でもなくなったってわけ。笑い話にもならないわよ」

　喋しやべりながら怒いかりがこみ上げてきたのか、リサラが拳こぶしを強く握にぎった。

「寝返ったって、レストールの死神養成学校を卒業したら、レストールの死神になるもんなのか」

「そうよ。ましてイリアは、奨しよう学がく金まで貰もらって勉強してたんだもの。寝返り以外のなにものでもないわ。しかもよ、年度首席の寝返りよ。レストールは赤あかっ恥ぱじをかかされたってわけ」

「な、なるほどな……」

「非難の嵐あらしったらなかったわよ。おかげで私はトラウマって言うのかしら、暫しばらく引き籠こもったわ。そんな私を心配してくれたのか、レストールの家が混乱するのが心配だったのか、お祖父さまは秘宝中の秘宝──」

　ツンと良介の胸をリサラが指で突ついた。

「良介の魂たましいに刺さってる《折れた剣グラム》を下さったのよ。ま、それで大手を振ふった非難は消えたけど、今でも陰かげ口ぐちは多いわよ。私を跡継ぎから引きずり下ろそうって動きも活発だし」

「なるほどね。それで、特異者捜さがしの抜ぬけ駆がけまでしてるってわけか」

「そうよ。それもこれも、あのイリアのせいってわけ。イリアのせいで、この私がどれだけ煮にえ湯ゆを飲まされたことか！」

　怒りを爆ばく発はつさせ、リサラがドンッと床ゆかを踏ふみしめる。

「でも、見てなさいよっ。バストサイズは確かに少し負けてるけどっ」

「少し？」

「少しよっ、文句あるわけ？」

「いえ、ご、ごめんなさい」

「とにかく、バストサイズは少しだけ負けてるけど、人間界はバストサイズなんて気にしないわけでしょっ。なら勝てるわっ、絶対に勝てる。この私の美び貌ぼうが、あーんなイリアのペペノペーに負けてるわけないものっ！」

　両拳を強く強く握りしめ、リサラはフフフフフと笑うのだった。

（別に、バストサイズ気にしないってわけじゃないんだけどなぁ）

　とても不安な良介を放っておいて……。









　とある独身死神と独身先生の独白その２




　　～居酒屋《軍しや鶏も市いち》にて～









「くぅぅっ、軍鶏の素す揚あげがビールによく合うわ！」

「でしょう、マルさん。ここの軍鶏料理はすんごく美お味いしいし、お酒にベストマッチなんですよぉ」

「さすがは乱、いい店を知ってるわね」

「えへへ、任せて下さいぃ。じゃー、かんぱーい！」

「かんぱーいっ……ゴクゴク、グビグビ、プハァァッ、美う味まい！　あの我わが儘まま上司達のことなんて、きれーに飛んでくわっ、流さ石すがはお酒！」

「上司さんって、ゴクゴクッ、本当に会社みたいなんですねぇ」

「まあね。人間界との繋つながりが深くなってから、よりそうなってきてるけど、ウチは特にその気けが強いわね……ゴクッ、プハァッ」

「えっと、ならやっぱり課長さんとかいるんですかぁ？」

「いるわよぉ、ゴクゴクッ、プアァァァァァァ、まーでもちょっと違ちがうのは、もっと、グビッ、人間界で言う所の軍隊みたいって所かしら？」

「うへぇ、軍隊ですかぁ……ゴクゴクゴクゴクゴク、プハァ～」

「そうそう、上の命令には絶対服従よ、服従、ゴクッ……それが、年下だろうが、どんだけ性格が最悪でも、無茶な命令でも、服従よ、服従、やってられるかってのっ、チクショウめっ、ゴクゴクゴクゴク、ブッハァァッ」

「うわぁ、いい呑のみっぷりですねぇ、ゴクッ、そんなに上司さん、ヒドイんですかぁ？」

「最低よ、最低もいいところなわけ。幹部連帯っつー、トップの組織がヘッドハンティングしてきたヤツなんだけどさぁ、性格は凶きよう暴ぼうだし、エリート意識は強いし、実は田い舎なか者ものだし、人使いは荒あらいし、上じよう昇しよう志向は強いし、はぁぁ……呑まなきゃ、呑まなきゃやってられないのよっ、ゴクゴクッ……げほっ、ゲホゲホッ」

「マルさん、慌あわてちゃお酒さんに悪いですよぉ、ゴクゴクゴク……はぁぁ、でも大変そーですねぇ」

「大変じゃすまないわよ。表向き普ふ通つうの死神だもの。しっかりメルローの死神契けい約やくノルマはあるし、その上で、ちょっとの手当が出るだけの幹部連帯直属の仕事よっ、あの極ごく悪あく上司の無茶命令に振り回されてっ」

「大変ですねぇ、プハァッ」

「ねぇっ。どーせまた無理難題を言われるんだっ、キィィ、無理に決まってるわけっ、過労死するわよっ、絶対にっ！」

「どうどう、落ち着いて落ち着いてぇ」

「うわぁぁぁぁぁん、こんな仕事ばっかりで、男なんて出来るわけないわよぉぉっ、ゴクゴクゴク、プハァァァ、このまま友達の結けつ婚こん式しきとかで式場見るだけで、自分じゃ使わない人生を送るんだわっ、私っ、ちくしょぉぉぉぉ、大将、日本酒持ってこーい！」

「あ、先生も貰もらいますぅ」

「乱……裏切らないでね、アンタは、ひっく……抜け駆けしないでよぉ」

「はいはい、分かってますよぉ」

　今こ宵よいも居酒屋の片かた隅すみで、行くあての無い独り身女達の宴うたげが行われていたのだった……。








　三章　ばいめいこうい♥　







「はぁ……」

　朝だ。良りよう介すけは体を起こして確認するとため息を吐ついた。昨日も吸われた生きる力の損そん耗もうは激しいらしい。シンと息むす子こ様は静まりかえったままだ。毎朝、あれだけ元気に挨あい拶さつしてくれてたのに、何の反応も示していない。

「虚むなしい」

　ノロノロとベッドから這はいずりだして、朝の準備を行う。普ふ段だんと違い起立して自己主張する息子が静まるのを待つ必要が無く、更さらに無む駄だなことをする気力も無く、元々早く目が覚めたこともあって三十分近く早く準備は終わってしまった。

「何が虚しいって、虚しくてもまぁいいやって思っている俺おれが、もっと虚しい」

　着き替がえ終わって洗面所に向かう。

　顔を洗い歯を磨みがく。

　ただそれだけだ。

　後ろを、慣れない制服を上じよう手ずに着られないで──スカートのホックに苦労しながらワタワタとキュールが歩いたが、更に鏡にちょっとずり落ちたスカートからお尻しりが少し見えたが、別段なにも感じない。

「な、なんで、良介さんがもう起きてるんですのっ！」

　顔を赤くしたキュールがコケッと転びそうになりながら、走り去っていく。その後をカエサルがすました顔で歩いて行く。良介はポリポリと頭をかくと、

「朝ご飯なんざんしょ……その前にトイレか」

　ぼさぼさの髪かみの毛にクシだけは通してトイレに向かった。主要機能を放ほう棄きしている息子だが、そっちの機能はさすがに果たしているのだ。

「キュールっ、貴あ方なた、私のスカートと間ま違ちがえたでしょ！」

　リサラがドタドタと階段を登ってきた。一いつ軒けん家やと言っても豪ごう邸ていなわけがなく、リサラとキュールは、一階の和室で同室だ。

「まただらしない格好だな」

　特に感かん慨がいもなく、良介が感想を口にした。

「うなっ!?」

　驚おどろきの声と共にリサラが立ち止まった。制服の上着だけを着て、下半身はパンツ一丁だ。

「ど、どどどど、どうしてもう起きてるのよ！」

「虚しいから？」

「知らないわよっ！」

　原因を作った張本人のくせにヒドイことを言う。が、リサラはクルッと逆を向いて、お尻を良介に向けて階段を走って降り──、

「っ──きゃぁぁぁぁ!?」

　こけた。

「たまに思うんだけど、リサラってドジってか、落ち着きないよな」

　淡たん々たんと感想を述べながら、良介は踏み出した。今まさに頭から階段に突っ込こもうとしているリサラを掴つかむ。と言っても、冷静きわまりない、明めい鏡きよう止し水すい状態の良介でも、元々のスペック、運動神経だけはどうしようもない。とりあえず掴めそうな所を掴んだ。

　ベチャッ。

　そんな音が聞こえた気がした。実際には、ゴスンッと鈍にぶい音のはずなのだが……。

「いだい……」

　両りよう腕うでを階段に突いたリサラが、小さく泣いた。鼻の高さが災わざわいしたのか、そこはぶつかっている。

「ふう、落下は防げたな」

　右手は掴んだままなので、左手で良介は汗あせを拭ぬぐう。改めて見ると目の前には、足を廊ろう下かで突っ張ぱり、手を数段下の階段に突き、そのアンバランスな姿勢をパンツの端はしを良介に掴まれて保っているリサラの姿があった。

「…………」

　白い二つの丘おかがあった。その丘は少し桃もも色いろで、更に白い布で半分覆おおわれていた。キュッと引ひき締しまっているのに、どこか柔やわらかそうだ。

　何よりも触さわって欲ほしい、そう誘さそうようにプリプリと揺ゆれている。

「ええと、半ケツってやつか……」

　虚しさしかない良介の魂たましいが何か訴うつたえている気がする。充じゆう実じつした青春を、人生とは何かを知りたいのなら、触ってみろ。さらに踏ふみ込む勇気があるのなら、その邪じや魔まな布を引き下ろしてみろ、と。

「ゴクリ……」

「え……ええと、え？」

　唾つばを飲み込んだ良介に、リサラが振ふり返かえった。

「………………」

　押おし黙だまること、一秒。

「イヤァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」

　上がる絶ぜつ叫きよう。廊下を蹴ける脚あし。跳はねる体。振りほどかれる良介の右手。

　リサラが、自分を階段の上に放り投げたのだ。

「お、おいっ──おおっ！」

　リサラを心配する叫さけびは、すぐに驚きよう嘆たんに変わった。まるでネコのように空中で身を翻ひるがえすと、リサラは器用に階段の途と中ちゆうに着地したのだ。しなやかな筋肉が躍やく動どうしたその姿は、純じゆん粋すいに美しかった。

　ストン。

　でも、伸のびたパンツがずり落ちた。

「もう、もう、やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　再び叫び、ズドドドドドと半分転がり落ちながらリサラは階段下に消えていった。白いお尻と太ももの付け根と、チラリと赤い茂しげみを良介に見せつけながら……。

「ううん、俺は今、もしかして非常に残念なのか？　この光景に感動していない俺は、もしかして本当に残念なのか？」

　よく分からないが、涙なみだが滲にじんでしまうのだった。




　　　　※　※　※




「うう、酷ひどい目にあったわ……」

　校庭でリサラが天を仰あおいだ。朝、教室に行くと中等部高等部合同の全校集会のお知らせが黒板に貼はってあったのだ。内容は書いてなかったが、何か重要な知らせがあるのだろう。

　その結果、この暑いのに外で良介達は並んでいる。出席番号順なので、加か賀が良介の前は加賀リサラだ。

「言っておくがな、どう考えてもあれはお前の自じ滅めつだろ」

「だって、普段はもっと遅おそく起きてくるじゃない」

　リサラが振り返る。

「お前な、だからって俺もいるんだぞ。あの格好で歩き回るのは、ちょっとどうなのよ」

「普段からしてるわけじゃないわよ。キュールが人のスカートを穿いちゃったから、仕方なく……」

「臨時でキュールのを穿いてけばいいだろ」

「だって、落ちるから仕方なく」

　人差し指と人差し指を突つき合あわせながら、唇くちびるを尖とがらせる。

「落ちるって、キュールのスカートが？」

「何よ。私の方が、あの子よりウエスト細いんだけど」

「まぁ、バストサイズにあれだけ差があれば……」

　妙みように納なつ得とくした良介だったが、リサラの視線に言葉を飲み込んだ。そして素す直なおに言う。

「ごめんなさい」

「ふんっ」

　前を向いてしまった。と、ようやく壇だん上じように高等部の校長が上がった。

「コホン、本日は我わが校に素す晴ばらしい転校生が来たことを報告します」

　妙にそわそわと嬉うれしそうな顔だ。

「なんと、現在、あちこちで大人気のグラビアアイドル、イリアさんが急きゆう遽きよ我が校に転校することが決まったのです」

　その紹しよう介かいと共に、イリアが壇上に上がってくる。間違いなく、あのイリアだった。しかも、桃もの園ぞの学園の制服まで着ている。

　校庭は、もう絶叫状態だ。半ばパニックと言ってもいい。

「あいつ、もしかして水着コンテストに出るためだけに転校したのかよ」

「昔っから手段を選ばない上に度胸はあるヤツだったけど、まさか直接乗り込んでくるとはね」

　周りの喧けん噪そうをよそに、リサラが腕うでを組んで静かにイリアを見つめる。

「だからってなぁ……飛び入り参加とか、色々手はあるだろうに」

「特異者捜さがしも兼かねてるんでしょ。イリアも一級死神なのよ？」

「自分で先に見つけ出して契けい約やくを結ぼうってのか」

「そういうこと。計算高いのよ、あれ」

「なぁリサラ」

「何よ」

「お前って、本当にイリアちゃんのこと嫌きらいなのな」

「嫌いなんて生やさしいものじゃないわね。大嫌いでも足りないくらいよ。言っておくけどね、あの顔に騙だまされたら痛い目に遭あうわよ。性格は、最低で最悪なんだから」

　キッパリと、しかも堂々と言い切る。その迫はく力りよくに良介は頷うなずくが、グラビアアイドル姿や、壇上でにこやかに手を振っている姿を見ると、昨日の出来事があったとはいえ、どうにも中身も可か愛わいいのではないかと思えてしまうのだ。

　そう葛かつ藤とうしていると、イリアが壇上から降りて代わりに何な故ぜか玉たま野のが現れた。

「静かに、静かにしたまえ。これから、この僕ぼくが、プール開き実行委員会委員長に昨日放課後に選出されたこの僕が、キミ達にステキでエクセレントな報告があるんだ。静かに聞きたまえ」

　が、一度熱ねつ狂きように包まれた校庭は、そう簡単に静まるものじゃない。

「やれやれ仕方ない」

　芝しば居いがかった仕草で玉野が首を振り、

「イリアの水着姿、生で」

　ぼそっと呟つぶやいた。

　効果は抜ばつ群ぐんで、その小さなワードは瞬またたく間まに、騒さわいでいた生徒達（主に男子）の脳のう味み噌そを浸しん食しよくしていく。数秒後には、シンとした静せい寂じやくが校庭を包んでしまう。

「よしよし、物わかりがいいね。じゃ、キミ達はこの僕の報告を聞きたいかな？」

「「「「はい！」」」」

　校庭中の男子が、まるで訓練されていたかのように、一いつ斉せいに答えた。

「よぉし、分かった。キミ達のその熱い熱い情熱、この僕が確かに受け取ったよ。では、ここに開かい催さいを宣言しよう。そう、桃園学園プール開き記念水着コンテストの開催を！」

　高らかに玉野が宣言する。

「ルールは簡単だ。金曜日昼に、キミ達には事前投票を行ってもらう。中等部高等部、誰だれを選んでも構わない。その中で上位四名が、プール開き当日の水着コンテスト出場資格を得ることが出来る。僕の可愛い女子諸君、分かるかい。今日は木曜日だから二日間、自己アピール期間が与あたえられるのさ。この自己アピール期間を勝かち抜ぬいたヴィーナスだけが、夏の視線を集める権利を得るってわけだ。どうだ野や郎ろうども、楽しいだろう！」

「「「「うおぉぉぉぉ！」」」」

　雄お叫たけびがわき起こる。

「まぁ、落ち着きたまえ。採点方法も伝えないとね。得票数一位の子には三点、二位には二点、三位に一点、四位には零れい点てんが与えられる。そしてプール開き当日、選ばれし三人の美の審しん査さ員、いや裁断者が一人一点を投票するわけだ。計九点の取り合いってわけだ」

　そこまで言って玉野が、何故か良介に白い歯を見せて笑った。

「さて、大注目の裁断者だが、このプール開き実行委員会委員長にして、ヴィーナスの寵ちよう児じ玉野光ひかるが独断で決めさせてもらった。この僕が、自信を持って女性というジュエリーの美しさを知ると言い切れる精せい鋭えい達だ。まずはこの玉野光、そして二年Ｂ組加賀エロ介……おっと、加賀良介！」

「え、俺？」

　思わず目をぱちくりと開いて閉じてしまう。

　が、周囲の反応は少し違ちがっていて、

「まぁ、エロいもんな」

「見る目はありそうよね」

「それを使う機会はなさそうだけど」

「エロいってのは、女の子のソムリエだもんなぁ」

　等々、意外に肯こう定てい的てきな評価が多い。

「さて、三人目だが。ここはコンテストの中立性を考えても、あえて生徒外から選ばせて貰もらった。この朝あさヶが谷や町で、この僕とイケメンモテ度を二分する男にね。ただし、サプライズ、不正の手が伸びないように彼の名前は当日に発表させてもらうよ。楽しみにしていたまえ♡」

　最後に、ウインクと投げキスを同時に飛ばして、玉野は壇上を降りていった。

　そのまま全校集会は終わり、良介とリサラは並んで教室まで向かった。今後の方針を話し合う必要があったのだ。

「リサラ、どうやらイリアちゃんと闘たたかうためには、まずは生徒票を取らないとだめみたいだぞ。かなり厳きびしいんじゃないか？」

「ええ、分かってるわ。同じ転校してきたばかりでも、イリアはグラビアアイドルとして有名なんでしょ？　それに対して私は、まだまだ知名度が低いもの」

「いやまぁ、玉野先せん輩ぱいに怒ど鳴なった女って知名度はあるけど。それって、可愛いとかとは真逆だもんなぁ」

「とにかく、良介。貴あ方なたが私の参さん謀ぼうよ。なんとしても一位通過して、あのイリアの鼻っ柱を折ってやるんだから！」

　ボウッと瞳ひとみに炎ほのおを燃やして、リサラが意気込む。その勢いのままガラッと扉とびらを開けて、もの凄すごい剣けん幕まくで教室に入ろうとする。

「ちょ……いきなりマイナス稼かせいでどうすんだよ」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていく男子達を想像して、良介はリサラの腕を取った。

「あのなリサラ、猫ねこかぶり忘れてるぞ。イリアちゃんのことで、頭に血が上ってるのはわかるけどさ」

「え……あ、あははは、いけないいけない。あ～、コホン」

　リサラが軽く自分の頬ほおを叩たたき、微ほほ笑えみを取とり戻もどしてから、ゆっくりと教室に入った。

　その努力は、どうやら無む駄だだったようだ。

　教室中、イリアの話題で沸ふつ騰とう中なのだ。男子は当然としても、女子も芸能人が学校に来たってことで、大盛り上がりだ。

「まー、普ふ通つうはこんなものか」

　苦笑いしながら良介は自分の席に座すわった。

「……良介は興味ないわけ？」

「いや、俺は大ファンだぞ。携けい帯たいにＣＭ動画を取り込んでいるくらいにな。でもなぁ、お前に性せい欲よくを吸われているせいか、それとも昨日のやりとり見たからか、あんまり興味湧わかないなぁ」

「ふうん、珍めずらしいこともあるものね」

　リサラが何故か良介の反対側を見て、そう呟いた。その視線の先、入り口から美み菜なが珍しく慌あわてた様子で入って来た。

「良介くん、リサラ、た、大変です」

「なんだよ、美菜」

「どうしたのよ？」

「転校生です、またこのクラスに転校生が来るんです」

　美菜が、やや早口で言う。

「またって、リサラが転校してきたばっかりじゃないか」

「そうなんです。それでも来るって言うんです。さっき、職員室前で噂うわさを聞いちゃって」

「転校生って言ったら一人よね」

　呟いて、リサラが顔の前で手を組んだ。

「イリアのヤツ、ねじ込んだわね」

　するとリサラの声に誘さそわれたかのように、イリアと乱らん橋ばしが教室に入ってきた。当然、教室は大おお騒さわぎだ。

　歩き方からして一いつ般ぱん生徒とは違う。キビキビとしていて、かつしっかりと魅みせる歩き方だ。そう、Ｅカップを誇ほこる胸がバインバインと揺ゆれ動くのだ。まるで計算しているかのように、大きさを誇こ示じする揺れ方でだ。

「イリアです、よろしくお願いしますね！」

　教きよう壇だんに立ってニッコリ笑って頭を下げる。胸も揺れる。

　瞬しゆん間かん、教室中が歓かん喜きの嵐あらしだ。いや、気が付けば廊ろう下かにも見物客が大量にいる。ちらほら先生もいるようだし……。

「あのあの、イリアさん、先生名字も聞きたいなぁ」

　その隣となりで乱橋が声を上げるが、完全におまけ状態だ。

「えーでもでも、イリアは、テレビだとイリアって名前だけなんですけど」

「ここは学校なんでぇ」

「うーん、先生がどうしてもって言うなら仕方ないかな。えっと、加賀イリアです、よろしくお願いします」

　一瞬、教室が水を打ったように静まりかえり、ゆっくりと全員の視線が良介に集まっていく。

「ちょ、ちょっと待て、知らないぞ、俺は何も知らないぞ」

　思わず立ち上がり、良介は必死に否定した。が、どうにも反応が悪い。大おお平ひらなんて、如によ実じつに歯ぎしりして睨にらんでいる。

「あははは、ごめんなさい、うっそでーす。イリアは、福ふく宗むねイリアって言います。良介くんとは、リサラさんを通じてちょっとしたお知り合いだから、イリア、冗じよう談だんを言っちゃいましたぁ」

「リサラさんの？」

　乱橋がキョトンと聞き返す。

「はい。それで一つお願いをしてもいいですか？」

「お願い？」

「イリア、リサラさんとお友達なんです。このクラスへの転校も、校長先生に友達がいるからってお願いしたんです。だから、その、リサラさんに近い席でいいですか？」

　その言葉の瞬間、リサラの瞳が確かに危険な色に光った。

「そっかぁ、なら……えっと」

　乱橋がキョロキョロとリサラの周りを見る。みんなイリアの側そばがいいのか、とっさに視線を合わせないように顔を背そむけていく。

　と、イリアが乱橋の肩かたを突ついた。

「あのぉ、あそこの席でもいいですか？」

　そう言ってイリアが指差した席は、何故か良介の後ろの席だ。

「え、でもでも、あそこだとリサラさんとお話し出来ないんじゃぁ」

「授業中はお話ししませんし、窓まど際ぎわはお空が見えてステキじゃないですか。それにそれに。リサラさんの背中が見えているだけで、イリアは安心しちゃうんで」

　そう言ってから、少しだけ顔を傾かたむけて乱橋を見つめる。

「うーん、そう言うなら……しょうがないかなぁ」

　あっさりと席が決まり、良介の後ろに座っていた室むろ井いが一番後ろの大平の隣へと飛ばされた。良介に殺意の籠こもった視線を投げかけながら……。

　いや、室井だけではなく、大勢の男子から殺意の籠もった視線が集まる。

　隣を見れば、リサラがまるで毛を逆立てた猫のように臨戦態勢で、イリアを睨んでいるし……。

（うう、胃が重い……）

　胃がキリキリしてしまう良介だった。そんなゲッソリとした顔の良介に、

「あは、良介くんっ。これからよろしくねっ」

　にんまりとイリアは笑いかけたのだった。

　間ま違ちがいなく、それが火に油を注ぐ行こう為いだと自覚しつつだ。

（うう、イリアって間違いなく性しよう悪わるだ……キュールより三割増しで性格悪いぞ）

　良介は、そっと胃を押おさえたのだった……。




　　　　※　※　※




　休み時間、イリアがわざわざ教壇に立った。注目されなれているせいか、目立つ場に立ってもすごく自然だ。

「ねえねえ、せっかくクラスメイトになったんだもん。みんなのことをイリアに教えてくれないかなぁ？」

　その言葉に教室中がざわめく。

「だってイリア、お友達になるのに名前も知らないから……ね、いいでしょ？」

　伏ふし目めがちにイリアが言うと、瞬またたく間まに生徒達が集まっていき、人だかりが出来上がった。そして、我も我もと名前を名乗っていく。

「へぇ、大平くんって言うんだ。これからよろしくねっ」

　イリアは一人一人丁てい寧ねいに受け答えをしてギュッと手を握り、

「もし良かったらぁ、水着コンテストもよろしくね♡」

　そう伝えていく。

「あんなことしないでも、イリアさんなら勝つと思うのに……」

　美菜が、複雑な顔で良介に話しかけてきた。l

「ま、勝つだろうけど……リサラの票を奪うばいたいんだろ」

「リサラの？」

「ま、クラスメイトってのは大事な票ひよう田でんだからな。そのクラスメイトの票を奪い取れば、必然的にリサラの得票は減るだろ。まして、リサラだって転校間もないんだ。まだまだ他のクラスでの知名度は低いしな」

　その分ぶん析せきを聞いて、リサラが机をわなわなと握りしめる。
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「イリアのヤツ、相変わらずズルイ手をぉぉ」

「リ、リサラ、あのイリアさんと知り合いなんですか？」

「知り合い？」

　リサラが、ギラリと刺さすような視線を美菜に向けた。

「はうっ……」

「敵よ、敵。あいつは、私にとって倒たおすべき敵よ」l

　淡たん々たんとした、だが怨おん念ねんの籠もった声だ。

「いや、あれだ、死神学校時代の同期らしいぞ。それで、イリアが首席でリサラが次席だったらしい」

　良介の説明に、リサラが「フフフ」と低く笑う。

　怖こわい、凄く怖い。

「リ、リサラ、とりあえずその殺気をどうにかしろよ」

「無理」

「無理って、そんな様子だと生徒票入らないぞ」

「…………」

　良介の指し摘てきにリサラが押おし黙だまる。

「そんな殺気を振ふりまいてたら、入る票も入らないぞ。しかも、イリアがあーやって周りを取り込んでるんだし」

「なるほど、ね。それは良介の言う通りだわ」

　少しだけ殺気が和やわらぐ。

「これは私も何か手を考える必要があるわね……」

　リサラが目を閉じて考え込む。

「何かって言ってもなぁ。相手は現役グラビアアイドルだぞ、そうそう太た刀ち打うち出来ないだろ」

「それは、私がイリアに劣おとってるって言いたいわけ？」

　じっとリサラが良介を見る。怒おこってるというよりは、不安な眼まな差ざしだ。

「そーじゃねぇよ、俺が保証する」

　良介の言葉にリサラが顔を背けて、

「当たり前よ」

　小さく呟つぶやいた。その様子に美菜がクスッと笑い、

「私もリサラに十分勝ち目はあると思いますよ」

　明るい声で言った。

「勝ち目はあるが、生半可な手じゃだめだな。何か作戦を考えないと」

　そう言いつつも、良介には何も浮うかばない。エッチな心が万ばん全ぜんならば、色々とリサラを押しだす手も考えつくかもしれないが、まだまだ十分に回復してないのだ。

「そーですねぇ……」

　美菜も考え込む。もっとも基本的に押しが弱く、人前が苦手な美菜にそういった方向のアイデアはあまり期待できない気がする良介だ。

（リサラだって、こういうのは期待出来ないよなぁ。となると、ここは俺が作戦参さん謀ぼうとして知ち恵えを絞しぼらないとだめか……）

　そう使命感に燃えるが、やっぱり思いつかない。

　そのままウンウンと三人で唸うなりながら、あっという間に休み時間は終わってしまう。

　良介は授業中も考え込んだが、どうしても良い手が思いつかない。

　休み時間は休み時間で自己紹しよう介かいという名のイリアの宣伝が続き、さらに他のクラスからも生徒がやって来て、より票を固めていく。

　そして昼休み、弁当を食べ終わった良介は、

「考え込んでても仕方ないな」

　そう言って立ち上がった。美菜が不思議そうに聞き返してくる。

「どうするの？」

「行動だ、行動。俺はまず、自分が出来ることをする」

　良介は宣言すると、教室を出た。その背中を見つつ、リサラと美菜が互たがいの顔を見つつ、

「そうね、行動あるのみよね」

「確かに、そうですね」

　頷うなずいたのだった。

　廊下に出た良介は、財布の中身を確認しつつ購こう買ばい部を目指した。

「水着だよな、水着。水着コンテストで水着がないんじゃ話にならないしな」

　リサラもキュールも水着が作れない上に、買ってやると約束してしまったのだ。

「それに水着を買って、リサラが着る姿を想像すれば何か思いつくだろ」

　そう楽観しつつ、良介は購買部でスクール水着を二着買った。

　二人のサイズは頭にしっかりと入っているので、購こう入にゆうに問題はなかった。購買部のおばちゃんの奇き異いな視線以外は……。

「うーん、これ着させて校内を練り歩くとか、リサラのヤツ、絶対に嫌いやがるだろうなぁ」

　頭を捻ひねりながら教室に戻もどると、リサラと美菜の姿がない。

「あれ？」

　教きよう壇だんでは、イリアの宣伝活動がまだ続いている。いよいよ他の学年からも人が集まってきているようで、大混雑だ。

　その人だかりを尻しり目めに、良介はまた教室を出た。

　校舎内をうろうろして二人を発見したのは、一年の教室が並ぶ廊ろう下かだ。

　リサラが胸を反そらして、ややぎこちなくモデルのように歩いて行く。

　それを脇わきで見ていた美菜が、

「わぁ、二年Ｂ組のリサラさんだー。やっぱり凄すごく綺き麗れいで憧あこがれるなー」

　と、顔を真っ赤にして、精せい一いつ杯ぱい大きな声を出す。

（見ている俺が恥はずかしくなってくるぞ……）

　凄くいたたまれなくて、良介はリサラに駆かけよってその手を引いた。

「何よ、良介っ」

　振り返った顔は案の定、耳まで真っ赤だ。

「恥ずかしいから、やめてくれ。お願いだから」

　廊下の端はしまで連れ込んで、良介は頭を下げた。

「やってる私の方が恥ずかしいわよっ。でも、知名度がないって言うから……」

「そりゃ分かるけど、アレは意味無いって。むしろ逆効果だぞ」

「逆効果なんですか？」

　追いついてきた美菜が、不安そうに聞く。

「必死過ぎてさ、呆あきれられるだけだって」

　良介の回答にリサラが意外そうに瞬まばたきした。

「そういうもの？」

「そういうもんだ」

「うゔ、ならどうしろってのよ」

「俺が、何か手を考える」

「そうは言っても、もう明あ日したが投票なのよ？　何もしないで待ってろっていうわけ？」

　苛いら立だたしげにリサラが言う。

「なら、美菜のあの下へ手たな芝しば居いなしで、校内あちこちを歩いててくれ。普ふ通つうの歩き方でな」

「それで、私だって分かるわけ？」

「赤い髪かみなんて、他に誰だれもいないっての。それだけで、目立つことは確かだよ」

「消極的な作戦だけど、良介がそう言うなら……」

　いまいち納なつ得とくしていない顔だが、リサラが頷く。

「良介くん、私は？」

「美菜は、リサラと一いつ緒しよだな。一人で歩き続けたら変だろ？　会話でもしながら歩いてくれ」

「うんっ」

　さっきのような恥ずかしいことをしないで済むからか、ホッとした表情を美菜が浮かべた。その時だ、ピンポンパーンと放送を知らせるチャイムが鳴り出した。

「なんだ？」

「さあ」

「またメルローが何か企たくらんでるのかしら……」

　悩なやんだ三人の耳に、玉野の声が入って来る。

『コホン、プール開き実行委員会委員長の玉野だ。この僕ぼくとしたことが、朝の集会で一つ伝え忘れたことがあったので、報告しておく。当然ながら、水着は持ち込み可だ。そう、ハイレグの凄いのでもマイクロビキニでも、フンドシでも、シールでも、危ない水──もがっ、なんだいっ……ああ、分かった分かった。とにかく、風紀を乱さない限り、いかなる水着を着てきてもいい。生徒諸君においては、好みの子の好みの水着姿を妄もう想そうして投票するように。以上』

　ガチャンと放送が切れた。

「ってことは、リサラも水着を選ばないとですね」

「そうね。までも、良介が買ってくれるって言ってるし、そこは問題ないかな」

　にこやかな、微み塵じんも疑っていないリサラの顔に良介は、

「あ、ああ……そうだな」

　声を絞り出した。

　そして心の中で叫さけぶ。

（おせぇよぉぉぉぉぉっ。俺の金を返せ───────────────！）

　スクール水着代、約四千円がパーだった……。

　結局、その日一日下校のチャイムが鳴るまでリサラは美菜と共に、校内を歩き回ったのだった。

「美菜、このお礼は絶対にするからね？」

「もうっ、気にしないで下さい」

　パンパンになった脚あしを揉もみながら頭を下げるリサラと、自分の事のように頑がん張ばってくれた美菜を見つつ、良介は絶対リサラに勝たせるぞ、そう決意を新たにしたのだった。








　四章　すれんだーを武器に……







「リサラ、お前のセクシーショットを撮とらせてくれ」

　命運を決める金曜の朝、食事の終わった食しよく卓たくで良りよう介すけは一つの提案を行った。反応は当然、

「何よ唐とう突とつに。寝ね言ごとは寝て言って欲ほしいんだけど」

　冷たいものだった。だが、そんなことは最初から予想している。良介はめげずに、組んだ両手の上に顎あごを載のせてじっと見た。

「一晩考えたんだが今の状じよう況きようだと、イリアには絶対に勝てない。生徒投票でイリアが一位なのは、ほぼ間ま違ちがいないだろう。現げん役えきグラビアトップアイドルだしな。そうするとだ、イリアには三点が自動的に入る。これに審しん査さ員の点数三点が入るかだけど、玉たま野の先せん輩ぱいとシークレット審査員のどちらか一人は投票する、そうは思わないか？」

「それは、そうかも知れないけど……」

「確かに、お姉様と違ちがってイリアさんは見み栄ばえする体型ですものね」

　キュールの言葉に、リサラの眉まゆがピクンッと跳はね上がるが、深呼吸だ。

「ふぅ……そうね。ええ、敵の戦力を侮あなどることはしないわ。確かに、一人は投票してもおかしくないわね」

「ああ。ということはだ、イリアが最低でも四点は取るって思わないといけない」

「ですわね。そうすると、当然ですけれどお姉様は生徒投票で二位に入らないと、勝ち目はないってことですわ」

「その通りだ、キュール」

「そんなこと分かってるわよ」

　リサラが面おも白しろくなさそうに言う。

「あげくに、イリアの昨日の工作があるからな。リサラが四位以内に入れるかどうかも怪あやしい状況だ」

「で、それと私の写真が何の関係があるわけ？」

　コツコツとリサラが指で食卓を叩たたく。

「簡単な話だ。俺おれは伊だ達てにエロ介とか呼ばれてるわけじゃない。校内で一定の影えい響きよう力を持っている好こう事ず家か連中のルートを持っている」

「好事家って、ええと、風流人ってこと？」

　リサラの問いに、良介はフッと鼻で笑って返す。

「フェティシズムに一いつ家か言げんを持ったエロ野や郎ろうってことさ」

「高こう尚しようなものを期待した私がバカだったわ……」

「うるさいな。でもな、連中の情報発信力は中々なんだぞ。中にはイケメンが隠かくれてルートに紛まぎれてることだってあるしな」

　良介の答えに、キュールが苦笑しながら頷うなずいた。

「なるほどですわ。そういった人々にお姉様のセクシーショットをばらまいて、一気に知名度を上げようっていうんですわね」

「キュールの言う通りだ。そういったわけで、セクシーな写真を撮らせろ」

　立ち上がった良介が、携けい帯たい電でん話わのカメラを起動する。

「なっ、デ、デジカメで撮るわけ？」

「あのな。時間も金もない俺に、焼き増しなんて出来るわけがないだろ。手っ取り早く情報を回すにはこれしかない」

「そ、それはそうだけど……」

「俺だって色々と悩んだんだ。でも、昨日のお前と美み菜なの努力を見ていれば、俺と《グラム》の問題抜ぬきにしても勝たせたいって思うんだよ。そして、この手なら可能性があるんだ、リサラ」

　良介に真しん剣けんに見つめられて、リサラが静かに目を閉じた。

「美菜にまで迷めい惑わくかけて、勝負にもならなかったじゃ情けないにも程ほどがあるわね。それに、勝てるかも知れない手から逃にげるようじゃ、リサラ・レストールの名が廃すたるわ」

　再び開けた目には、強い意志が輝かがやいている。

「よくぞ言った、リサラ」

　強く頷き、良介はリサラの体を下から上まで見た。

「問題は構図なんだよな。普ふ段だんの俺なら悩む必要もなく、いい構図が思い浮うかぶんだけど。どうにもまだ、お前の体を見ても、こーフツフツと湧わき上がるものがないんだよなぁ」

　じーっとリサラを視し姦かんして、良介は首を捻ひねる。

「なんか、かなーり失礼なことを言われてる気がする……」

　そう言ってリサラが頬ほおを膨ふくらませた。

「うるさいな。それもこれも、お前が人の生きる力を吸い取ったからじゃないか。スケベ心がないと、創造意い欲よくが湧かないんだよ」

「なら、どうするのよ」

「安心しろ。湧き上がるものがなくても知識はある」

　そう言って良介は脳内を検けん索さくする。

「そうだな。お前のその髪の色を利用して、パンツに透すけた赤い下の毛ってのは……」

「さて、学校に行きましょうか」

「あれ、ダメ？」

「ダメも何もっ、そんな写真は十八禁よっ。お嫁よめに行けなくなるでしょうが！」

「いやぁ、十五禁くらいだと思うぞ。高校生なら、ギリギリオッケー！」

　グッと拳こぶしを握にぎって笑うが、リサラを説得することは出来なかったようだ。

「あのね、下着とかそーいう直接的なのは断固拒きよ否ひするわよ。いくらイリアに勝つためでも、そこだけは譲ゆずれないわ。女の子の純潔ってものを何だと思ってるのよ！」

「分かった。ならだ、まずは椅い子すに座すわったまま足を組んでくれ」

　リサラがクエスチョンマークを顔に浮かべながら、素す直なおに従う。

「スリッパは脱ぬぐ。そうそう、それで組んだ方の足の指を上に……あー、そうそう。これから踏ふむ！　って感じで。うん。顔は、キッつい顔でいいぞ。そうだそうだ」

　カシャリと写真を撮る。

「ねぇ、こんな写真が本当に嬉うれしいの？」

「お前な、足の裏ってのは人類が二十一世紀になって本格的に開かい拓たくを始めたフロンティアなんだぞ。うなじ、鎖さ骨こつ、胸、ウエスト、お尻しり、脚あしと、掘ほり尽つくされたかに見えた女によ体たいの中で、人類が新たに発見したフェティシズムの秘境、それこそが足の裏なんだぞ」

「……さっぱり分からないんだけど」

「そうだな、分かりやすく言うと……マゾ心を刺し激げきされます？」

「分かりたくなかったわ」

　即そく答とうだった。

「あと数枚撮るぞ。男の子はみんな心にマゾを持っているけど、それが全すべてじゃないからな」




「バカッ、足先は伸のばすんだよっ。膝ひざの角度は百二十度くらいに開けて、ストッキングをはくんだ。あー、膝下でストッキングを止めてくれ。よし、いい着き替がえシーンだ」




「そうそう、牛乳を少し零こぼして飲むんだ。あーそうだ、そう。ついでに、ペロッと唇くちびる舐なめるショットも貰もらおうか」




「よし、最後だ。右みぎ腕うでを上に四十五度上げるんだ。そうそう、袖そで口ぐちから中が見えるようにな。え、安心しろってバストの方は絶対に入れないから、腋わきの下だけだ。お、いいぞ、その赤い顔……」

　シャッターを押おして良介は束つかの間、画面に見入ってしまった。恥はじらうリサラの顔が、とても良いのだ。間違いなくベストショットだ。

「どうしたのよ、もう終わりなんでしょ」

「あ、いや……そのもう一枚」

　リサラに良介は思わず答えていた。

「なによ、撮り損そこねたの？」

「ま、まあな」

　慌あわててそう答えて、良介は今の写真を別フォルダに保存した。そして、似たような構図でまた写真を撮ったのだった。

「分からないわ。男って存在が、今朝だけでさらに遠くなった気がする……」

「お姉様、キュールも同感ですわ」

　二人が何な故ぜかゲソッと憔しよう悴すいしている。

「ま、見てろって効果は抜ばつ群ぐんだから」

　自信満々に頷く良介を、二人は不可解な物を見るような目で見ていた。




　　　　※　※　※




　授業開始前の学校は不自然な世界だ。授業という名の、学生を縛しばる時間はまだ始まっていない。かといって休み時間という解放感もない。だからといって、放課後という完全に自由な世界でもない。

　そんな時間だからこそ、これから始まる束そく縛ばくに怯おびえる暗い闇やみがあっても不思議ではなかった。

「ここに来るのは久々だな、良介」

　暗く隔かく離りされた世界で、大おお平ひらが呟つぶやいた。その呟きに、更さらに数人の男子生徒達が頷く。

「図書館、世界史インカ帝てい国こく等南米史前……相も変わらずだな、ここは」

　良介の言葉に、大平が顔をしかめる。

「偉い大だいなるインカ帝国初代皇こう帝ていの名にかけて、ここをバカにすることは許されないぞ」

「分かってる。俺も初代皇帝の名は、常に心に刻きざんでいるさ」

「ならいいが……。で、今日は何の用なんだ。お前はもともと、自分で調達し、自分でリアルな妄もう想そうが出来る男だ。我らの力は必要ないだろう」

「協力して欲ほしい」

　良介は今朝撮とった写真を一枚、リサラの足の裏を携けい帯たい画面に映し出す。

「こ、これは」

　ざわめく男達。

「これを、このルートを使って至急ばらまいて欲しい。投票前までに、だ」

「なるほどな。加か賀がリサラ、彼女を当選させるためにか」

「話が早くて助かるよ、大平」

「報ほう酬しゆうは？」

　大平の言葉に良介は頷くと、更にもう一枚の写真を写した。

「なっ！」

　効果はてきめんだ。

「お前が腋わきの下好きだってことは割れてるんだ」

　そこには、リサラが右腕を上四十五度に掲かかげた写真が写っていた。半はん袖そでの奥おくに、腋の下がはっきりと写っている。
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「寝ね起おきでシャワー前の写真だ。当然、夜よ露つゆがまだ付着してる」

「…………分かるとも、言われないでもな。この光こう沢たくは、間ま違ちがいなくそうだ」

　食い入るように見る大平の前で、良介は携帯を閉じる。

「で、俺の依い頼らいはどうだ？」

「引き受けるとも。だが、これだけじゃ足りないな。足裏で今にも踏まれそうな写真は、かなりのポイントだが、まだまだ入り口だ。お前なら理解していると思うが、このルートを愛用している校内の変態紳しん士し共の中には、更に上がいる」

「分かっている。お前がその中でもトップランカーだってこともな。やや下がる趣しゆ味み嗜し好こうを満たすものも用意した。ストッキングをはき替えているのと、ミルクを飲んでいる写真だ」

「俺達を引ひき離はなす突つき抜けた物はないが、相変わらず良い仕事だな」

　満足そうに大平が頷く。

「俺用じゃないからな。データは、このカードに入っている」

「分かった。目標は何位だ？」

「流さ石すがに今からで一位は厳きびしいだろう。二位だ」

「二位か……頑がん張ばってみようじゃないか。ただし、成功報酬で学校帰りの腋の下の写真も頼たのむ。匂におい立つようなのをな」

「相変わらずの通人だな」

　了りよう解かいしたと手を上げて、良介は外へ向かって歩き出した。その背中に大平は、

「お前ほど、完かん璧ぺき超ちよう人じんじゃないさ」

　そう言葉を投げた後、その場にいた男達に指示を出し始めたのだった。

「インカ帝国初代皇帝マンコカパック陛へい下か、バンザイ!!」

　の合い言葉と共に。

　その連呼を聞きながら、良介はそっと携帯電話を見た。何故か大平達に渡わたせなかったベストショットをそっと眺ながめて、

（勝つためには、これを渡した方がよかったはずだよな……）

　どうしても渡せなかった自分の心中を訝いぶかったのだった。




　　　　※　※　※




「良介くん♡」

　イリアがニコニコと良介の机にやって来た。時間はもう放課後だ。大平からは工作は順調に終わったとの連れん絡らくは入っている。もう投票は終わっていて、後はその結果を待つだけなのだが……。

「これ、なんだぁ」

　そう言ってＡ４用紙を見せてくる。

「なんだこれ、なぁっ！」

　良介の机に置かれた用紙を見て、良介は息を呑のんだ。その様子に美菜とリサラまでのぞき込んでくる。

「ええと、福ふく宗むねイリアさんの校内案内委員に加賀良介を任命します。乱らん橋ばし……って、ええぇっ？」

「ど、どういうことよ、それ。偽にせ物ものじゃないの？」

　リサラがイリアの前に立って、睨にらむ。

「偽物ってぇ、先生の認め印もあるんだけどぉ。それともぉ、リサラさんは書類の偽ぎ造ぞうとか出来るのかしら？」

　イリアが一いつ瞬しゆん、ニヤッと意地悪そうな笑みを浮うかべた。リサラが書類を偽造して転校していることを、もう把は握あくしてるのだろう。そのことを当てこすっているとしか、良介には思えない。

　リサラも同じようで、悔くやしそうに唇くちびるを噛かむ。

「フフ、そんなこと出来るわけないものねぇ、普ふ通つうの人にっ。ってことでぇ、これは本当に乱橋先生の命令なの。だからね、良介くん。校内の案内をお願いしたいな。いいでしょ？」

「なんで俺おれなんだよ」

「だって、誰だれかに限定しないと混乱になっちゃうでしょ～。だから、おヽ友ヽ達ヽのリサラさんと仲の良い良介くんにお願いしたいのぉ」

　表向きの筋は通り過ぎるほど通っている。

「でね、良介くん。イリアね、購こう買ばい部行ってみたいのっ。お・ね・が・い♡」

　可か愛わいらしい笑みを浮かべて、良介の腕うでを強ごう引いんに掴つかむ。

「ね♡」

　表情も口調も可愛らしいが、有う無むを言わせない迫はく力りよくがあった。

「……乱橋ちゃんも面めん倒どうなことしやがって」

　ブツブツ言いながら良介は立ち上がる。

「あ、リサラさん達はここで待っててネ。他の人が一いつ緒しよでもいいってなると、すっごーい行列になっちゃうからぁ」

　花のように微ほほ笑えむ。対照的にリサラは苦虫をかみつぶしたかのようだ。

（急に話しかけてきて目的はなんだ？）

　イリアと歩きながら、良介は考え込んだ。

　イリアが良介と接せつ触しよくを持つ理由としたら二つ考えられる。

　一つは当然、リサラ関係だ。《折れた剣けんグラム》を刺さされて霊れい力りよくを供給している良介だ、彼女が調べたくなってもおかしくない。

　もう一つは、審しん査さ員だ。水着コンテスト当日の審査委員である良介を今のウチから、取り込こむためにだ。もしかしたら、もう他の審査員は籠ろう絡らくされてしまっているかも知れない。

（やりかねないよなぁ。だとすれば、俺も何をされるか分からないしな。ま、幸いまだ生きる力は復活しきってないからな。ちょっとした色いろ仕じ掛かけ程度で、この俺の心は動かないぜ！）

　そう思いながら、とっても虚むなしい良介だった。

　と、イリアが良介の腕に自分の腕を回して、まるでデート中のカップルのように横を歩き出した。

「うわっ!?」

「ふふ、案内してくれるご褒ほう美び♡」

　体を包むイリアの香かおりに、くすぐるように耳元でささやく声、不慣れな行こう為いの連続に良介は、エッチとは違ちがう純情な心で固まってしまう。

　そんな良介に気を良くしたのか、イリアは更に体を押しつけてくる。そう、良介の腕をその巨きよ乳にゆうで挟はさむようにだ。その、たゆんとした感覚に良介は、

「…………う、うーん？」

　思わず小首を傾かしげてしまった。魂たましいの奥底でエッチな心が「虚しい！」と叫さけんでいるのだ。喜びに満ちあふれるどころか、虚しさが広がるのだ。

　そんな良介の様にイリアが、瞳ひとみに哀かなしみを浮かべて、

「もしかして良介くんって、リサラさんみたいな、整地されてコンクリを打ったみたいなオッパイが好きなの？」

　聞いてくる。

「いや、大きい方が好きです！」

　思わず断言してしまっていた

「ふうん、ならなら、なおさら変なの～。あ、もしかして、必死に我が慢まんしてるの？　イリアの魅み力りよくにメロメロにならないように」

「ま、まぁ、そんな所かなぁ」

「あは、そんなに我慢しないでもいいのに～。どうせ、良介くんは、水着コンテストの後にはその《折れた剣グラム》ごと、イリアの物になるんだよ？」

　クスリと笑う。

「それとも、賭かけてること知らないの？」

「いや、知ってる。って、俺の魂から《グラム》を抜ぬいたりしてくれないのかよ」

「どうしよっかなぁ。それはぁ、これからの良介くんの行動次し第だいかな♡」

　可愛らしく、意地悪いことをしれっと言う。

「行動ってなんだよ」

「フフ、明あ日したの水着コンテストで……分かるよねぇ」

　ニヤリとイリアが笑い、さらに胸を押おしつけてくる。ただやはり、どうしても興奮しきれない。フワフワと柔やわらかいのに、ダメなのだ。

「うーん、良介くんノリが悪いなぁ」

　パッとイリアが良介から離れた。

「ここが購買部なんだね。フフ、良介くんありがと。他の案内もまた、二人きりでお願いねっ♡」

　二人きりに力を入れて言うと、イリアは集まってきたファン達ににこやかに、グラビア通りの笑顔を振ふりまく。

「……もしかして、イリアが《グラム》の主人になったらリサラより扱あつかい酷ひどいんじゃないだろうか」

　まして、エッチな行為で霊力を増強させるなんて知れば……暗いのだか明るいのだか分からない未来を想像してしまい、良介は頭を振った。

　そんな良介にイリアは肩かたをすくめて、

「あ～あ～、色仕掛け損かぁ。ま、どーせこの胸だから、イリアには損ないけどネ」

　小さく呟つぶやいた。

「え？」

「ううん、こっちのお話だよ♡」

　聞き取れずに聞き返した良介に、イリアはただ笑うだけだ。その笑顔に首を捻ひねった時だ。

「あら、珍めずらしい組み合わせですのね。リサラお姉様に告げ口しちゃおうかしら」

　中等部のキュールが、ニヤニヤと笑いながら歩いてきた。

「教師命令で仕方ないんだよ、リサラも知ってることだ」

「ふううん、相も変わらずこすいことする人ですのね、イリアさん」

　良介の答えに、キュールがクスリと笑う。が、そんな毒舌をさらりと受け流してイリアがニコリと笑って頭を下げる。

「あら、キュールちゃん。お久しぶり～」

　が、キュールはその挨あい拶さつすら流してしまう。

「良介さんは、もう生徒会室の前を見ました？」

「いいや？」

「事前投票の結果が出てましたわよ」

「わぁ、見に行かなきゃ！」

　イリアがすぐに反応して、歩き出した。

「はぁ～、せっかちな人ですわね。昔っから、自分が凄すごいってことを見るのが好きな人でしたけど」

「自己顕けん示じ欲よく強いんだな」

「ま、そーなりますわね。キュールなんて、結果を見てうんざりですのに」

　はぁとキュールがため息を吐ついた。

「どんな結果だったんだ……？」

　ゴクリと良介が唾つばを飲み込む。

「最悪ですわよ」

「最悪って、リサラ落ちたのか？」

「いいえ、違いますわ。一位はイリアさん、二位にリサラお姉様ですわ」

　その答えに、良介はほっと息を吐いた。

「脅おどかすなよな。最悪じゃないだろ、それ」

「いいえ、最悪ですわ。だって三位が美菜さんで、四位にこのキュールなんですもの……。何が哀しくて、人前で水着姿なんかにならないといけませんの？」

「は？」

　キュールの答えに、良介の目が点になったのだった。




　　　　※　※　※




「ふえぇぇん、どうして私も参加なんですかぁ」

　学校からの帰り道、美菜がリサラの腕を引いて抗こう議ぎする。

「仕方ないじゃない。選ばれちゃったんだから」

「そうですわ。話を聞けば聞くほど、本当の被ひ害がい者しやはキュールですわよ」

　キュールは思いっきり仏頂面だ。

「仕方ないでしょ。生徒投票の結果が、美菜が三位でキュールが四位っていうんだから」

　そう言ってから、リサラがふと考え込んだ。

「というか、この結果……私があんな恥はずかしい写真をばらまく必要あったのかしら」

　リサラが、ジロリと良介を睨にらむ。

「いいや、あったね。宣伝して高等部の票を固めてなかったら、キュールにも抜かれてたぞ。何しろ玉野先せん輩ぱいに聞いたところ、中等部のかなりの票がキュールに入ったらしいからな。確かに、中学生にしちゃキュールはいいスタイルしてるし、色々と目立つからな」

「なんか良介さんに褒ほめられると、悪お寒かんが走りますわ」

「失礼なヤツめ……」

「でも何もしてない美菜が三位は、凄いわね」

　リサラの言葉に良介が苦笑した。

「美菜はさ、元々人気あるんだよ。そこに、お前に付き合って校内を歩き回っただろ。おかげで人気再燃で選ばれたんだよ」

「な、なるほどね……美菜、ええと、ごめんね」

　美菜が力なく肩を落とした。

「うう、辞退出来るものなら辞退したいんですけどぉ」

「おいおい、美菜。折角選ばれたんだぞ。何より、お前を選んでくれた連中の期待を裏切るつもりか？」

「それはそうですけどぉ。はぁ……」

　ため息だ。

「それより良介さん、覚えてますわよね？」

　キュールがドンッと良介の脇わき腹ばらを肘ひじ鉄てつで抉えぐる。

「いてぇなっ。何だよ、いったい」

「この前、リサラお姉様とキュールに水着を買ってくれるって約束したことですわ」

　その言葉が、さらに良介を抉った。

　実はスクール水着をもう二着買っています、とは言える雰ふん囲い気きではない。

　購こう入にゆう後にお知らせがあったが、水着コンテスト参加者の水着は自由なのだ。そんな状じよう況きようで、まさかスクール水着でどう？　とは言えない。

「そうよね。これは勝負なのよね。なら、戦せん闘とう服はしっかりと選ばないとっ」

　リサラまで意気込む。

「なら決定ですわ。さっそく買いに行きましょう」

　キュールが手を叩たたく。対照的に良介は肩を落とした。

「うーん、私も新調しないと」

　美菜が唇くちびるに人差し指を当てながら、空を見る。

「え、去年も買ってなかったか？」

「…………入らないの」

「は？」

「だ、だから……その…………バ、バストが」

「あ、胸が成長したのか！」

　納なつ得とくして良介が頷うなずくと、何な故ぜか美菜は真っ赤になって早足で先に行ってしまった。

「美菜さん、まだまだ成長中とは……凄いですわね」

「なんで私を見るのよ、キュール！」

「まだ成長するかも知れませんわよ？」

　そう言ってから、フフッと笑い、キュールも逃にげるように先に行ってしまった。

「あの子ぉぉぉぉぉっ」

「いやまぁ、おっぱい小さくても、それ以上にリサラは綺き麗れいだし、なんとかなるって」

　歯ぎしりするリサラを良介は励はげました。

　はずだった。

「フンッ！」

　プイッと顔を背そむけて、リサラもまた先にショッピングセンターに入ってしまう。

「え、なんで。俺、今褒めただろっ……うう、女って分からない」

　良介は首を傾かしげながら、その後に続いた。

　駅前近くにあるショッピングセンター内には、様々な店が揃そろっている。その中でもスポーツ用品店の水着は、男から見てもそこそこの品揃えだ。お値段もそこそこだし。

「ふうん、水着ってこんなに種類があるのね」

　リサラがキョロキョロと店内を眺ながめる。

　ワイヤービキニ、三角ビキニ、ワンピース、スカートタイプ、短めのスカパン、さらにタンクトップとパンツの組み合わせ等々、多くの水着が所ところ狭せましと並んでいる。

　ちなみにこれらの知識は、コンビニでこっそり買った水着特集やネットのサイトで手に入れました。水着のモデルさん達も、良介は健康的で大好きです。

「美菜さん、選ぶの手伝ってくれませんか？」

　キュールが美菜をのぞき込こんだ。

「私がですか？」

「もちろんですわ。だってキュールは、水着って知らないんですもの。美菜さんのアドバイスが絶対に必要ですわ」

「あ、それなら私もお願いしようかしら」

　手を挙げたリサラにキュールが冷たい視線を投げる。

「お姉様、何か勘かん違ちがいしてません？」

「な、何よ」

「既すでにキュールとお姉様は、水着コンテストという闘とう技ぎ場に立つライバルですのよ。そんな相手に、こーんな貴重な助言者を渡わたすわけないじゃないですか。そもそも、キュールはお姉様を追い落とすことを諦あきらめたりしてませんの。ホントに甘ちゃんですわね」

　ふふんとキュールが鼻で笑い、美菜の手を引く。

「キュ、キュールちゃん、でも私は……って、そもそも私だって参加者なんですけど」

「あら、美菜さんはどーせ、照れまくってマトモなアピールの一つも出来ませんもの。戦力外ですわよ」

「ふぇぇぇん、きっとその通りだけど、その通りだけど、納得いきません～」

　半泣きになりながら、美菜がキュールに連行されていく。その際、キュールが何故か良介を見て、パチンと軽くウインクを放った。

「……は？」

「どうしたのよ、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう喰くらったような顔をして」

　ブツブツとキュールに文句を言っていたリサラが、不思議そうに良介の顔を見る。

「いや……うーん、別に」

　まかり間ま違ちがってもキュールに誘さそわれる可能性はない、と思う。であれば、あのウインクは好意とかとは違う意味だ。

（ええと……なんだろう？）

　頭を捻ひねるが、良介の脳みそのスペックではあまり良い答えは出てこない。

「ま、いいわ。良介、私には貴あ方なたがアドバイスしなさい」

　さも当然と、リサラが歩き出す。

「へ？」

「へ？　じゃないわよ。キュールが美菜を連れて行っちゃった以上、貴方しかいないじゃないの、水着ってのを私に説明してくれる人間は」

　振ふり返かえったリサラの顔には「当たり前でしょ、バカ」とありありと書いてある。

「いやでも、俺おれは男だぞ」

　ちょっと赤くなってしまう。

「水着コンテストって、要するに男子連中の欲よく望ぼう投票数を競きそうんでしょ。だったら男の意見を聞いて何か問題あるの？」

　そうはっきりと言われてしまうと、さらに背はい徳とく感を感じてしまう良介だ。

　もちろん、女の子の水着選びを手伝うなんてイベントは、夢にまで見たものだ。こんな勝ち組イベントはない。視覚的にも楽しめるし、精神的にも女の子との距きよ離りが縮まった気がする、本当に素敵なイベントだ。

　でも、だ。

　下着売り場と同じで、この女性の園に足を踏ふみ入れるのがやっぱり恥ずかしい、リアルには純情な良介だった。

「ああもうっ、この男は度胸があるのかないのか、ホント分からないんだから！」

「うん、まぁ……どちらかと言えばない？　いやほら、俺は花を手た折おるんじゃなくて、花を愛めでる詩人のような存在だし？」

「なにバカを言ってるのよ！」

　ガシッと良介の手首を握にぎる。

「ほら、この私がお願いしてるんだから、さっさと来なさい！」

「は、はいっ」

　良介を引っ張りながら、リサラはもう振り返りもしない。水着を選ぶ暇いとまもなく、肩かたを怒いからせてとりあえず奥へと歩いて行く。

　良介はそんな背中を見つつ、軽く苦笑いを浮うかべた。もちろんその苦笑は、

（なるほどね。美菜じゃ、まぁこのパワーには付き合いきれないか。キュールのヤツ、俺にリサラを励ませってことかな。ま、キュールの腹の底までは分からないけどな）

　何とも意地っ張りなリサラと、素す直なおじゃないキュールの二人にだ。

「なあ、リサラ」

「何よっ！」

　止まることなく、無理して怒った感じの声が返って来た。

「いや、そんなペースで歩かれると水着なんて選べないだろ」

「──っ」

　ピタリと止まる。黙だまること数秒。

「ま、まぁ、そうとも言うわね」

　引きつった笑みを浮かべて、リサラが振り返る。

「さてと、どうせ胸が少しでも大きく見えるのがいいんだろ？」

「……うん」

　コクンと、素直にリサラが頷く。

「なら、ホルタービキニだろうな」

「ホ、ホルタービキニ？」

「背中だけじゃなくて、首の後ろってかうなじでも結ぶヤツだよ。引き上げられるから、バストを大きく見せられる。あと、お前は美び脚きやくだからな。下はサイドがヒモの方がツケネから見えて、スラリって感じになるしな」

「……詳くわしいのね」

　何故か、リサラが一歩退ひいた感じで良介を見ている。

「元々、水着特集とかは見てたし……ここ最近は特によく水着のサイトとか見てるしな」

「なんで？」

「あのな、俺からＤＶＤとエロ本を奪うばったのは、どこのどいつだよっ。お前が全部片付けちゃったから、俺はネットで水着サイトとか見るしかなくなったんじゃないか。くそっ、男の子はな、一日一回は女の子の色っぽい姿を見ないと死んじゃうんだぞ！」

「………………ええと、そうね、これなんて可か愛わいいかな」

　良介の力説をあっさりとスルーして、リサラは指示通りの水着を選び始める。

「う～ん、こんなのはどうかしら？」

　白と黒のストライプと、黒ベースの水着を持ち出してくる。

「ど、どうって言われても」

「それもそうね。ええと、試着って出来るのよね？」

「そりゃ出来ると思うけど」

「なら、試着するからちょっと見てくれない？」

「マジかよっ」

　ボンッと良介は顔を赤らめてしまった。プールで女の子の水着を一方的に見ながら、はふぅとため息を吐ついたことはあるが、見せて貰もらったことはない。

「何よ？」

「い、いや、いいのか？」

「だって、どうせプール開きで見せるんだし……って、やめてよ、そんな恥はずかしがるのっ。こっちまで、なんかその恥ずかしくなってくるじゃない」

　天てん井じようを見上げて、リサラが視線を泳がせる。急激に恥ずかしくなってきたらしく、顔は良介と同じで赤い。ただ、それでもリサラは試着の確認を諦めてはいないようだった。そこからは、水着コンテスト──イリアとの勝負にかける意地をひしひしと感じ取れる。

「あのさ、そんなにイリアに勝ちたいのか？」

「当たり前じゃないっ」

　リサラが語ご気きを強めた。単にさっき負けたから以上の、根深い怒いかりがそこにはある。

「アイツはね、私の前にそびえる壁かべなのよ。あのバカを乗のり越こえない限り、私は前に進めないわ。ついでに、アイツの持っている《フロッティ》だってレストールの名にかけて取とり戻もどしたいし、何よりアイツが悔くやしがる前で散々バカにしてやりたいのよ！」

　闘とう魂こんたっぷりな笑みを浮かべて、リサラが断言した。

「最後のは、なんつーか、かなりどうでもいい理由だな、おい」

「それだけのことをされてきたのよ。ま、それに……」

「それに？」

「《折れた剣けんグラム》を絶対に渡すわけにはいかないもの。あれは、我わがレストール家にとって象しよう徴ちようともいえる秘宝なんだから」

「あのな、だったらそんな大事なものを賭かけの対象にすんなよっ」

「えへ♡」

「可愛くすりゃ誤ご魔ま化かせると思うなよなっ」

「ちぇー」

　唇くちびるを尖とがらせて拗すねたフリだ。

「でも、《折れた剣グラム》も大切だけど、良介もよ？」

「へ？」

　ドキッとしてしまう。

「貴方がいなくなったら、私は人間界で特異者捜さがしを続行出来ないんだから」

「あ、そ、そっかそういう意味か」

「何よ？」

「あ、あははは、いや別に」

　良介が慌あわてて頭を掻かく。

（何を勘違いしてるんだよ、俺は。俺みたいのが、そうそう、恋れん愛あい対象とかになるわけないんだし、くぅぅ、モテたいぜ……）

　掻きながら頭の中で必死に心を落ち着かせる。ちょっと哀かなしい方向に、だが。

「変な良介ね。でも、そういうことだから、良介には悪いけど、もう少し協力して欲ほしいの。迷めい惑わくかも知れないけど、お願い」

　リサラが、じっと良介の瞳ひとみをのぞき込んでから頭を下げる。その仕草に良介は、心の中でふぅと安あん堵どのため息を吐ついた。さっき心の中を落ち着かせていなければ、かなりかき乱されていた仕草だ。

「あのな、何を今いま更さら言ってんだよ」

「え？」

「こういうのを乗りかかった船って言うんだよ」

　その言葉に、リサラがクスリと笑った。

　つられて良介もクスリと笑う。

「ほら良介、私の水着姿をチェックするわよ！」

　再び良介の手首を取ったリサラの声は、イリアと会ってからの態度が嘘うそのようにとても上じよう機き嫌げんだ。

（やっぱり女って分からないんだけど、カエサル師し匠しよう……）

　首を傾かしげながら、良介はリサラに引っ張られていったのだった。

「ね、美菜さん、キュールの予想通り、リサラお姉様のやる気が増したでしょ」

　水着の陰かげから、キュールがひょいと顔を出した。

「うう、二人とも仲良さそうです。リサラ綺き麗れいだし、優やさしいし、仕方ないけど、良介くんの優しくて強い所、気が付いちゃったのかなぁ……はぁ～」

　声を掛けられた美菜は、良介とリサラを見ながらブツブツと呟つぶやき、重い重いため息を吐いた。

「美菜さん？」

「あ、いえ、その、えっと、はい？」

　美菜がビクンッと驚き、ワタワタとした後、小首を傾げた。何も聞いてなかったらしい。

「ですから、キュールの予想通り、良介さんに任せればリサラお姉様は、闘とう志しがさらに増えるってことですわ」

「ええ、確かに……本当に、その通りです」

「美菜さん、なんか顔が暗いんですけど？」

「へっ、そ、そんなぁ、そんなこと全然ないですよ。はい。えっと、そうそう、それよりキュールさんはいいんですか。リサラを追い落としたかったんじゃ……」

「それはそれ、これはこれ、ですわ。キュールだってレストールの死神ですもの。メルローなんかに寝ね返がえったあのイリアを、ケチョンケチョンにしたいってのはお姉様と変わりませんわ。だからリサラお姉様には頑がん張ばって貰わないと。今回の生徒投票の順位だと、四位で零れい点てんのキュールには、ちょっと厳きびしいんですから」

　ニコッと可愛らしく笑う。

「そうですね。《グラム》さんの主人がイリアさんになると、良介まで取られちゃうんだし……リサラには頑張って貰わないと」

　そう言いながら、何とも複雑な顔を浮かべる美菜だった。
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「プハァァァァ、ビールが、美お味いしいっ！」

「結局、今日も来ちゃいましたねぇ、マルさん」

「しょうがないじゃないっ、無茶な命令受けて、明あ日した死にそうなのよ、私っ……ゴクッ、ゴクゴク、プッハァァァァ、呑のまなきゃやってられないわけ！」

「グビッ、何かあったんですかぁ？」

「う、ううぅ、この私が、私が……敵かなう相手じゃないのに……グビッ、グビグビ」

「すごい勢いですねぇ。お腹たぷんたぷんになりますよ？」

「ちょっ、それはどういう意味よ、乱！」

「……ビールっぱら？」

「そ、そんなことないわよっ、平気なわけ、平気っ。うん、触さわっても問題ないっ。給料のほとんど家賃とか飲み代に消えて、あんまり良い物食べてないし、問題ありませーん」

「はいはい、分かってますよ、マルさん。グビグビ、プハァ、まずは呑みましょうよぉ」

「それもそうね……ゴクゴク……はぁぁ、お酒って癒いやされるわぁ……ねぇ、乱、聞いてよ。明日の無茶命令、ホントッ酷ひどいんだから」

「どーしたんですかぁ？」

「前に言ったでしょ、グビッ、私は四級死神なわけ。あと一歩で三級だったんだけど」

「はぁ、言ってましたねぇ、ゴクゴク」

「それがよ、それが……一級死神と闘たたかえって言われたのよっ。ねぇっ、無茶にもほどがあると思わない？　ねぇねぇっ」

「ひあぁぁ、マ、マルさん、そんなに体を揺ゆすらないで下さいよぉ……うえぇぇ、酔よいが来ますからぁ」

「あ、ごめん……でもね、でも、それだけヒドイ命令なわけっ」

「はぁ、そーなんですかぁ。先生、死神さんの級ってよく分からないものでぇ」

「あ、それはそーね……ゴクッ、プハァ。級は六級まであるんだけど、ほとんどの死神が六級か五級って感じかしらね」

「へぇ、じゃぁ四級のマルさんは偉えらいんですねぇ」

「まあね。四から六級までが下級なんだけど、四級は下級死神を統とう括かつするって感じかしら？」

「はぁ、でもマルさん、下したっ端ぱしてますよね？」

「どこの世界にも、部下の居ない管理職っているのよ……グビグビッ、プハァァ」

「た、大変そーですねぇ」

「はぁぁ……ま、いいわ。上級は下級全体を統括したり、特とく殊しゆ任務とか、特に一級は特異者の専属になったり、まさにエリートよね。死神界でも一ひと握にぎりしかいないわけ」

「はぁ、ホント凄すごいんですねぇ」

「まーねぇ。上級になれば、特別な武器を与あたえられたりするし、使える術式も格段に増えるし、まぁ、格が違ちがうってわけ……そんな格が違う中でもアホみたいに格上な一級と、闘えって言われたのよっ。うう、心臓が止まるかと思ったわ……グビッ、グビグビ、プッハァァァァ、あんのクソ上司めぇっ」

「ど、どうどう、頑張りましょうよぉ、ね、マルさん」

「分かってるわよ。ヒドイ命令に負けてなるもんですかぁ。ゴクッ、あいつのことだもの、私が死んだって気にもとめないんだわっ。死んでたまるもんですか、アイツより絶対に先に幸せになったる、なったるでぇぇぇっ！」

　まだ、ストレスを発散しまくる女達の宴うたげは始まったばかりのようだった……。








　終章　とりっく　おぶ　ばすと







　夏の陽ひ射ざしがこれでもかと降り注そそいでいる。気温はぐんぐん上がって、もう三十度は超こえているだろう。

　絶好のプール日び和よりだった。

　そう、今日は土曜日。生徒達が待ちに待ったプール開きの日だった。通常は午前中だけで終わる土曜の授業も、今日だけは午後がある。

　朝からみんなそわそわとしている。

　それ以上に、水着コンテストに参加するリサラと美み菜なは落ち着きがなかった。二人して何度も何度もトイレに行くくらいだ。

　そしてあっという間に昼休みになった、その直後だ。

「ねえ～、良りよう介すけくん♡」

　イリアが真っ先に良介に声を掛かけてきた。

「な、なんだよ」

　思わず身構えた良介に、イリアは乱らん橋ばしが書いた校内案内委員指名のＡ４用紙を見せつけながら笑った。

「更こう衣い室とプールを案内してくれないかなぁ」

「ま、またかよ……」

「だってぇ、仕方ないもん。イリア、今日プール開きなのに両方知らないんだよ～？　混雑する前に知っておきたいもん」

「はぁ、分かったよ」

　仕方なく良介は立ち上がった。

「別に行かないでもいいんじゃない？」

　憮ぶ然ぜんとリサラが言う。

「言っていることは筋通ってるしな。それに後で色々と言われてもいやだろ」

「それはそうだけど……」

　どうにも納なつ得とく出来ないリサラに、良介は軽く苦笑する。

「ま、ちょっと案内してすぐ戻もどってくるからさ」

　その言葉に、リサラは渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「さてと、じゃぁさっさと行こうか」

「うん、良介くんっ」

　良介が歩き出す、イリアはすぐに付いてきた。ただ、前のように腕うでを絡からめたりはしてこない。素す直なおにちょっと後ろを付いてくるだけだ。

（何を考えてるんだ、いったい？）

　どうにも魂こん胆たんが分からない。本当に下見をしたいだけなのかも知れない。

（まあ、ここまで来て小細工もなにもできないし、そうなのかな）

　そんなことを思っていると、特にイリアとの会話もなく、もう更衣室だ。

「ここが更衣室だから」

　そう言って良介はイリアに道を譲ゆずった。

「良介くん？」

「いやだって、女子更衣室の中に俺おれが入るわけにはいかないし」

　もちろん一度は入ってみたい。中に女の子がいなくても、女の子達が着き替がえている空気を吸ってみたい、その空間に存在してみたい。

（あと、俺がいた、俺が呼吸した部屋で、女の子に着替えて欲しいっ。ノゾキはダメでも、ほらなんか想像がリアルになるし！）

　そう心の中で青少年の主張をする良介だが、実際に足を踏ふみ入れる勇気はちょっと無いのだ。

「う～ん、イリアも一いつ緒しよだから問題ないと思うなぁ」

　女子更衣室の扉とびらを開けたイリアが、良介の手を取る。

「問題、な、ないのかな、そういうもんかな」

　僅わずかな葛かつ藤とう。いや、葛藤したフリだ。体は、イリアの誘さそいに全く抵てい抗こうせずに、引っ張られるままに女子更衣室に足を踏み入れる。

「すぅぅ……はぁ……これが、これが女子更衣室の酸素っ」

　大きく深呼吸。肺の中にたちまち溢あふれる女の子達のかほり。

「ここで制服を脱ぬいで下着を脱いで裸ら体たいになって、水着を着るのかっ。そんでもって、濡ぬれた体を拭ふいて、よーく拭いて、下着を着けて制服を着るわけだっ。胸が大きいとか育ったとか話しながらっ！」

　夢が広がる。瞳ひとみを閉じるだけで、ありありとその光景が浮うかんでくるのだっ。

「ああぁ、女子更衣室……俺は今、禁断の聖地に足を踏み入れている。この一歩は女子にとっては小さな一歩だが、男子にとっては偉い大だいなる一歩だ！」

　握にぎりしめる両りよう拳こぶしに力が入りすぎて、ワナワナと震ふるえる。閉じた瞳からは熱い熱い涙なみだが流れ落ち、呼吸は、体にこの聖地の空気を染しみこませるようにゆっくりと深くなる。

「りょ、良介くん……？」

　さすがのイリアも一歩退ひく。理解不能なモノを見るような目つきだ。

「すぅぅぅぅ、はぁぁぁぁぁぁぁ……すぅぅぅぅ、はぁぁぁぁ」

　良介はイリアの様子に気が付かず、深呼吸に没ぼつ頭とう中だ。そんな姿にイリアが笑顔を引きつらせる。そして肩かたを落とすと、何な故ぜか女子更衣室の扉を閉めた。

　さらに自分の引きつった頬ほおを揉もみほぐし、にこやかな笑顔を取り戻す。それからツンツンと良介の体を突ついた。

「………………」

　その刺し激げきに、条件反射的に良介は目を開けた。状じよう況きようが整理できない。あれほどまで、良介の心を満たしていた着替えシーンが、目の前にない。空くう疎そな女子更衣室だけが広がっている。

「あれ？」

　不思議そうに周囲を見み渡わたすが、やっぱりそこはただの女子更衣室だ。夢は、もう終わっていた。

「フフ、良介くんってば本当に面おも白しろいんだぁ」

「面白い？」

　良介の妄もう想そう爆ばく発はつの発言に、そんな感想を言って来た子は今まで誰だれもいなかった。

「ええと、あれ……俺、何も言わなかったとか？」

「あ、あははは、色々と言ってたけど」

　やっぱりだ。それなのにイリアは、どうしてこんな笑顔をしていられるのだろうか。

「ねえ良介くん」

　混乱真っ最中の良介に、イリアがそっと囁ささやく。

「良介くんは、そんなに女の子の着替えを見たいの？」

「はい、見たい……って、いやその、ほらっ、男の子ってこんなものだしっ」

　思わず素す直なおに答えてしまい、慌あわてて打ち消す。

「フフ、良介くんって凄く素直なんだね」

　そう笑うと、イリアが何故か制服の胸むな元もとに手をやる。

「イリアね、そんな良介くんに、すっごく興味あるの」

　シュルリとリボンをほどく。

「ちょ、ちょっと、何をっ！」

　良介が尻しり餅もちをつく。だが、イリアはすぐに間を詰つめてくる。しかも、胸元を開けつつだ。

「ねぇ、良介くんって……すごぉくエッチなんだって？」

「え、いや、それほどでも」

「フフ、我が慢まんしないでもいいんだよ？　イリアに投票してくれるって約束してくれたらぁ、ご褒ほう美びあげるってだけなんだもん♡」

　イリアが上着の裾すそから両手を入れた。そして胸元辺りでモゾモゾと動かす。

「な、何を」

「今日のブラジャーはね、フロントホックなんだよ♡」

　良介から鼻血が一ひと滴しずく……。

「良介くんは、大きなおっぱい好きだよね」

　両手を戻して四よつん這ばいになると、胸元も露あらわににじり寄ってくる。良介の視線の先には、大きく実ったおっぱいの谷間がある。しかも、たゆんたゆんと横よこ揺ゆれしているのだ。

「ふ、ふおぉぉぉぉ」

　目が離はなせない。その魅み惑わくの空間に全すべての意識が吸い寄せられていく。だって生なのだ。グラビアとかで見る胸の谷間とは違ちがう、リアルがそこにはある。

　金かな縛しばりに遭あったように体が動かない。じっと見続ける。

「良介くん、触さわってみたいの？」

　イリアが良介の左手をそっと掴つかんで持ち上げる。

「え、あ、の、い、え、ひ、ひあぁぁぁ」

　何を言っているか自分でも分からない。ただ、イリアに掴まれた手を振ふりほどくこともしない。それをイリアは了りよう解かいと捉とらえたらしい。

「良介くんにだけするサービス・だ・ぞ♡」

　頬を少し赤らめてウインクをすると、ゆっくりと良介の手を開いた胸元に導く。

　指先が少しセーラー服の内側に入り、

「もぴゃぁ!?」

　良介はビクンと体全体を震わせた。だって感じる空気が違うのだ。指先だけがヘブン状態だ。少し温かい、それはきっとイリアの体温だ。

「まだだよ、もう少し先でしょ？」

　硬こう直ちよくしてしまった良介の手を、さらに力強く導いていく。徐じよ々じよに幸せに浸つかる部分が増えていく。指の第二関節までセーラー服の内側に入った段階で、指先はまるで直じかに肌はだに触ふれているかのような熱に包まれる。

「はぁっ、はぁ、はぁ……」

　目が血走り、魂たましいが疼うずく。半減しているはずの、良介の生きる力がフツフツと湧き上がってくるのを感じる。このまま手を突っ込こんで、揉み揉みしたい。素直にそう思う。

　イリアによる廊ろう下かでのおっぱい押おしつけによって、良介の生きる力はかなり復活していた。

　だが、今感じるのは復活を超こえていた。

　ゲージを超えてエッチな心が溢れてくるのを感じるのだ。

　そう、キュールとの戦いで《折れた剣けんグラム》を覚かく醒せいさせた時と同じ感覚だ。

　魂が激しく脈動し、生きる力があふれ出し、そして立っていくのだ。

　なにしろ、大きなおっぱいが揺ゆれながら自分の手を挟はさもうとしている。しかも、制服を着たまま、ほぼノーブラになって、だ！

「くっ、くぅぅぅぅぅっ！」

　良介の体が震える。もちろん怯おびえではない、武む者しや震ぶるいだ。

「ね、良介くん。水着コンテストで、イリアに点を入れてくれるよね♡」

　ズボッとイリアが良介の手を胸元に突き入れた。

　触れる。いや、挟まれる。たゆんたゆんと左から右から、左手がおっぱいにビンタされる。

「ちっ、乳ビンタだとぉっ！」

　夢、夢の世界だ。ここは天国かはたまた桃とう源げん郷きようか。男なら一度は夢見る、おっぱいによるビンタを、左手が、自分の左手がされているっ。

「ズ、ズルイぞっ、左手っ。お前だけ夢を叶かなえやがってぇぇぇ！」

　吠ほえながら良介は右手で左ひだり腕うでを、憎にくしみを込めて掴む。

「いいのよ、良介くん。もっともっと夢を見ても」

　イリアが、グラビア写真などで見せる誘うような色っぽい微ほほ笑えみを浮かべながら、今度は良介の右手を掴んで服の上からパイタッチ。

「と、ととととととととと、とっきぶつぅぅっ！」

　手の平に感じるツンとした突とつ起き物の感かん触しよく。それは、良介が知る女によ体たいの知識が間ま違ちがっていなければ、間違いなく胸の先せん端たんにあるはずの乳首だ。

「ほらほら、イリアはね、良介くんにおっぱいをもっと揉んで欲ほしいんだよ？」

　信じられない言葉が聞こえてくる。幻げん聴ちようにしか思えない。

　同時に、幻聴だろうがなんだろうが、ココまで来て揉まないヤツはいない。そう魂が叫さけぶ。

「も、もみもみ……もみもみっすね！」

「うん♡」

　幻聴じゃなかったらしい。

　もう理性の限界だ。指に力が入る。右手は下から持ち上げるように、左手は胸を横から搾しぼるように。

「あんっ、もっと優やさしく、ね？」

「オ、オーイエス！」

　もう自分でも何を口走っているか分からない。今、良介はおっぱいを揉むための存在になっていた。生きるために胸を揉むのではなく、揉むために生きる。揉む疲つかれを揉んで癒いやし、明あ日した揉むために今日揉むのだ。

　エッチな心が、ドクドクと溢れかえっていく。ムクムクと立っていく。

「んっ……んあっ、フフ、良介くん、あんっ、とっても上じよう手ずだよ……んっ」

　イリアの喘あえぎ声が聞こえてくる。

（ん……？）

　違い和わ感かん。今の熱くたぎった魂に、虚きよ無むの風が吹ふく。そう、虚むなしい！　と魂の一番深い場所が叫ぶのだ。

「良介くん、もっと……ね？」

　右手の上でおっぱいがたわむ。左手の中でぷるんとおっぱいが揺れる。その感触に、魂の叫び声がかき消される。目の前のニンジンに、青少年の脳のう味み噌そが正しい反応をしてしまうのだ。

　そんな良介に、イリアがさらに体を寄せてくる。

「ここまで、んっ、させてあげたんだから水着コンテストは、あん、け、決定だよね♡」

　にんまりとイリアが笑った。だが、その笑顔はもう良介には見えていない。

「く、くあぁぁぁぁっ、も────辛しん抱ぼう限界突とつ破ぱ！」

　もう限界だった。魂の底からムクムクと起き上がってくる。《折れた剣グラム》が徐々に良介の胸元に顔を出していくのだ。

「な、なにっ!?」

　イリアが驚おどろきと共に、離れる。

　だがそんなことはお構いなしに《折れた剣グラム》は、むくむくと良介の胸から起き上がっていき、

「……え？」

　ガクンと止まった。魂の奥おく底そこ、良介の生きる力がストップをかける。何か、己おのれの誇ほこりにかけてココまで騙だまされるな！　と、そう叫んでいる。

「そ、そっか、良介くんの生きる力ってエッチな心だったのね。でも、すごぉい。まさか《グラム》をここまで覚醒させてるなんて……」

　イリアが、良介の姿に驚いていた。

　だが、良介の心には違和感が広がっている。過去経験した時と、《グラム》の様子が違うのだ。刀身は全く姿を現していない。そもそも柄つかの様子が、どこか違う。なんというか短く細いのだ。

（半立ち？）

　良介は小首を傾かしげる。だが、イリアにはそんな違いが分かるはずがない。ただ、

「すごぉい。リサラさんが良介くんを選んだ理由が分かるわぁ」

　と呟つぶやいて目を輝かがやかせる。その瞳ひとみは、今までのものとは明らかに違う。誘さそうような、色気のある瞳ではなく、探るような落ち着いた瞳だ。

　そして、左手でメルローのシンボルモーモーラビットを掴んだ。

「フフ、もしかして良介くんがぁ、特異者だったりするのかなぁ」

　そう言って、イリアがするっとスカートを脱ぬぎ捨すてた。

「あは、エッチな気分になればなるほど、良介くんの霊れい力りよくは上がるってことだよねぇ。なぁら、もっともっとしちゃおっか」

　四つん這いになってにじり寄ってくる。

「う、うわぁ」

「あん、逃にげちゃ、だぁめ♡」

「そ、そー言われてもっ」

　胸に柄を出したまま良介が後ずさる。《グラム》が覚醒しているのに、妙みように冷静なのだ。

「もう、意気地無いなぁ。じゃぁ」

　イリアが膝ひざ立ちになり、ゆっくりと見せつけるように上着を脱いでいく。

「ほぉら。良介くんの大好きな大きなオッパイが、フフ、もぉすぐ全部見えちゃうよぉ」

　少しずつ少しずつ上着を脱いでいく。オッパイの下が見えてくる。頂上付近まで見えてくる。そう、彼女はさっきブラジャーを外しているのだ。つまり、制服の下は生乳だ。

　だが、それでは違うのだ。

「いや、それなら上着ありの方が。布地越ごしに確認出来る突起物こそが、我々のご褒ほう美びです！」

　良介はキリッとした顔で言い切る。

　その言葉に、イリアは一いつ瞬しゆんポカーンと目を丸くした。そして、

「ああもう、これだから童どう貞ていは面めん倒どうなのよぉっ！」

　いきなりイリアが、スポーンと上着を脱ぎ放った。

　ぷるんと震ふるえるオッパイは、良介のスコープで八十八センチ。

　が、だ。

「…………ん？」

　シュルシュルと《グラム》がさらに縮んでいく、柄のサイズからすると短たん剣けん程度にだ。同時に、熱く煮にえたぎっていた良介のスケベ心も、一気に鎮ちん火かしていってしまう。

「ちょっと、どうして!?」

「なんか違和感？　なんかこー違うんだよ。嘘うそくさいっていうか……」

　それは、ノーブラ上着にパンティだけという素す晴ばらしい格好ではなくなったことへの、フェティシズムが消え去った残念感とはまた違う。

　だが、そんなことよりも、虚きよ無む感かんというか違和感が魂から広がってくるのだ。

　どうしても、何か違う！　と思えてくるのだ。

「う～ん、とにかくぅ、それが良介くんの限界ってわけぇ？」

　イリアが言葉使いを元に戻もどす。

「残念だなぁ。霊力三百万じゃ、特異者にはほど遠いもん。でもなぁ、《グラム》を覚醒させたことは確かだし……はぁ、めんどくさいなぁ、もう」

　やれやれと頭を振ふりイリアが叫んだ。

「《装デイス束ラード》」

「ええぇっ！」

　周囲の塵じん芥かいが集まり、イリアの豊満な体を黒く包んでいく。

（なんでだ、なんで俺なんかにあの姿になるんだ？）

　呆ぼう然ぜんと死神姿になったイリアを、良介は見上げた。

「《フロッティ》！」

　その声と共に、黄金の剣けんが現れる。その剣をしっかりと握にぎり、良介に突つきつけた。

「ふふ、ちょっと試してあげるね。本当に今のが良介くんの限界なのかって。もしかしたらリサラさんが、何か封ふう印いんでもしてるかも知れないしぃ。人間、死にそうになったら信じられない力出るっても言うもんね♡」

　恐おそろしいことを言いながら、イリアがペロリと唇くちびるを舐なめた。

「いくら《グラム》でもぉ、この子の攻こう撃げきの前に本気を出さないで、ウフ、無事で居られるかなぁ」

「ちょ、ちょっと待てっ」

「待つわけないよぉ」

　イリアが剣を振り下ろす。慌あわてて立ち上がり、転がるように逃げた。と、良介が居た場所の後ろにあったベンチが、真っ二つになる。

「あは、気をつけてねぇ。この子の斬ざん撃げきってかなーり危ないんだよ？」

「危ない前に、し、死ぬっ、それ死ぬから！」

「だったらイリアにぃ、本気を見せて欲ほしいなぁ」

　小さく剣を横に薙なぐ。

「──っ」

　良介の頬ほおに一筋の傷が走り、血が垂れる。

「次は当てるけど、いい？」

　イリアが笑う。

「く、くそっ、お前……キュールより二倍以上タチ悪いぞ！」

「あら、あ～んな小こ娘むすめと一いつ緒しよにしないで欲しいなぁ。イリアはね、レストール死神養成学校創設以来の天才って言われたんだよぉ？」

　不ふ愉ゆ快かいだとプーと頬を膨ふくらませて、イリアが高く高く《フロッティ》をかざす。

「さ、どうするのかなぁ。このまま何もしないでいる？　そ・れ・と・も、抵てい抗こうしてみるのかな？」

「くそっ、分かったよっ、やってやるよっ。後こう悔かいしても知らないからな！」

　短く小さい《グラム》の柄を良介は握る。ドクンと《グラム》が身じろいだ気がする。そして、ズルリと《グラム》が良介の中から抜ぬき放はなたれた。

　それは、完全に前と違っていた。

　キュールとの戦いで見た長く逞たくましい剣ではない。一ひと握にぎりほどの柄と、二握りほどの折れた刀身しかない、ただの短剣だ。

　良介の魂たましいへと繋つながる鎖くさりは細く、まるで糸のようだ。特に脈動するわけでもなく、剣自体からも荒あら々あらしい感じを受けない。何より、良介の心を浸しん食しよくしてくるような感覚もなかった。

　一言で表せば、

「うっわぁ、貧弱な剣ねぇ」

　イリアの感想通りの存在だった。

「ま、いっか。試してあげるね♡」

「え、これ見てまだやるのぉ!?」

　そんな良介の悲鳴は何ど処こ吹く風で、イリアが《フロッティ》で斬撃を飛ばしてくる。

「え、ちょ、無理だろ、これっ」

　涙なみだ目めになって良介が《グラム》を突き出し──ギィンッ。

　火花と共に斬撃がはじき返される、イリアに向かってだ。

「やっるー！」

　イリアが、自みずからの斬撃を軽く打うち払はらう。

「流さ石すがはレストールの秘宝中の秘宝《折れた剣グラム》だね」

「いえ、もう限界です！」

　ガクガクと脚あしを震わせながら、良介は深々と頭を下げた。

（死ぬっ、死んでしまう、こんなこと続けられたらっ）

　今、斬撃を打ち払えたのは単なる偶ぐう然ぜんだ。そもそも涙目で、よく見えていないし……。

「あは、もう少し調べるに決まってるよ？」

　ドンッと床ゆかを蹴けり、一気に間合いを詰つめてきた。

「いやぁぁぁぁぁぁっ！」

　すかさず悲鳴を上げて、良介が逃げだそうとする。が、そんな動きが死神装しよう束ぞくを着たイリアに通用するわけがなく、瞬またたく間まに前方に回り込まれてしまう。

「あのね、この装束を着ている時の死神の身体能力って、人間とは比ひ較かくにならないんだよぉ。つ・ま・り、逃げられるわけないってわけ、ウフ♡」

　イリアが、パチンとウインクを送ってくる。そのウインクは、観念しなさいって合図にしか思えない。

「ど、どーして俺おれがこんな目にっ」

　ようやく良介は観念して《グラム》を構えた。その腰こしは、完全にへっぴり腰で、脚だってガクガクと震えて、歯はガチガチと音を鳴らしっぱなしだ。

「あんもー、みっともないなぁ。男の子なら、もうちょっとシャキッとしなきゃだめだよ？」

「無理ですっ、怖こわいですっ、見み逃のがして下さい！」

　涙目で訴うつたえる。

「あーあー、こんなじゃ調べないでも、特異者じゃないって分かっちゃうなぁ」

「なら、見逃して下さい！」

　泣きべそかいてまた訴える。そんな良介にイリアが微笑した。

　助かった。良介は思った。

「イリアってぇ、怯おびえてる子を虐いじめるの大好きなんだ♡」

　瞬く間に絶望だ。

「サドだぁぁぁぁぁぁ！」

「クスクスクス」

　嬉うれしそうに笑いながら、イリアが《フロッティ》を掲かかげる。

「ホント待って、土ど下げ座ざします、靴くつ舐なめます、脚舐めます、腋わきの下舐めるからぁぁっ！」

「へ・ん・た・い！」

　にこやかに罵ののしりながら斬きりつける。

「ギャ───────スッ！」

　キィィィンと澄すんだ音が響ひびいた。良介が必死に押おし出した《グラム》が、《フロッティ》と交差していた。

　もっとも良介はその圧力に耐たえきれずに《グラム》ごと後方に吹ふき飛んでしまい、ゴンッとロッカーに背中から衝しよう突とつして崩くずれ落ちる。

「い、いたたたた……」

　あちこち痛む体を引きずって、良介はなんとか頭を上げた。凹へこんだロッカーに頭を預けて、自分の体を確認する。大の字に放り出されているその体は、細かい傷が至る所にあるが、奇き跡せき的に大けがはしていなさそうだ。

　ただ、二本の剣が衝突した衝しよう撃げき波はのせいで良介の服はズタボロだ。ズボンまでずり落ちてしまっている。

「う～ん、これ以上は殺しちゃいそうだし、ここまでかな」

《フロッティ》を肩かたに担かついでイリアが良介に歩み寄ってくる。そして《グラム》を持っている右みぎ腕うでを踏ふむ。

「いてぇぇっ」

「この場で《グラム》を引き抜いてもいいんだけどぉ。それだとリサラさんの公開赤あかっ恥ぱじショーがなくなっちゃうもんね」

　グリグリと腕を踏みながらイリアが良介を見下ろす。

　そんなイリアを良介は怯えた目で見上げて、釘くぎ付づけになった。怖いからではない、痛いからでもない。

　見えてしまったからだ。

　イリアの死神装束を下から見るとある、そのパンティに。

「あれ、どーしたの？　そのにやけた顔？」

　イリアが小首を傾かしげた。この状じよう況きようで、ニヤニヤ出来る人間などいるだろうか。そうイリアは悩なやんだ。

「もしかして、真性のドマゾさん……とか？」

　違う、と思う。何より、良介が今にやけているのは、違う理由なのだ。黒い死神装束の下に、イリアの趣しゆ味みなのか、赤いレースの大人パンティが見えているのだ。

（下着のみってより、スカートの中の下着を見るってのが、やっぱり通だよな。それに、片足を上げてるせいで下着の向こうのお尻しりの肉が少し見えて、そこも良い感じだ。うーん、分かる、分かるぞ。この光景の中に、嘘うそはない。このエッチな空間はリアルに満ちあふれてる！）

　そう、魂の奥底で良介の生きる力が歓かん喜きの声を上げている。こんなお宝な光景、今まで知らない。見たことがない！

　もちろん、コッソリ見てはいけない所をのぞくとか、褒ほめられた行こう為いじゃない。だが、自分をここまで一方的に痛めつけたのだ。この程度の仕返しは構わないだろうと良介は、じっと見ながら言い訳を思い浮うかべる。

　イリアは全く理解が出来ずに、訝いぶかしみながら見下ろすだけだ。

　その間にも、良介はこの光景を堪たん能のうし続ける。

　さすがに下着は透すけてはいない。それでも細く、煽せん情じよう的なデザインだ。両りよう脇わきなんてヒモになっている。

「んんんんっ!?」

　思わず良介が大きな声でうなった。

「な、なによ？」

　気味悪そうにイリアが声を上げる。

　だが良介はそんな声は聞いちゃいない。だって、だってだ、

「金色のが一本、縮れたのがはみ出てるぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　ってわけで、良介は歓喜の絶ぜつ叫きようを上げていた。一呼吸置いて、

「なに見てるのよぉぉぉぉぉ!!」

　イリアの悲鳴も上がった。

　すぐにスカートを押さえて、イリアが飛び退のく。

「すげぇ、人生二度目。しかも赤いのに続いて、金色だぜ、おい。俺、俺の世界一の幸せものがぁ！」

　ドクンッ。

　タラーリと涎よだれが流れるのと同時に、震ふるえる。脈動を始める。

　魂たましいが嬉しい！　で満みちあふれて、生きる力に変へん換かんされていく。

　鎖が、まるで動脈か何かのようにドクドクと脈打ち始める。

　半立ちの《グラム》もまた、獰どう猛もうな歓喜に満ちあふれていく。

　そして、良介も荒々しい原初の欲よつ求きゆうに体を変化させ始める。

「え……？」

　イリアの目が点になった。

　その視線の先で、ムクムクと、雄お々おしく起立していくのだ。

　強さの象しよう徴ちようのように猛たけ々だけしく乱暴に、ズタボロの衣服を押しのけて立っていく。

「っ──────キャァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　可か愛わいらしい女の子みたいな悲鳴が上がる。涙目になって、真っ赤な顔を両手で覆おおい隠かくし、

「しまってけれぇっ、お願いすっからぁ。そのばっちーの早くしまってけれぇっ！」

　叫さけんだ。しかも、今までの口調とはガラリと変わった、なにやら方言っぽい言葉でだ。

　だが、それが良くなかった。

　これまでの高圧的な態度から一変した弱々しい乙おと女めな姿がまた、なんとも良介のフェティシズムをくすぐるのだ。

　そこにこの方言だ。

「うおぉぉぉぉ、ギャップ最高ぉぉぉぉっ。純じゆん朴ぼくな感じがして堪たまらない！」

　どんどん燃え上がってしまう。

　だが、とも思う。

（でもな、怖がってるし、可か哀わい想そうな気もする。そうだよなぁ、いくら嬉しくても、女の子を泣かしちゃ……）

　そんな考えが過よぎった時だ。

　ドクンッと《グラム》が、そして影えい響きようされるように魂が脈打った。

　まるで足りない、もっともっと霊れい力りよくを寄こせと言わんばかりに、激しく脈打ち始める。

「お、おい？」

　戸と惑まどう。だが《グラム》は容よう赦しやなしに脈打ち、長く太くなっていく。そして、良介と《グラム》が混じり合っていくような感覚が始まる。

　気が付けば、良介は立ち上がっていた。

　目の前では、イリアが腰を抜ぬかしたように尻しり餅もちをつき、グスグスとしゃくり上げている。立ち上がった良介の股こ間かんの象徴を突つきつけられて、大パニック状態のようだ。

「や、やめろって、俺は……くっ、お、女の子を泣かせるのは、いや……だから」

　女の子が泣いている。その事実が良介を再び覚かく醒せいさせる。抵てい抗こうする。《グラム》もまた負けじと良介を押し返そうとする。

　一つの体に存在する二つの意思が、鎖くさりを通じて激しく引き合い始めたのだ。




　　　　※　※　※




「良介が遅おそいから……じゃない、早めに来てみれば、どうしてマルベック先生がここにいるのかしら。しかも結界まで張って！」

　着き替がえセットを持ったリサラが声を張り上げた。だが、更こう衣い室の扉とびらに陣じん取どっているマルベックは、苦笑しか浮かべない。

「マルベック先生、どいて下さい。この中に良介くんがいるはずなんです」

　美菜も訴えるが、マルベックは動こうとしない。

「ごめんなさいね、二人とも。私もさ、上の命令でここをどくわけにはいかないわけ。わかるでしょ、死神組織の上下関係がどれだけ厳しいかくらい」

　マルベックが困ったように肩をすくめた。

「どうしてもって言うなら、実力行使だっていいんだけど。下級死神の分際でこの一級死神リサラ・レストールに逆さからえると思ってるわけ？」

「それはどうかしらね……《装デイス束ラード》」

　ペンダントのモーモーラビットを握にぎりしめ、マルベックが術式を唱となえる。その煽情的な衣装が、周囲の塵じん芥かいを飲み込んで変化していく。

　その姿は、リサラやイリアのモノとは随ずい分ぶんと異ことなっていた。まるでハイレグ水着のような、随分と露ろ出しゆつの多い死神装束だ。

「ふんっ、下級死神らしい装束ね。体を覆いきれてないじゃない」

　リサラが鼻で笑うが、マルベックは動じない。

「その通りね。装束同士で闘たたかえば、私に勝ち目なんてないわけ。でも、この女子更衣室の中に掛かけられた結界が《隔リユ離ンのグ小ヴ島イ》と知っても、リサラさんは《装デイス束ラード》を唱えられるのかしらね」

　勝ち誇ほこったように言う。

「《隔リユ離ンのグ小ヴ島イ》ですってっ……イリアの仕し業わざね、あいつっ」

　リサラが左手の平を右拳こぶしで打って、悔くやしそうに女子更衣室棟を見み渡わたした。その表情には、焦あせりが浮かび始めている。

「リサラ、なんですか、それ？」

　美菜の質問に、リサラは低い声で答える。

「上級の結界術式よ。結界内をこの世界から切り離はなしちゃうの。そうすれば、互たがいに行き来は出来ないし、音も伝わらないわ。そして、解除するには相当なスピリットマネーを使うのよ。つまり、私が蓄たくわえているスピリットマネーじゃ、《装デイス束ラード》を使えばもう解除するだけの残りがなくなっちゃうのよ」

「その通り。そしていくらリサラさんが一級でも、《装デイス束ラード》をした下級死神には勝てないわけ。しかも私は、あと一つ上がれば上級の二級なわけ」

　余よ裕ゆうたっぷりにマルベックが笑う。

「手て詰づまりってことですか？」

「現状だとね。ねえ美菜、良介にとって女子更衣室に閉じ込められるってのは、ちょっと問題有り過ぎだと思わない？」

「ええ、刺し激げきでいっぱいです、良介くんにとっては……」

「あげくに、あのイリアは手段を選ばない色しき情じよう魔まだし」

　その忌いま々いましげな言葉に、マルベックも何な故ぜか頷うなずく。

「そうそう、出世するためには手段を選ばないし、お偉えらいさんには色いろ仕じ掛かけするし、人使いは荒あらいし……はぁぁぁぁ」

　深い深いため息だ。

「あ、貴あ方なたも苦労してるのね」

「そりゃもう、あの非道上司の下で……って、そうじゃないわけ。とにかく、諦あきらめてくれないかしらね」

「諦めるも何も、手も足も出ないって言ってるじゃない」

　力なくリサラが言った時だ。キザとしか言いようのない声が響ひびく。

「やれやれ、僕ぼくはキミのそんな姿はあまり見たくないんだけどね。ああ、もちろん、僕のせいでそうなるならば、大だい歓かん迎げいなんだけど」

　玉たま野のが、ゆっくりと歩いてくる。

「何しに来たのよ？」

　不ふ機き嫌げんさを隠そうともせずにリサラが睨にらむが、玉野は嬉うれしそうに微ほほ笑えみ返した。

「うーん、そうそうその視線だよ。やはり美人は怖こわい顔しても堪たまらないね」

「だ・か・ら、何をしに来たのよ！」

「もちろん、プール開き実行委員長として下見だよ。別に女の子達が着替える前の更衣室に入って、この僕の吐はいた息を残しておこうなんて思ってないよ」

「うわぁ……変態」

　リサラのその感想に、美菜とマルベックも頷く。

「で、イリアくんと加か賀が良介が中にいるのかい？」

「そうよ、良介と一いつ緒しよよ。でも、そこのマルベック先生が通してくれないのよ！」

　イライラとリサラが叫ぶ。

「ごめんなさいね。私にも事情があるわけ」

「ふうん……魅み惑わくの女子更衣室にエロ介が、か。それは少々気にくわないね。だって、女子更衣室だろ。男子の夢、男子の桃とう源げん郷きよう、男子のエルドラド、男子のシャンバラたる女子更衣室じゃないか。誰だれだって、女子更衣室、女の子達がキャッキャウフフしながら着替える空間の空気を吸いたいっていうのに、あのエロ介め……」

　ブツブツとそう言うと、ポンと手を打った。

「一つ聞くけど、マルベック先生がいなければ中に入れるのかい？」

　ひそひそとリサラに訊たずねる。

「ええ、そうよ。結界が張ってあるけど、解除は出来るもの」

　リサラが早口で答える。

「ふうん、そうかい。なら、マルベック先生はこの僕に任せてくれないかな」

「はぁ？　相手は装束をまとった死神なのよ。貴方がボクシングをしてたって、人間に敵かなう相手じゃないのっ」

「僕を心配してくれるのかい。ふふ、それは嬉しいね」

「あのねぇ……」

「ま、この僕に任せてくれないかな。学園一、いや町内一のイケメンとは、この僕のことなんだから」

　そう言って髪かみを掻かき上げると、玉野はゆったりと、少し腰こしをくねらせながらマルベックに近づいていく。

「な、なにをしようってわけ？」

「何ってほどじゃないですよ。たださ、マルベック先生は確か独身でしたよね？」

「そ、そうだけど、何よ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でマルベックが答える。

「いえね。もうすぐ夏じゃないですか。どうです？　今度僕と、フロリダ辺りの海でゆっくりとゴージャスな休日を過ごしてみませんか。ああ、もちろん旅費等は全すべて僕が持ちますとも。我が玉野グループ系列にホテルがありますので」

　そう言って、玉野が証しよう拠ことばかりに写真を一枚取りだす。そこには確かに、玉野が海外の海をバックに写っていた。それを見たマルベックが、

「海外、フロリダ、ホテル、ゴージャス……」

　ポカーンと抜けた顔になってしまう。その脇わきを、そろそろとリサラ達が通っても気が付かないほどのトリップっぷりだ。

「実は僕の誕生日向けに取ってある十七年もののワインもあるんですよ。カベルネ種の一品でして、この赤と松まつ阪ざか牛がとてもよくあうんです。どうですか、ご一緒にフロリダの夜景を見ながら最高級和牛を食べてみませんか？」

「お肉、豚ぶたバラじゃないお肉、ワイン、ガード下以外の夜景、海外で日本のぉ」

　ぺたんとマルベックが尻餅を突いた。どうやら、脳のう味み噌そのスペックを超こえる贅ぜい沢たくな想像に処理落ちをしてしまったようだ。

　にもかかわらず、玉野はさらに耳元で「マリンジェット」や「ファーストクラス」等々と囁ささやき続けていく……。

「日ひ頃ごろ、どれだけ貧しい生活をしてるのよ」

　女子更衣室の扉付近に両手を突き出したリサラが、やや引きつった笑みを浮うかべる。

「確かに、ちょっと可哀想です……」

　美菜も同感らしい。

「ま、いいわ。ちゃっちゃと結界を解とくわよ」

　リサラが結界に集中する。

「汝なんじ、全てを喰くらう者よ」

　リサラが両の手で触ふれている空間が徐じよ々じよに赤くなり始める。そこから蜘く蛛もの巣すのように、赤い線が走る。

「行ける……今こそ恨うらみを果たす時ぞ」

　ビキビキと赤い線に沿って亀き裂れつが入った。リサラは一度深呼吸をすると、叫さけんだ。

「全てのしがらみから解き放たれよ」

　その瞬しゆん間かん、ガラス窓が割れたかのように、空間がガラガラと崩くずれ落ちた。

「美菜、中に入るわよ！」

　そう言うリサラは、もう女子更衣室の扉に手を掛けている。

「は、はいっ」

　美菜も急いで中に飛び込こんだ。と同時に、リサラの背中に顔をぶつけてしまう。

「いたっ……リ、リサラ？」

　リサラが顔を横に背そむけていた。その拳がぎゅっと握られたままワナワナと震ふるえている。

「え、ええと、もしかして怒おこってます？」

　美菜の言葉に、リサラが顎あごで奥おくを指し示した。

「えっと……」

　リサラの後ろから抜ぬけ出して、女子更衣室の中を美菜が見渡し、

「キャァァァッ！」

　悲鳴と共に下を向いた。

「良介、これはどういうことかしら？」

　リサラの低い低い声が女子更衣室に響き渡わたる。

　その声が決定打だった。良介は怖かったのだ、本当に怖かったのだ。

「ごめんなさいっ、不ふ可か抗こう力りよくです！」

　慌あわてて謝あやまり良介が壁かべを向いた。《グラム》もあそこも、あっという間に縮んじゃっていた……。

（へ、へたれ……）

　そんな声が魂たましいの奥から聞こえた気がしたが、それは良介自身の自じ虐ぎやくかもしれない。我ながら、なんとも情けないと思うのだ。

「ふうん、なるほどね」

　リサラがカツカツと足音を立てながら、近寄ってくる。そして、抱だくようにして良介の胸に触れた。

「リ、リサラ？」

「黙だまってて」

　魂の底で《グラム》が震え、霊れい力りよくが抜き取られていく。

「まったく、このエロ介は」

　手を離してリサラが苦笑した。《グラム》が覚かく醒せいするほどの霊力だったせいか、抜かれてもいつものような喪そう失しつ感かん、虚きよ無む感かんはない。はっきりと、女の子が好きです、揉もみたいです！　と思える。

「また《グラム》を覚醒させたのね」

「はぁ、あの……ええと」

「どうせイリアの色いろ仕じ掛かけか何かで暴走したんでしょ」

「事の発ほつ端たんは、うん、そうだな」

「ったく、そのスケベな所はどうにかならないのかしら……はぁ」

　リサラは額を押さえると、

「《地ドの中ヴのエ小ル人グ》よ」

　術式を唱えた。すると、コンクリ張りの床ゆかから、あり得ないことだが土がもこもこと盛り上がって、小さな男の妖よう精せいが顔を出す。

「この者に白き衣服を作りなさい」

　妖精は横おう柄へいに頷くと再び土に潜もぐり、一秒も経たたずに白い布きれを持って現れた。

「ご苦労様。もう帰っていいわよ」

　妖精はオヤジくさく笑うと、再び潜っていった。そこにはもう、盛り上がった土もなにもない、ただのコンクリの床があるだけだ。

「な、なんだよ、今の」

「この制服を作ったのと同じ術式よ。それよりほら、早くこれを穿はいてよ」

　白い布きれを手にして、良介に押しつけた。

「なにこれ？」

「パンツよ、パンツ。それともなに、このまま裸はだかでいるつもり？」

「わ、悪いっ」

　慌てて良介はパンツを穿き……がっくりと床に手を突ついた。

「リサラさん、これ……女性の下着なんですけど」

「仕方ないでしょ、咄とつ嗟さに生成したら、前に自分用に作ったのと同じになったのよ」

「ヒドイ……」

　シクシクと泣く良介を無視して、リサラがイリアを見下ろした。

「イリア、人の契けい約やく者にちょっかいを掛かけるって、どういうつもりかしら」

　良介なら即そく座ざに謝ってしまいそうな視線を投げる。だがイリアは、その視線によってようやくパニックから立ち直り、ゆっくりと余よ裕ゆうの笑みで立ち上がった。

「契約者って言ってもぉ。正式契約なら考えるけど、《グラム》を突き刺さしただけの一方的な関係だと思うのぉ」

「そ、それは」

「でもでもぉ、契約って認めてあげるねぇ」

　言葉は可か愛わいいが、目は笑っていない。

「どういうことよ」

「だからぁ、契約者がイリアにかけた迷めい惑わくをぉ、リサラさんに償つぐなってもらうってわけ。あは、イリア頭いいっ」

「何を馬ば鹿かなこと言ってるのよ。そもそも貴あ方なたが色仕掛けなんかしなきゃいいんでしょうが！」

「う～ん、そんなのイリア知らないもん。イリアはね、と・に・か・く、腹いせが出来ればいいんだよ？」

　言うやいなや、《フロッティ》を振ふり上げる。

「《装デイス束ラード》」

　リサラも即座に対応して術式を唱えると、死神装束を身にまとう。そして《カルヌーンプラデュール》を呼び出す。

「あは、早い早いっ。でも、実力の差は歴然だと思うなぁ」

「何度も何度もっ負けるわけないでしょっ」

　リサラが《カルヌーンプラデュール》を振り上げて、地面を蹴ける。刹せつ那な、イリアが《フロッティ》を突き出し、斬撃を飛ばす。リサラは右斜ななめ前に体をずらして、辛かろうじて避よけると同時に、強ごう引いんに《カルヌーンプラデュール》を横に薙ないだ。その上をイリアが器用に飛とび越える。二人が、共に間合いを取るため後ろへと飛ぶ。

　良介にはそれら一連の動きが、一いつ瞬しゆんにしか見えなかった。

　その証拠に、イリアの斬撃が飛んだ更衣室の壁が、リサラが薙いだ先のロッカーが、ようやく崩れ落ちる。

「凄すごい凄い、ちょっとは腕うでを上げてるんだ。でもぉ、何度も何度も負けてきたのは、どこの誰だれだったかなぁ♡」

　イリアが《フロッティ》の柄つかを両手で持ち、深く腰を落とした。リサラは、その姿を見て腰を落とすと同時に体を捻ひねる。鎌かまである《カルヌーンプラデュール》の刀身を自分の体に隠かくすようにし後ろへと回した。

　そのまま二人がにらみ合う。

　夏の暑さの中で汗あせを滴したたらせながら微び動どうだにせずに、まるで剣けん豪ごうドラマのようにリサラとイリアがにらみ合っている。

　その緊きん張ちよう感かんに、美菜は腰こしを抜かしたように座り込んでしまっていた。

　いきなり二人が走り出した。リサラは捻った体をバネのようにして、回転力と共にイリアに下から斜め上へ、鎌を薙ぐ。イリアも斬撃を飛ばさずに、直接振り上げた《フロッティ》を──《カルヌーンプラデュール》にたたき込む。
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　火花、いや花火のような衝しよう撃げきが走る。

　同時に、ガチャンと《カルヌーンプラデュール》が地面に落ちる音が響ひびいた。

「くっ」

　手を震わせてリサラが呻うめく。

「《カルヌーンプラデュール》ちゃん、うん、中々の武器だけどぉ、《フロッティ》ちゃんの前じゃ格が落ちるよね。もうっ、死神としても格下のリサラさんが、格下の武器でイリアに勝てるわけないよぉ」

《フロッティ》をリサラの前に突き出してイリアがニヤニヤと笑う。リサラは、視線を落とした。悔くやしそうに肩かたが震えだす。

「うーん、どうやって良介くんのしたことを謝ってもらおっかなぁ。あ、土下座でもしてもらおっかなぁ、二度とイリア様には逆らいません、どうかこの弱っちくて負け犬で貧乳なリサラをお許し下さいってっ。アハ、アハハハハハ、それ名案かもぉっ」

「イリアぁっ！」

　顔を上げ躍おどりかかろうとして、リサラが《フロッティ》の切っ先に押し止とどめられる。

「学習しようよぉ、次席のリサラさん」

　抵てい抗こう出来ずに、リサラがぺたんと座り込んだ。

「うふ、うふふふ、たっのし～♡」

「バカにするな」

　言葉と行動が同時だった。《フロッティ》の切っ先に身をさらして良介は、腋わきの下に手を突っ込こみリサラを抱かかえ上げた。

「良介!?」

「会った次の日の朝だったか、言ったはずだぞ。俺の中じゃお前は、乱暴粗そ暴ぼう高たか飛び車しや系だってな」

「え、ええと」

　目をぱちくりとさせて見上げてくる。

「それがお前、こんな所で土下座されてみろ。俺の中で、リサラをどう扱あつかっていいか分からなくなる。そのだから、あれだ……」

　言っていて、徐じよ々じよに恥はずかしくなってきちゃう。

「そうそう、俺が困る。うん、俺の中のヒエラルキーでお前は、俺より上だ。そのお前が土下座なんてしてみろ、俺は今後、俺ヒエラルキーの中で、お前の配置に困るわけだ、うん」

　うんうんと良介は頷うなずく。と、後ろから、

「ふふ、良介くんも意地っ張りだ」

　美菜の笑い声が聞こえてくる。

「うっせぇ。とにかくだ、ほら、ちゃんと立てよ、リサラ」

「え……」

　戸と惑まどうリサラに、良介は引きつった笑みを返す。

「いや、あのさ……実は、イリアの前だって思うと、さっきから膝ひざが笑って仕方ないんだな、これが」

　そう、正直言って怖こわいんです。さっきイリアに痛めつけられた記き憶おくは、良介の中にしっかりと残っていて、膝は笑うわ、油断すると歯をガチガチと鳴らしそうになるわと、恐きよう怖ふが暴れ回っているのだ。

　そんな様子を見たイリアが、こめかみを引きつらせた。

「良介くん、おふざけもほどほどにして欲ほしいなぁ。それにぃ、男がパンティ一丁でヒーロー気取りですかぁ？　しかも怯おびえまくってて、バカを通りこして滑こつ稽けいって感じ」

「ヒ、ヒーローって、俺がそんな人間じゃないのは分かってるっての。たださ」

「ただ、なぁに？」

「俺は俺なんだよ。女の子は宝だ。大切にする。出来る限り頑がん張ばって、守る。それを破ったら、俺が俺じゃなくなるんだよ。もう、エッチなＤＶＤ見て喜ぶことも、体育を見て鼻の下を伸のばすことも出来なくなっちまう。俺が俺として、女の子ライフを送るために、最低限、ここだけは譲ゆずれないんだよ。だから、無む駄だでもなんでも、踏ふん張ばりたいんだ」

　イリアを睨にらみ返す。

「すっごいイリア、腹が立つんですけどぉ。この、クソ凡ぼん人じんさんにっ」

　イリアが《フロッティ》の切っ先を良介ののど元に突きつける。それだけでもう、

「ひぃっ」

　失禁しそうになって顔を背けてしまう。それでも、震ふるえているけど、その場に踏みとどまってリサラを支える。

「良介……」

「あ、あのリサラさん、出来ればその、は、早い所、立ち直って欲しいんですけど。マ、マジ怖いんだけどっ」

　声が震えるのを止められない。もう本能が、さっきからサイレンを鳴らしっぱなしだ。

「ああもうっ、面めん倒どうねっ、二人ともここで二度とこのイリアに逆らえないようにしてあげるんだから！」

　たかだかと《フロッティ》を掲かかげる。

「うっそぉぉぉ！」

　悲鳴に近い声を上げながら良介は、リサラを庇かばうために前に出ようとした。

　リサラもまた、良介を庇うように前に出る。

　互たがいに相手を押しのけて前に出ようとして、その結果──、

　ズテン。

　絡からまり合うように仲良く転んでしまいました。

「アハハハハハハハ、ばっかみたーい！」

　もがく二人にイリアが《フロッティ》を振り下ろした時だ、

「《盾アスタルツフ》」

　声と共に、光の膜まくが良介とリサラの上に出現して、《フロッティ》が撥はね返される。

「今度は誰よぉ」

　イリアが噛かみつくような視線を入り口に向けた。

「あら、この辺りに術式を楽に使いこなす死神って、そういましたっけ。あは、正確にはまだ死神じゃないんですけれど、キュールは」

　キュールが、カエサルを連れて立っていた。

「どうしてカエサルが？」

　良介の疑問に、キュールがクスリと笑う。

「何があるか分かりませんもの。今日は一いつ緒しよに来てもらったんですの。しかしまぁ、リサラお姉様もお姉様ですわ。こんなド田い舎なか者ものに何度も負けるなんて」

　やれやれとキュールが歩いてくる。しかも、平然とだ。

「ド田舎者？」

　良介の問いにイリアが憮ぶ然ぜんとして顔を背そむけ、キュールがニヤァと笑みを浮うかべた。

「このイリアは、死神界でも田舎中の田舎出身なんですの。養成学校初期は訛なまりが酷ひどくて酷くて、誰も言ってることが分からなかったほどですわ」

「ふん、そんなことより《装デイス束ラード》も唱えないなんて、良い度胸ねキュール」

　イリアが探るように言う。

「キュールに言わせれば、こんな所で死神装束姿で喧けん嘩かしてる二人の方が良い度胸というか、お馬ば鹿かさんですわ。霊れい力りよくを感じて、急いで来たからいいようなものの。この建物壊こわしたら、上にどう報告するんですの？　気にくわない相手がいるから、戦せん闘とうしましたとでも言うのかしら。あは、そんなことすれば、大目玉じゃすみませんわよね。人間界との条約にも反しますわ」

　ニヤニヤとキュールがイリアを見る。

（いや、お前がまっさきにリサラと闘たたかったじゃないかよっ）

　良介は思わず心の中で突つっ込んでしまう。

「イリア達が知らないとでも思ってるわけ？　朝あさヶが谷や公園での戦闘痕あとは、リサラさんとキュールちゃんのだったと思うけどぉ」

　どうやら向こうにもばれているらしい。が、キュールは物もの怖おじせずに、口に手を当ててプッと笑った。思いっきり相手を小こ馬ば鹿かにした感じで、だ。

「戦闘演習と実戦の差も分からないなんて、レストール死神養成学校始まって以来の天才と謳うたわれたイリアってのも、大したことないんですのね。もう少し越こえるのに大変な山かと思いましたけど、これなら天才の座は、近いうちにキュールのものですわ」

　どこにそんな度胸があるのか、キュールはニコニコと笑う。案の定、イリアの顔は怒いかりでいっぱいだ。

「まったく、もうプール開きなのにプール施し設せつを壊してどうするんですのよ。この被ひ害がいだけでももみ消すのが大変ですのに。やだやだ、血の気けの多い田舎者は」

「フ、フフフフ、イリアにそごまで、しゃべっちょかぁ」

　握にぎりしめた《フロッティ》が怒りの余り震えている。その瞳ひとみは──完全に理性が飛んじゃった瞳だ。

「お、おい、切れてるぞっ、どうすんだよ！」

　リサラごとキュールの後ろに逃にげた良介が、イリアを指差す。

「あらぁ、ちょっと怒おこらせ過ぎちゃいましたわ」

　キュールの額に一筋の汗……。

「でも仕方ないですわ。だって、キュールってば火に油を注そそぐの大好きなんですもの」

「あのなぁぁぁぁぁっ！」

「あははは、こりゃ参りましたわぁ」

　無責任にキュールが乾かわいた笑い声を上げる。聞いてる良介は、もう涙なみだ出ちゃいそうだ。

「ガルルルルルッ！」

　そんな危機に飛び込んできたのは、カエサルだった。

　良介のようにおっかなびっくりではなく、四つ足をしっかりと床ゆかに張って、何い時つでも飛び掛かかれるように身を低くしてイリアを睨み付ける。

「何、こいつ……」

　迫はく力りよくに押おされたイリアが、一歩退ひいた。

「キャー、カエサルー！」

「カエサル、ステキー！」

　最初の歓かん声せいがキュールで、後の歓声が良介だ。ちなみに、キュールがカエサルの仮契けい約やく主であり、良介が飼い主だ。

「……オン」

　ちょっとカエサルが情けなく鳴いちゃう。

「犬さ一いつ匹ぴきに、構ってられっがってのぉ！」

　目を血走らせてイリアが《フロッティ》を突き出そうとした瞬しゆん間かんだ、

「ちょっと待ってくれないかな」

　またもや乱入者が現れた。

「玉野っ!?」

「先せん輩ぱいだろうが、良介くん」

「あ、まぁそりゃそうか、玉野先輩！」

「よし」

　頷くと玉野が静かに歩いてくる。

「ふむ、見事だな犬くん。キミにはイケメンの気配を感じるよ」

　ニコリとカエサルに笑い、玉野はまるでそこが自分の正しいポジションとばかりに、部屋の中央に立った。

「イリアの邪じや魔まをするなら、容よう赦しやしないよぉ？」

「冷静になって欲しいな。キュールくんの言葉が聞こえたけど、プール開きの日にプール施設が壊されでもしたら学園は黙だまってないよ？　そして、この僕ぼくも家に働きかけなきゃいけなくなる。そう、プール開きイベントの実行運営委員長として、そして今回のイベントを心から楽しみにしている、この僕としてはね！」

　キラリと歯を見せて笑う。

「それにだ。コンテスト参加者はそろそろ時間だよ。四人とも欠席するつもりかい？」

　キラリと歯を光らせて笑う玉野の前に、イリアもリサラも渋しぶ々しぶと装束を解いた。そしてイリアが、くるりと身を翻ひるがえして更こう衣い室を出ようとする。

「おや、どこに行くんだい？」

　玉野の疑問に、イリアが唇くちびるを尖とがらせる。

「だってぇ、イリアは着き替がえを持ってきてないんですものぉ。取ってこなきゃぁ」

「なるほど。ならば僕達もここを出るべきだね」

　玉野に見られて良介は、ちょっと悩なやんでから頷うなずいた。

（イリアが外に出てるなら、問題ないだろ）

　カエサルの頭をなでて、共に外に出る。

「良介……」

　リサラが、すがるような声を良介に向けた。そんなリサラの頭を良介は軽く叩たたいた。

「アイツが悔くやしがる前で散々バカにしてやるんだろ」

「良介……でも」

「でももクソもあるかよ。この俺の分までイリアを痛い目にあわせてくれよ」

「良介の分まで？」

　リサラがキョトンとした表情を浮かべた。

「ああ、そうさ。さっきのは、俺の中のイリアが完全に死んだんだよ。あんな、あんな兇きよう暴ぼうなの、イリアじゃない……てか怖こわかった、マジで怖かったぞ」

　格好良く言ったつもりが、恐きよう怖ふが甦よみがえって脚あしが震えてしまう。あげくに下着は女性物です。

　その情けない姿にリサラがクスッと思わず吹ふき出した。

「ったく、決まらないわよね、ホントに」

「わ、悪かったな、怖いものは怖いんだよ！」

　そんな良介に、リサラは微ほほ笑えむ。

「立派よね、良介は」

「は、はぁ？」

「そうよね。怖くたって、負けを覚かく悟ごしてても、戦えるのよね、うん」

　パシンと自分の手の平を打つ。

「ありがと、良介」

「ええと、何が？」

　何のことにお礼を言われているか、さっぱり分からない良介だ。

「自分にまで負けるわけにはいかないってことよ。貴あ方なたが見せてくれたのよ」

　呆あきれた顔で良介を見る。もっとも、その瞳はどこか優やさしいのだが。

「うーん、さっぱり分からないぞ」

「ま、凡ぼん人じんさんには難し過ぎかしらね。とにかく、頑がん張ばろうってことよ」

「お、おう。応おう援えんしてるぞ！」

　良介が出した手を、

「ええ！」

　明るく答えながらリサラは、パンッと叩いたのだった。

「よし、カエサル。俺達は外に出るか」

「オンッ」

　良介の言葉に、カエサルが尻しつ尾ぽを振ふる。犬でもオスはオスなのだ。

「って、その格好で外に出るつもり？」

　リサラに言われて良介は気が付いた。そうだった、女物下着一丁だったのだ……。

「ったくもう……《地の中の小人》よ」

　リサラが術式を唱えて、制服の上下を生成していく。

「下着は、ま、いいでしょ。そのままで」

「えーっ!?」

「ここで下着を着替えるつもり？」

「あ……ごめんなさい」

　渋々、良介は女物の下着の上にズボンを穿はき、シャツを着き込こんだ。

「じゃ、応援よろしくね」

「ああ、分かってる」

　力強く頷いて、良介はカエサルと外に出た。

「しかし、これでまぁ勝負にはなるだろ。元気のない姿じゃ、第三の審しん査さ員だって点を入れるわけないしな」

「オンッ」

　カエサルとそう話しながら、少し歩いた時だ。茂しげみから話し声が聞こえてくる。

「それじゃ、イリア主任が消してくれたんですか？」

　マルベックの声だ。女子更衣室裏で声を潜ひそめて話している。

「あたりまえだよぉ、あ・た・り・ま・え。リサラさんがトイレに駆かけ込んでいる間に《奪アわンれドしヴ小ア人リ》を使ってもぉ、霊れい力りよく痕こんを残したままじゃすぐにばれるもん」

　そしてイリアの声だった。

「すいません、私には《奪アわンれドしヴ小ア人リ》程度の霊力痕は、その、判別出来ないもので」

「ったく、四級と一級を一いつ緒しよにして欲ほしくないなぁ。ホント無能な部下なんだからぁ」

「す、すいません……」

「ま、でも、いいかな。予定通り、リサラさんの水着に傷はつけたんでしょ？」

「もちろんです。少し派手な動きをすれば、すぐにバストが露あらわになるようにしておきました」

「うん、オッケー。クフ、クフフフフフフ、これであの高飛車女が大勢の前で、あのひんそ───────な胸を晒さらしちゃうんだ。アハハハ、いまココで腹叩いて笑いたいなぁもうっ、あー、胸の無い死神って、ホントかわいそーよねぇ」

「ちょ、主任っ、静かにっ」

「ん、へーきよ、平気。知ってるもん」

　ニヤリとイリアが笑い、地面に手を突ついた。

「フフ、これでリサラに点を入れるおバカな審査員さん一名は、今回欠席ね♡」

　ニコリと笑い、

「《隔リユ離ンのグ小ヴ島イ》」

　術式を発動させた。

　ヴォンッ。

　体ごと歪ゆがむような不思議な感覚が走る。

　目の前でイリアは軽くウインクして、そのまま良介に背中を向けて歩いて行ってしまう。

「な、なんだぁ？」

　そう疑問を口にしたのと、カエサルが「キャンッ」と鳴いたのは同時だ。

「カエサル？」

　カエサルが何もない所にしきりに体をぶつけている。向こうは見えるのに、まるで壁かべがあるように、それ以上進めないのだ。

「け、結界ってヤツか？」

　良介もその境目らしき所に手を当ててみる。確かに壁があった。触さわりながら歩いてみると、直径十メートル程度の円の形をしている。

「しかもこれ、音も遮しや断だんされてるぞ」

　その証しよう拠こに生徒達が近場を通っても、話し声一つ聞こえない。

　着替え終わった美菜が歩いて行くのが見えるが、何も音が聞こえない。

　もちろんコチラの呼びかけにも答えてくれない。

「カエサル、突とつ破ぱできるか？」

　カエサルが尻尾をしゅんと垂れて、首を横に振った。

「お前に無理ってことは、俺にも無理だよなぁ」

　そうやって五分ほど頭を抱かかえていると、リサラとキュールが女子更衣室から出てきた。リサラは一緒に選んだホルタービキニを、キュールはパレオ付きのビキニの可か愛わいらしい水着を着ている。

「リサラ！」

　と叫さけんでも案の定、反応は全くない。

「ヴッ、ヴヴヴヴ……ヴオォォォォン！」

　カエサルが吠ほえた。四し肢しでしっかりと地面を押さえつけ、首筋を反そらせて、空に向けて高々と吠えた。月夜に吠える狼おおかみのように、だ。

　しかも一度で諦あきらめない、カエサルは吠え続ける。

「──？」

　声は聞こえないのだろうが、キュールが立ち止まって周囲を見み渡わたす。リサラに何か言う。

　その後も、数度のやりとりをしてから、良介達が閉じ込められている方向にやってくる。

　カエサルは、その間も吠え続けていた。

　そして、遂ついに音こそ聞こえないらしいが、リサラが境目を叩き始めた──。




　　　　※　※　※




「間ま違ちがいないわ、ここに《隔リユ離ンのグ小ヴ島イ》が張られてる」

　リサラが忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

「やっぱり。カエサルの魂たましいを感じたのは、気のせいじゃなかったんですわね」

　キュールが何もない空間を、きっとカエサルが閉じ込められているであろう空間を睨にらむ。

「良介だとそんなことないんだけど、カエサルクラスの霊力だと、剣けんの持ち主にも何かしらのリンクが発生するってことかしらね」

「まぁ、普ふ段だんの良介さんなら、何もなくても当然とは思いますけど」

　肩かたをすくめるキュールに、リサラは軽く苦笑してから、すぐに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。

「問題は、これを解除出来ないってことよ」

「え、さっき解除出来たって聞きましたけど」

「忘れたの？　その後に私は《装デイス束ラード》して《カルヌーンプラデュール》で戦せん闘とうまで行ったのよ。《グラム》を覚かく醒せいさせた良介から吸い取った分で、解除に使った分と戦闘分は賄まかなったけど。今の私のスピリットマネーは、こいつを解除出来るほど残ってないのよ」

　コンコンと拳こぶしで結界を叩く。

「ちなみに聞くけど、キュールは？」

「そもそも私は、《隔リユ離ンのグ小ヴ島イ》をまだ習っていませんわ。凄すごそうってだけで、どれだけスピリットマネーが必要かも分かりませんわ」

「そりゃそうね。卒業前の貴方にはキツイか……仕方ない」

　腕うでを組んで考え込んだリサラが、顔を上げた。

「どうしますの？」

「部分的に結界を解除して、手を突っ込こむわ」

「は？」

「分からない？　それで良介に触ふれて、霊力を吸い取るのよ」

「な、なるほど。水着コンテストの前に吸われるとは、ちょっと同情しますわ」

「あら、妄もう想そうされない女の子達に感謝されたいくらいよ。キュール含ふくめて、ね」

「その通りですわね」

　苦笑しながらキュールが頷うなずく。

「さてと、じゃ始めますか」

　リサラが右手の平を結界に押おしつける。

「アームスヴァルトニルに浮うかぶモノよ」

　手の平を中心に、空間上にさざ波が立つ。

「ふう……」

　軽く息を吐いてリサラが目を閉じ、体から力を抜ぬく。

「我も水、汝なんじも水、共に波とならん」

　スルリと腕が沈しずんでいく。結界の境目から先に、リサラの腕が消えていく。

「同化しましたの？」

「ええ、腕と結界をね。もともとこの結界は、二つを分けるだけで、境にあるものを切り落とすような危険なものじゃないから」

　話しながら肘ひじ辺りまで腕が沈み込む。

「さて、良介達はどこかしらね……？」




「う、腕だけ入って来たぞ？」

　良介の目の前で、リサラの手がピラピラと動いている。

「ええと、握にぎれってことかな。引っ張って出してくれるとか？」

　よく分からずに、とりあえずその手首を握る。




「違ちがうっての。握ってどうするのよう……ああもうっ！」

　リサラがさらに腕を突っ込んでいく。左手を結界について支ささえにして、思いっきり右腕を結界内に伸のばす。




「うわ、そ、そんなに派手に動いちゃまずいって！」

　良介が必死に腕を押し返す。




「あにすんのよ！」

　意地になったリサラが腕をばたつかせてさらに押し込む。




「うわぁぁっ、だ、ダメだってばっ！」

「早く触らせろっての！」

　二人がそう叫んだ時だ。

　プチン。小さな音がした。

　そして、ハラリハラリとリサラのホルタービキニが地面に落ちていく。マルベックは、しっかりとうなじで結ぶヒモにも、胸と胸を結ぶヒモにも、仕し掛かけしておいたのだ。

「あら、お姉様」

「え、ええと」

「おっぱいポロリってやつですわね。うーん、結界内の良介さんには、ばっちり見えてますわね、これ」

「え、あ……え……キャァァァァァァァァァァァァァァァッ！」

　悲鳴と共にリサラが腕を引き抜く。当然、集中は途と切ぎれてしまい、リサラと結界の同化は途切れ……悲劇が起きた。




　　　　※　※　※




「おっぱい……？」

　結界内で良介は、呆ぼう然ぜんと、呆然と立ち尽つくしていた。だって、目の前にリサラのおっぱいが現れたのだ。

　だが、それも数秒だった。

　なにやらリサラが暴れて、腕が引き抜かれ……暗くなった。

　真っ暗ってわけではない。ただ、外が見えなくなったのだ。

「ど、どうなったんだ、これ？」

　戸と惑まどう良介に、カエサルが「オンッ」と吠えた。

　呼ばれたらしいと思い、鳴き声の方向に行く。目は徐じよ々じよに慣れて、少しは見える様になってきている。

「オン？」

　カエサルの頭上に、何かボタンのような物が浮いていた。

「なんだコレ？」

　押してみる。それは、なんだか柔やわらかかった……。




　　　　※　※　※




「うわ、結界が暗くなりましたわね。うーん、同化してたのを強制的に切ったから、結界にも影えい響きようが出たって辺りかしら」

　キュールが結界をちょんちょんと叩たたきながら呟つぶやく。

「で、お姉様はいつまで、その変な姿勢をしてるんですの？」

　横目でリサラを見る。

　リサラは結界に両手を突つき、胸を押し出すような、不思議な姿勢をしている。その変な姿勢のおかげで、胸の先せん端たんも結界に付いてしまっている。

「う、うう」

　リサラが何度か体を揺ゆする。そして、また元の姿勢に戻もどる。

「だからお姉様は、何がしたいんですの。ビキニも取らないで」

「あ、あのね、その──ひゃぁぁぁんっ!?」

　いきなりリサラが叫さけんだ。

「な、何なんですの、驚おどろかさないで下さい！」

「ひあぁっ、あんっ、ちょっ、押しちゃだめぇっ、ひうっ……くっ、くぅっ、挟はさまったのよっ」

「挟まった？」

「ち、乳首が結界に挟まっちゃったのよぉっ、あっ、ひあぁっ、だ、だからそれはボタンでもなんでもないってばぁぁっ、ひぃぃんっ！」




　　　　※　※　※




「なんか少しずつ硬かたくなってきてるぞ、何だこれ？」

　良介が唸うなる。押したりつまんだり、捻ひねったりしている間に、少し手て触ざわりが変わってきたのだ。それに、心なしか大きくなってきている気もする。

「なーんか見覚えのあるもんなんだけど、うーん、もう少し明るければなぁ」

　ツンツンとまた押す。手触りといい温かさといい、なんか気持ちいいのだ。

　一方、結界の外では相も変わらずリサラが悶もだえていた。そう、変な姿勢で。

「ひあっ、んぅっ、お、覚えてなさいよ、良介ぇぇぇ、ひゃぁんっ」

「抜けませんの？」

「ぬ、抜けたら、こんな苦労を、あんっ、してないわよっ」

「また結界と同化とかは？」

「も、もうスピリットマネーが空からなのよ。はぁんっ……《存ボドウ在ライス》だって危あやういわよ」

「うーん、分かりましたわ。今、触ってみて、少しは術式の構造は分かりましたし」

　キュールが結界に両手を置く。

「キュール？」

「まず、結界を元の状態に戻しますわ」

　キュールが目を閉じて集中する。

「ああ、なるほど……って、え、そ、それって、ちょっとぉっ!?」

　叫びも虚むなしく、結界はスゥっとその透とう明めい度を戻していく。

　それは当然……。

「これ、ち、乳首だったのかぁぁぁぁっ!!」

　透明になった結界の中で、良介の叫び声が木こ霊だました。

　押していた右手人差し指を顔の前に持って行き、じっと見つめる。この指から、幸せがジンジンと体中に広がっていく。乳首と分かってしまった以上、勝手に触るわけにはいかない。とすれば、この、この人差し指に残る感かん触しよくと幸せは貴き重ちようだ。

（な、舐なめてみても）

　もちろん人差し指をだ。そうそれは、乳首との間接キッス。

（どうせ外からは見えてないんだろうし……）

　悩なやむ、真しん剣けんに悩む。人として何かダメなラインを踏ふみ越こえてなお、乳首間接キッスをするのかどうか、そこが青春の問題だった。

「オンッ」

「うるさいな、俺は青春の一大問題にだな……ってなんだよ」

　カエサルがしつこく体をぶつけてくるので仕方なく、視線を人差し指から外はずす。

　と、乳首だけがぷっくりと立ち、薄うすいおっぱいが結界の境目に押しつぶされている、極上の光景が飛び込んでくる。

　その上に視線を移すと、鬼おにの形ぎよう相そうをしているリサラがいた。

「ひぃぃぃ」

　腰こしが抜ぬけそうになる。

　その隣となりにはキュールがいて、結界をトントンと叩いている。

　よく見れば、大きく口を動かしている。それも何度も同じ動きをだ。

「もしかして、口の動きで読み取れってことか？」

　そう考えて、動きに集中する。

「ええと……『ち、く、び、を』、んー、『お、す』。ええぇっ!?」

　驚く良介の目に、キュールが何かを引くような動きをみせている。一通り動作をすると、また最初に戻って口パクを始めた。

「ええと、俺が乳首を押す。キュールが引っ張る……って、そうか、押す力と引く力で抜こうってのか」

　考える。本当にそんな単純な方法で抜けるのだろうか。

　そして同時に思う。いや、リサラのための行動が、結果として乳首を触さわれるというのなら、合法的に触れるというのならば、どうして躊た躇めらうことがあろうか。いや、ない。

「よし、押す。全力で押す！」

　気合いを入れると良介は、震ふるえながら乳首に手を伸ばし……少しの逡しゆん巡じゆんの後に、親指を先端に当てたのだった。

　心の中のガッツポーズと共に。

「ひぃんっ、あ、あのエロ介っ、ホントに、あんっ、お、押してるじゃないのぉっ！」

「これもお姉様のためですわ。じゃ、引っ張りますわよ」

　キュールがリサラの腰を抱かかえて、後ろに引く。

「ひあぁ、だめっ、伸のびるっ、胸も先っちょも伸びちゃうからぁっ！」

　リサラの言うとおり、ボリューム皆かい無むな胸が精せい一いつ杯ぱいに伸びている。

「千ち切ぎれちゃうっ、あっ、ひあぁっ、う、無理だってばぁっ！」

「あ、やっぱり」

　あっさりとキュールが手を離はなす。

「はぁ、はぁ……あ、当たり前でしょうっ。術式に掴つかまれてるのよっ、そんな物理的な力でどうこうなるわけっ、ひあぁんっ、ま、まだ押してるっ、んぅっ」

「うーん、遊びは遊びで楽しかったんですけど、正直なところお手上げですわね」

　キュールが結界を再び触りながら考える。

「遊びって……んぅっ……キュ、キュールぅっ」

「あは、冗じよう談だんですわよ、冗談」

　可愛く笑う。

「あんたって子はぁぁぁぁ」

　空あいている左手で叩こうとするが、キュールはクスクス笑いながら間合いを取る。

「あはは、お姉様っておっもしろーい」

　そんなキュールのイジメが発生している間も、良介は乳首を押し続けた。何しろ、今の良介には目の前の乳首しか目に入っていないのだ。

　キュールが引っ張るのをやめたことなんて、全く目に入っていない。

　ひたすらに、乳首という存在のさわり心ご地こちを記き憶おくに浸しん透とうさせている。

　はぁはぁと荒あらい息を吐はき、鼻血をツゥーと流し、目を血走らせながら、親指の先で乳首を押し込み、時にローリングさせながら押し込み。連打しながら押し込み……。

「す、すげぇ、すげぇぞ……どんどん充じゆう血けつしてきてる、お、おぉぉっ」

　感動の雄お叫たけびだ。

　そして良介は気付いていなかった。

　その胸むな元もとに《折れた剣けんグラム》の柄つかが、刀身が立ち上がってきていることに。

　あまりの興奮と乳首への執しゆう着ちやくによって、良介は何も感じていない。

　徐々に精神が《グラム》に浸しん食しよくされていることも、既すでに左手で柄を握にぎってしまっていることも。

「うほぉ、弾はじくとプルンって震えるぜ」

　その感かん嘆たんと共に良介の意識は暗転し、《グラム》が《グラム》を引ひき抜く。

　カエサルが、数歩退しりぞきうなり声を上げた。それを一いち瞥べつし、《グラム》は笑った。

「帝てい王おうの器うつわでも、しょせん獣けものじゃな。《リジル》も貧びん乏ぼうくじを引きやがったな」

　そして周囲を見回す。

「………………狭せまいな」

　吐き捨てると同時に、長く太くたくましい剣を振ふるう。その小こ賢ざかしい装そう飾しよく一つない武骨な刀身は、紙でも切るかのように、あっさり結界を切り裂さく。

「ひあっ!?」

　キュールの水着が、衝しよう撃げき波はで綺き麗れいに切り裂かれた。その隣で、結界から解放されたリサラが呆ぼう然ぜんと尻しり餅もちをついた。

「さて、まずは散々俺を虚こ仮けにしてくれたあのクソ死神だな」

《グラム》の脳のう裏りにイリアが浮うかぶ。あの嘘うそで固められた女は、気にくわなかった。

「行くか」

　足を踏み出そうとして、《グラム》が唸った。

「なん……だ？」

　自由に足が動かない。それどころか、気が付けば《グラム》は、興味も何もない小こ娘むすめ──キュールをじっと見ているのだ。
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（う、うおぉぉ、キュールの下も、なんかその、天パーしてるじゃねぇか！）

　声が広がる。

「ま、さ、か……ここまで覚かく醒せいした俺をっ」

　唸りねじ伏ふせる。が、潰つぶれない。

（くぅっ、リサラの従い姉と妹ことは思えないあのおっぱいっ。あれ、もう数年したら絶対Ｅとか行くんじゃねぇかっ。なぁ、お前もそう思うだろっ！）

「知るかっ、くそっ、一度ならず二度までもっ」

　揺ゆらぐ。《グラム》が額を手で押さえ、ゆらゆらと揺らぐ。

　そこに、

『まもなく水着コンテスト開かい催さいです。出場者の方はお急ぎ下さ～い』

　アナウンスが流れてくる。

　それが、トドメだった。

（またかよっ、おい!!）

「水着っ、そうだよなっ。やっぱり単なる裸はだかより、衣装だよっ。何かポイントを付けてこそだっ。そう女の子はデコレーションすべきなんだ！」

　良介は拳こぶしを強く握る。

（仕方ねぇ。負けは負けだ……）

　心の底で、そんな声を良介は聞いた気がしたのだった……。

「まったく、呆あきれ果てて何も言えないわよ」

　胸を右手で隠かくしながらリサラが頭を振り。

「う、ううぅ、キュールの裸……裸を見られましたわ……ぐす、ぐす」

　キュールは両手両りよう脚あしで縮こまるように体を隠している。

「ええと、え？」

「《グラム》を抑おさえ込こんだことよ。ったく、良介……やっぱり貴あ方なたは、普ふ通つうじゃないわ。ま、特異者とも思えないんだけど」

「と言われてもな」

　頭をボリボリと掻かき、気が付いた。

「って、そんな余よ裕ゆうないだろ。もう受付終わっちゃうぞ」

「あのね、この状況を見てよ。水着が無いのよ？　裸で出ろって言うわけ？」

　淡たん々たんとリサラが言う。が、微かすかに肩が震えている。悔くやしさを、間ま違ちがいなく押し殺しているのだ。良介にはそれが分かった。

「リサラ、お前の水着が切れたのな。イリア達のせいなんだ。俺とカエサルはそれを知ったせいで、閉じ込められたんだよ」

「いまっ、今いま更さらそれを知ってどうしろって言うのよ。不戦敗が決まってる、この私にっ」

　詰つめ寄よってくる。近くで見ると、その瞳ひとみは涙なみだでにじんでいる。

「俺に考えがある、数分待っててくれ」

「え、ちょっと！」

　リサラの答えを聞かずに良介は走り出した。結局渡わたすことが出来ないまま鞄かばんの中に入っている、あの二着の──スクール水着を取りに。




　　　　※　※　※




　玉野が、その欲よく望ぼうの赴おもむくままに計画したプール開きイベントの水着コンテストは、意外にも好評だった。男子は元々ミスコン的なものが好きだ。女子も、モデルのイリアの着こなしを見たいのか、真剣な眼まな差ざしで見ている。

　そして、盛せい況きような水着コンテストの舞ぶ台たいに、良介もまた審しん査さ委員として座すわっていた。

「なんだい、不服なのかい？」

　右みぎ隣どなりに座る玉野が苦笑した。

「いやまぁ、玉野先せん輩ぱいは運営委員長だからいいよ。俺もまぁ、女の子を見る目にはうるさいつもりだ」

　賛同してから、左隣を見下ろす。そう、見下ろした。

　そこにはちょこんと椅い子すに座って、前足を机の四つあるボタンの前に置いたカエサルの姿があった。そう、カエサルが何な故ぜかここに居るのだ。

「ハハ、さっきの女子更こう衣い室でピンッと来たのさ。こいつは、やるってね。この僕ぼくをも超こえる、女ったらしだってね！」

「うんまぁ、玉野先輩も時折凡ぼん人じんには思えないよなぁ……」

　はぁと良介はため息を吐つく。

「って、じゃぁシークレットの審査員って決めてなかったのか？」

「ああ、この僕に匹ひつ敵てきする市し井せいのイケメンが中々見つからなくてね。ま、いるわけもなかったんだけどね！」

「やっぱり先輩、大物だよ……」

　そう呆あきれかえった時、歓かん声せいが起きた。そう放送部の司会者が、水着コンテストの開催を高らかに宣言したのだ。

『投票順位四位、加賀キュールさんです！』

　司会の声と共に、キュールがスクール水着を見事に着こなして舞台に上がってきた。

「加賀キュールですわ。転校してきたばかりのキュールを選んでくれて、お兄様方、だーい好きですわ♡」

　あざとい挨あい拶さつだった。だが大受けだ。

　何しろ胸はやや大きいが、まだそこまで引き締しまっていないウエスト、大きくなりかけのヒップ、どれもがまさにスクール水着の世代の体型で、正統派ロリコン層のハートを鷲わしづかみなのだ。

　ついで三位の美菜が上がってくる。

「お、大おお倉くら美菜です……そのあの、えっと、よろしく、お、おねがい……します」

　蚊かの鳴くような声で美菜が挨拶をする。その頼たよりない姿に一部男子が大盛り上がりだ。しかも水着はワンピースタイプの可か愛わいい系なのだが、やはりその胸が目立っている。

　本人は静かに揺らさないように歩いているのだが、たゆん、たゆんと揺れていく。その静かな揺れが、逆に大きさを強調してしまう。

「う、ううぅ、恥はずかしいよぉ」

　縮こまってキュールの隣に立つ。その姿が守って上げたい！　という、父ふ性せいを大いにくすぐるようで、これまた大人気。

『さて、二位と一位ですが、左右から同時に上がって来てもらいます。二位加賀リサラさん、一位、我らがアイドル、福ふく宗むねイリアさん！』

　絶ぜつ叫きようが会場に満ちあふれる。どう見ても、イリアへの絶叫だ。
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　その熱気の中で、イリアがこれでもかと自じ慢まんのバストを強調して歩いてくる。水着も三角形のビキニで、より谷間を強調している。そのオッパイを、ゆっさゆっさと揺らしながら、しかも結界から出てきた良介を見ても平然とモデル歩きで舞台に上がってくるのだ。

　一方でリサラと言えば、元々強調する胸なんてない上に、構造上谷間なんて見えるわけがないスクール水着だ。

　あげくに、真っ赤な顔で精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！　と力みかえって上がって来ている。

　スクール水着での参加を渋しぶるリサラを説得したのは良介自身だった。

　結界から脱だつ出しゆつした後、スクール水着を取ってきた良介はリサラに、

「確かに派手さはない。けどな、これが日本の、近代日本のフェティシズムの原点なんだ。ここに、原初のフェティシズムが眠ねむっているんだ。リサラ、お前なら、お前なら、使い古されたかに見えるスク水の真のポテンシャルを引き出せる！」

　と言ったのだ。しかも、ちゃんと水泳帽ぼうまで渡して。

　きまじめなリサラは、その帽子までちゃんと着用している。

　ただ、隣のイリアの派手なセクシー姿を見ると、やっぱり古式ゆかしいフェティシズムが色あせて見える。

　良介には分かっていても、残り二人を考えると不安になってくる。

「ふうん、リサラくんも中々考えたね」

　玉野が真しん剣けんな目で二人を見比べる。

　リサラのスクール水着の姿は確かによく似合っていた。運動するための、その水着には、やはりシャープなラインが似合うのだ。スク水越ごしにも分かる胸の貧相さもいい。

　何よりも、モデル級の美少女であるリサラが、野暮ったいデザインのスクール水着を着ている、この場ば違ちがい感が堪たまらない。

　長い髪かみを水泳帽に押し込んでいるのも、いい！

　野暮ったいデザインの水着と分かるのだろう、恥ずかしそうにしてるのも、いい！

　ただ、と良介は思う。これって、やっぱりマニア受け過ぎて、一いつ般ぱん的には隣のグラビアアイドル故ゆえの、派手な水着をさり気なく着こなすセクシーさが上ではないかな、と。

『さて、会場の皆みなさん。点数こそはありませんが、空気というものがあります。名前呼んで支持する人を示して貰もらいましょうか！』

　司会が叫さけぶ。

『キュールさんを支持する人！』

　ギュ────ル──────！　と一昔前の親衛隊みたいな、だみ声が飛ぶ。

『では美菜さんを支持する人！』

　女性の声が結構聞こえてくる。同情票も多いらしい。

『では、最後にイリアさんとリサラさんは、同時に叫んでもらいましょう』

　と司会が酷こくなことを言う。

（おいおい、あの司会……イリアに取り込まれてるんじゃないだろうな）

　リサラの名前がかき消されてしまうことは想像に難かたくない。となれば、審査員がリサラに点を入れることは、かなりのプレッシャーだ。

　そう思ってイリアを見ると、軽くガッツポーズをしている。

　間違いない、あの司会も籠ろう絡らくされているようだ……。

『では、せーの！』

　イリアァァァァァァ!!　と絶叫がうねりとなった。予想外にリサラの名を呼ぶ声もはっきりと聞こえてくる。

「マジかよっ」

　声がする方向を見る。大おお平ひら達だ。あの大平ルート関係者が一いつ箇か所に陣じん取どり、訓練された軍人のようにしっかりと声を合わせて、しかも大声で叫んでいるのだ。

「嘘うそぉ～」

　イリアが呟つぶやくのが聞こえた。同時に司会もちょっと慌あわてているらしい。

「司会くん、僕の知らない余よ興きようはそこまででいいだろう。そろそろ、僕達の審査に移っていいかな？」

『は、はい、委員長。では審査員の、ええとお二人とお犬様、一分後に支持する美女の番号をお願いします』

　良介と玉野が、渡されたフリップにマジックを向ける。カエサルは、さすがに文字を書けないのでボタン式だ。

　そして一分後、フリップが出そろった。

　どよめきと共にだ。

「意外だね。まさか巨きよ乳にゆう派のキミがイリアくんにいれないとは、思わなかったよ」

　玉野が目を白黒させた。

「いや、それを言うなら玉野先輩こそ、イリアだと思ったんだけど」

「僕はね、痴ち女じよは好きじゃないんだよ。あんな、あんな迫せまってくるのは……逃にげ回るのに、どれだけ苦労したか」

　玉野がブルッと身を震ふるわせた。

「なるほどね。で、カエサルは？」

「オンッ（嘘くさい胸は嫌きらいだね）」

　と言った気がした。

「嘘くさい？」

　それは、良介も常々イリアの胸に感じてきていたことだが、まさかカエサルもそう考えていることに驚おどろきを覚えた。

『信じられません。三人とも、三人とも加賀リサラさんです！　こ、今回の優勝は加賀リサラさんになりました────────！』

　司会が絶叫した。会場は納なつ得とくせずに怒ど号ごうの嵐あらしだ。

　いや、何よりイリア自身が納得していない。肩かたを怒いからせて審査員席にやってくる。

「こでは、いったいどういうことだっぺ!!」

　思わず訛なまるほど激げき怒どしているらしい。

「ふむ、良介くん説明したまえ」

　玉野が良介にマイクを手て渡わたす。

「オッパイってのは夢と希望、そして愛なんだよ。写真では誤ご魔ま化かされてたけど、実物のお前のオッパイからは、夢も希望も愛も感じないんだ」

　その言葉に、会場がシーンと静まりかえる。

「な、何を、何を馬ば鹿かなこと言ってるのよ！」

　イリアが蒼そう白はくになって詰つめ寄よってくる。

「僕も同意見だね。どうにも、キミのおっぱいは、空くう虚きよなんだよ」

　玉野がそう同意した時だ、カエサルが机の上に乗り出し、イリアの胸に密着して、

「ウォンッ！」

　と大きく吠ほえた。

　その瞬しゆん間かんだった。

「嘘っ、しまったべ、犬っ、しかも英えい雄ゆうの犬だっぺぇぇっ!?」

　ブゥゥゥンとノイズが一瞬走り、

「だめだっぺ──────────！」

　絶叫と共に、イリアのオッパイが……変わっていく。それまでの質感豊かな、男子達を蠱こ惑わくしていたオッパイが、いかにも作り物の偽にせ乳ちちにだ。

　そして、慌てて胸を隠かくそうとしたイリアの腕うでが思いっきり当たり、パッドが落ちる。

　ヒラヒラとビキニが揺ゆれていた……。

　そこにあるのは、平たい、とても平たい胸。

「ええと、もしかしてリサラより、無い？」

「一センチだけよぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　叫び声が虚むなしく、会場に木こ霊だましたのだった……。




　　　　※　※　※




「結局、どういうことなんだ？」

　水面から数歩離はなれたプールサイドで良介は、女子の水着姿をぼーっと眺ながめながら呟いた。

「胸パッドを実物と見まがうレベルにする幻げん術じゆつ系の術式を使っていたみたいね」

　プールの縁へりに腰こし掛かけたリサラが、バシャァッと水を蹴けった。

「ま、でも、努力は認めるわよ。あの術式、イリアのオリジナルみたいだしね。周りの死神にばれないように、すごく複雑で高度な術式のはずよ」

「死神ってのも、大変なんだな……」

　呟きながら、もしかして男性死神はあっちのサイズも測られるんだろうか等と思う良介だった。

「あのリサラ、でも……どうして、その複雑な術式が解とけちゃったんですか？」

　リサラの隣となりに座すわった美菜が聞く。

「古来、犬の吠え声には退たい魔まの力があるって知らないの？　ましてあのカエサルの吠え声だもの」

「はぁ……」

「いやだからって、凄すごすぎるだろ、それ」

「そうかしら。そもそもカエサルは、偽にせ胸むねだって気が付いていたみたいだし」

「ま、それは……」

「それに、以前からそうでしたわよ。カエサルは」

　水の中からキュールが出てきて答える。

「キュールの術式を解いたことだってあるんですから。まして、強さよりばれないこと優先の偽胸じゃ、そんなものですわ。あ～あ、胸が貧相な人達は本当に大変ですわね」

「それは誰だれに言ってるのかしら？」

「ウフ、一般論ですわ、ご苦労なされてるお姉様」

「キュールぅっ！」

　イリアの怒ど声せいに、キュールが泳いで逃にげ出した。その後を追おうとしたリサラの肩が、掴まれる。

「教育が、全然なってないんじゃないのぉ？」

　イリアだった。リサラと同じくスクール水着を着込んでいる。

「どうしたのよ、その水着は」

「たまには、こーいうマニアックなのもいいかなぁって」

「そのひんそーなバストサイズに、合わなくなっただけのくせに」

　リサラがそう指し摘てきすると、イリアの笑みにヒビが一瞬入った。が、すぐにニコニコ笑顔に戻もどす。

「リサラさん」

「なによ」

「自分だってそーだっぺ！」

　ゲシッとリサラの背中を蹴って、プールにたたき落とした。頭からプールに落ちたリサラが、ワタワタと水中でもがく。

「ふふん、ザマーミロって感じかなぁ」

　その様子をイリアは四よつん這ばいになってのぞき込むと、満足そうにクスクスと笑う。

「リサラ、平気ですか？」

　美菜も心配そうに、四つん這いになって水みな面もをのぞき込む。

「ゲホッ、ゲホゲホ……イリアぁ」

　咳せき込みながらリサラが水面に上がって来た。が、四つん這いになって踏ふん張ばっているイリアをプールに引きずり込むことは、容易に出来ない。

「あは、悔くやしいでしょ～。ザマーミロ～」

　ニヤニヤとイリアがリサラを見下ろした時、良介はプチッと切れる音を確かに聞いた。

「…………」

　無言のままリサラがイリアの傍そばのプールサイドに半ばよじ登って腕を突き、

「イリアぁぁ！」

　怒声と共に、そのスクール水着の胸元を引っ張った。

「きゃぁぁっ!?」

　イリアがプールに落ちそうになり、なんとか踏ん張る。

「あら、いいのかしらぁ。このままだと水着がだぶだぶよ？　そのひんそーな胸をみんなに見て貰もらいたいならいいけれど！」

「リサラぁぁぁぁ」

　踏ん張りながらイリアがなんとか手を移動させて、

「これでどがっぺぇっ！」

　リサラの胸元を掴つかんで、手前に引く。

「きゃっ、な、何するのよ！」

「あんたと同じことだっぺ！」

　プールサイドで二人が水着を引っ張り合う。

　そんな二人を見つつ、良介は思わず身を乗り出した。

　イリアのプリプリとした、バストの割には大きめなお尻しり。そのお尻のお肉に、引っ張られている水着が食い込んでいく。お尻の肉が徐じよ々じよにはみ出ていくその光景。何よりも、ギューッと股こ間かんにも水着が食い込み始めている。
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　徐々にお尻のお肉が太陽の下にさらされ、濡ぬれた水着が股間にキュ───と食い込みだしているのだ。それだけで良介は、合がつ掌しようしたくなる。

　視線をリサラに移動すれば、少しずつ胸元が露あらわになりつつある。

　谷間はほとんどないが、そこに濡れた赤い髪かみがまとわりつくことで、髪の毛がカーブを描えがき微かすかに膨ふくらみが視認出来るのだ。

　薄うすい乳ち房ぶさに絡からむ濡れた髪の毛。

　繊せん細さいな、繊細過ぎる美しさ、いやらしさだ。

「水着が食い込んで分かるお尻のお肉の柔やわらかさと股間。濡れた髪の毛で感じ取れる繊細なリサラのおっぱい、これだよ、これが夏の奇き跡せきだよ、夏の神秘だよ！」

　気が付けば良介は二人ににじり寄り、イリアのお尻の真後ろに正座していた。

　そう、鼻息も荒あらく、魂たましいの奥底──生きる力と股間をみなぎらせながらだ。

「え……キャァァァッ!?」

　リサラが、さすがに良介に気が付き悲鳴を上げ、両手で胸を隠してプールに潜もぐる。

「な、なに？」

　呆ぼう然ぜんとイリアは振ふり返かえり、自分のお尻のすぐ後ろにある良介の顔を見て、固まった。

「尻肉様じゃぁ、尻肉様ぁぁぁ」

　マジマジとイリアのお尻を見つつ、良介は合掌した。

「い、いやぁぁぁ、またおっきくさせてるっぺぇっ！」

　涙なみだ声ごえを出すが、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようにイリアは固まったままだ。

　そんな時だ。カエサルが良介の隣にトテトテと歩いて来た。審しん査さ員いん枠わくでプール入場を許されていたのだ。だが、今の良介にはそんなこと、どうでもいい。

「なで回したい尻とは、まさにこーいうものを言うんだなぁ。青春だなぁ」

　エアなで回しをすべく、お尻から数センチの距きよ離りに手を浮うかせる。

「触さわるのは犯罪だけど、ノータッチだからただの変態だ！」

　ゆっくりと空中を、いやお尻から湧わき上がってくる熱を、なで回して──行こうとした時だ。

　ポンッと横からカエサルの手が置かれた。良介の股間に。

「え……カエサルさん？」

「オン」

　静かにカエサルは答え、置いた手に体重を掛かけ、そのまま歩いて行く。そう、思いっきり良介の元気になっちゃった股間を踏み抜ぬきながら……。

「──────────っ！」

　声にならない悲鳴。その瞬間、呪じゆ縛ばくから解き放たれたイリアが、プールに逃にげ込んでいく……。

「あ、ああぁ、尻神様がぁぁぁ」

　そう呻うめきながら、良介は倒たおれ伏ふした。

「ホント、ドスケベよね良介ってば」

　ようやく水面からリサラが顔を出した。

「あ、あのなっ、救ってやった俺にその言葉はない──」

　なんとか呻く良介に、リサラが言葉を被かぶせてくる。

「でも、ま、今回はイリアに勝たせてくれて、感謝してるわよ」

　微ほほ笑えんでウインクしてくる。

「な、なんだよ」

　素す直なおにそう言われると、逆に緊きん張ちようしてしまう良介だ。

「……こっちまで照れるから、変に緊張しないでよね！」

　そのままプールサイドに上がる。

「まーでも、まだまだ付き合ってもらうわよ、良介」

　足早に通り過ぎ去り際ぎわ、リサラが言った。そして良介が振り返った時にはもう、リサラはシャワーに向かってしまっていた。

「ま、言われなくても、かな」

　苦笑いしながらそう言うと、良介はプールサイドに完全に突つっ伏ぷしたのだった。








　あとがき










　どうも、時々ペンネームを縞しまぱんに間違えられる橘たちばなぱんです。初めての人もご無ぶ沙さ汰たな人も、この本を手にとって頂きありがとうございます。

　はい、二巻です。一巻の後書きで、二巻が出てしまいそうです、富士見書房さんギャンブラーだなぁと書いたのですが、本当に出てしまいました。勇気有り過ぎです。

　これも一ひと重えに皆様が一巻を買ってくれたおかげです。

　さらにっ、ドラゴンマガジン二〇一一年一月号（一〇年十一月発売！）のふろく「ちょこドラ。」にて、作画：岡おか霧ぎり硝しようさんでコミカライズもスタートするとか、そんな情報まで……。

　いやぁ、まだ二巻までしか書いていないのに、中身はどうするんでしょうね。これはきっと、キリキリもっと書きやがれというＫ女史の新たなＳＭプレイかも知れません。コミカライズを目にする日と必死に書く日々を想像して、ドキドキです。

　なにはともあれ、昨日も今日も明日も、皆様のおかげで橘ぱんは生きております。文章を書けるのも、エロ本買えるのも、ゲーム遊べるのも、全て皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。

　以上──まだ半分も書き終わってないと怒られました。いや、もうネタが尽つきたんです。どうにかして下さい。…………そうでした。作品に関して全く触ふれていませんでした。

　本巻ですが、桂かつら井いさんが描くびっちょり濡れた水着姿が見たかったので書きました。あと、表紙におヘソが見えてないとヤダヤダと駄々をこねたのは俺です。

　だって、おヘソって凄く性的じゃありませんか？

　制服の裾すそからチラリと顔をのぞかせる、おヘソ。もうドキドキで大だい興こう奮ふんです。そこに水すい滴てきが垂たれていくなんて考えると、俺は天元突破です。

　ステキですよね。夢ですよね。芸術ですよね。ファンタジーですよね。ファンタジア文庫なだけに。

　ですのでおヘソを描いて下さいと、土ど下げ座ざした次第です。

　あれ、作品紹介になっていません。なんででしょうか。

　まあいいや。ここらで後書きを終えようと思います。

　肩の力を抜いてバカだなぁコイツと楽しんで頂ければ、何にもましてご褒美です。

　それでは！





橘ぱん














だから僕ぼくは、Ｈができない。２




死しに神がみと選せん抜ばつ試し験けん
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